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			必勝ダンジョン運営方法⑤

			雪だるま

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			第１０４掘　勇者と書いて傀儡と読む

			第１０５掘　お祭りとバカという名の勇者

			第１０６掘　ある勇者の物語

			第１０７掘　すいませんでしたっ!!

			第１０８掘　事情説明と夫の故郷

			第１０９掘　お祭りと住人たち　その１

			第１１０掘　お祭りと住人たち　その２

			第１１１掘　お祭りと住人たち　その３

			落とし穴16掘　おすすめの店

			落とし穴17掘　不正経費？

			落とし穴18掘　緊急会議と答え

			第１１２掘　諸国会議

			第１１３掘　勇者と魔王のお話

			第１１４掘　はい、じゃ本題ね

			第１１５掘　道などいくらでもある

			第１１６掘　各国の勇者への対応

			第１１７掘　噴いた

			第１１８掘　状況把握

			第１１９掘　選択肢をくれ

			第１２０掘　学校のお仕事

			第１２１掘　壊れた少女

			第１２２掘　相談

			第１２３掘　やっぱり面倒事はまとめてやってくる

			第１２４掘　事情聴取でさらに噴く

			第１２５掘　大体俺のせい

			第１２６掘　嫁さんを虐める奴は許しません

			第１２７掘　大宣言

			第１２８掘　説得の状況

			第１２９掘　ルート確認

			第１３０掘　作戦説明

			第１３１掘　配置発表

			第１３２掘　彼女にとっての勇者

			第１３３掘　経過報告

			第１３４掘　覗き見

			第１３５掘　嫁さん勇者爆誕

			書き下ろし　ハッピーウェディング

		

	
		
			第１０４掘　勇者と書いて傀く儡ぐつと読む

			　

			　ｓｉｄｅ　？？？

			「どうですか？」

			「まずい、ここには魔王とその四天王がいる」

			「まさか!?」

			「……言いたくはないが、ここの住人も王様たちも騙だまされているんだろう」

			「……なるほど、どうりで私たちの国への武器支援が打ち切られたわけですわ」

			「どういうことだ？」

			「つまり、魔王は私の国を締め上げて戦力を奪おうとしたのです。勇者であるタイキ様を、それによって封じ込めようとしているのです」

			「なるほどな。戦力が整わなければ、俺は国で防戦せざるを得ない。しかし、魔王は俺がここに来るとは思わなかったようだな」

			「ええ、そこが唯一の救いです。いえ、これこそ勇者の力でしょう。ここで魔王を討てば、皆目を覚まします」

			　俺は、周りで楽しそうにしている、このダンジョン――ウィードで生きる人々を救うための決意を新たにした。

			「俺は魔王を倒して、この世界を救う!!」

			「さすが、勇者様ですわ」

			　隣にいるお姫様を強く抱きしめながら、そう誓った。

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「……あー、なんというか」

			「バカね」

			　今は、ウィードの建国祭の真っ最中。

			　俺たちはダンジョンの監視機能で、ある人物を見ていた。

			「で、ガルツ王？」

			「……はぁ。まさか、こんな手段に出てくるとはな……」

			　セラリアが睨にらみ付ける。

			　ガルツ王は片手で顔面を覆おおい、ため息をついている。

			「しかし、勇者ね」

			　俺は皆に見えるように彼のステータス画面を開いた。

			　

			【名前：タイキ・ナカサト

			　種族：人族

			　身分：ランクスの勇者

			　性別：男

			　職業：異世界の勇者　学生

			ＬＶレベル：１６８　ＨＰ体力：７０２０　ＭＰ魔力：４２００　ＳＴＲ筋力：１７４０　ＤＥＦ防御力：１２００　ＩＮＴ賢さ：２５３０　ＡＧＩ素早さ：２０３２　ＬＵＫ運：２１０

			ユニークスキル：勇者の感応（魔王発見器・配下も含む）・勇者の覇気（魔物、魔族に対して火力３倍、防御３倍）・勇者の魅力（女性にモテる。意志の弱い女性は落ちやすい）・勇者の意地（自動回復）

			　その他スキル：汎用多数】

			　

			「おおう、妾わらわにとっては相性が悪いのう……」

			　デリーユが、勇者のステータスを見て顔を歪ゆがめる。

			「だな、素のステータスなら、デリーユでもぎりぎり何とかなるだろうが……」

			「やめておけ。あの勇者は、その地位を使ってしっかり武具を揃えている」

			　ガルツ王が、そう口を挟はさむ。

			　あ、ちなみにデリーユが魔王の称号を持っているのは各王には通達済み。

			　で、各国の反応は特になかった。

			　実際、鮮血姫が魔王だと知れわたってはいるが、国にとっては紛争や、身内の争いを止めてくれていた存在だったことも伝わっている。

			　そのため感謝こそすれど、討とう伐ばつや捕縛指示を出したことはないのだ。

			　暗黙の了解ということだ。

			　ま、捕縛指示なんぞ出せば、全滅は必至だろうがな。

			　ガルツ王に至ってはデリーユに対して礼を尽つくし、前にあった王朝の生き残りとして対応をしていた。良ければ、ガルツに住んでいただいて構わないとも言っていた。

			『やめておく。知っての通り、ようやく夫を捕まえての。これからが楽しみなんじゃよ』

			　デリーユは、そう言って断っていたが。

			「それなりの武具ねー。それじゃ、デリーユに出てもらって迎げい撃げきするのはやめるか。怪け我がでもしたら大変だ」

			「ユキ……」

			　デリーユがポッと顔を赤くする。

			　まあ、デリーユが出て行っただけですむ問題でもないからな。

			　ちなみに、この勇者はガルツ国の後方の国・ランクスからの代表だ。

			　ウィードの建国に際し、三大国の後方で領土争いをしている国々にも声をかけてもらい、重鎮とまではいかないものの、ある程度の代表を集めることに成功した。

			　これも、ダンジョンを利用した交易の広告のためである。

			　その中で、勇者を連れてきた国がひとつ――ランクスというわけだ。

			「さて、ガルツ王、あのランクスのお姫様は異世界から勇者様を呼んで、要らぬことを考えているようですが、理由はご存じで？　今この場で下手に暴れれば、彼女もどうなるかわかっていますよね？」

			「うーむ。多分、それが狙いだろうとは思うのだが……。あのランクスの姫の言い分であれば、悪しき魔王がこのダンジョンの真の支配者で、今、この場に集まった有力者を始末しようとしていたのを阻そ止ししたと。そして、ランクスは正義の名の下、魔王を倒した勇者を抱える国として、他国から支援をしてもらうのが目的だろうな」

			「……なんですか、それは。最初から破綻してるじゃないですか」

			　ルルアが呆れ気味に言う。

			　各国では暗黙の了解で無視しているデリーユに手を出した時点で、他国から総スカン決定なのだ。

			「で、そもそもランクスの支援云々とは？」

			「……それがな」

			「ここは私が説明しましょう」

			　そう言って出てきたのが、ガルツの外交を引き受けているシャールだった。

			「今回、ランクスのお姫様の目的は諸国の支援を受けることです。魔王を倒すためという理由で。では、なぜ支援が必要なのかと言えば、我が国ガルツのダンジョン交易が原因で、支援を受けられなくなったため。それで勇者をこのウィードに連れてきて、この場で紹介して諸国の支持と支援を集めようとしたんだと思われます」

			「……いや、ダンジョンが原因と言われても、交易に関しては、他国に被害がないようにとお願いしたはずだけど？」

			「ええ。被害はないようにしています。結果だけ見れば、ランクスへの支援は打ち切りましたが、理由があるんです。ランクスは、表向きは魔王討とう伐ばつのための物資を頼んでいました。ただ、裏では勇者を使って他国を攻めようとしていたんですが……」

			「なるほど、そういうことね」

			　ランクスとしては勇者がいるのだから、魔王討伐という目的で物資を集めやすい。

			　しかし、三国が手を結んで交易の簡略化が進んだ今、魔王の動きへの対処も可能だし、ランクスの兵に対して支援する必要性がなくなったわけだ。ましてや、裏で怪しい動きをしていればなおさらだ。

			　以前のようにロシュールとガルツが戦争状態であれば、魔王の件をランクスに押し付けるために物資支援をするのは正しいが、その理由がなくなったしな。

			「今もロシュールとの戦争状態が継続中であれば、勇者とランクスに対し物資を支援し、魔王への牽けん制せいとするつもりでしたが……」

			「その必要がなくなったわけね？」

			「はい、勇者様個人への支援はともかく、ランクスに物資を支援する理由がなくなったので、ランクスへの支援は取り消しを申し入れました。ですが、これに対して、一度約束したのだから最後まで支援するべきだと抗議があったんです」

			「ああ、それで、ランクスは勇者を出だ汁しにしてるとみたわけね」

			「はい」

			「異世界の勇者様は大陸の情勢なんて知りもしないし、本当のことを知る方法はないでしょうね。……彼はどうなの？」

			「残念ながら、完全にランクスを信じております。お姫様を宛てがわれて完全に色仕掛け。あの程度の年頃なら、いたし方ないかと」

			「厄やつ介かいね。勇者としては、破格の異世界の勇者だし。まったく誘拐じみたことしておいて、一国の利益のためだけにいいように使おうなんて、なんて恥知らずな!!」

			　セラリアがテーブルを叩きつける。

			「ですね。セラリア様の言う通りです。そもそもランクスとの交易は以前から芳かんばしくなくて、勇者を出汁にして、今までなんとかしてたくらいですから。無茶な交易ばかりでした。質の悪い小麦を、わざわざ小麦の名産地であるガルツに高く買い取らせる取引をしてましたし」

			「バカなの？　というかルーメル以外の勇者の話は、初めて聞いたわよ。どういうこと？」

			「ランクスが秘ひ匿とくしていたようです。まあ、当然ですね。友好国以外に下手に知られれば、あっさり引き抜かれますからね。そして、異世界の勇者といっても最初はレベル１。ある程度育つまではということでしょう」

			「……で、そのランクスの今の動きは？」

			　正直、イライラする話である。

			　完全にその勇者は傀く儡ぐつだ。

			　都合のいい人形。

			　ルーメルの勇者たちは上手くやったのか、国を飛び出し修業と称して他国を飛び回っている。

			　しかし、ランクスに来た勇者はいいように丸め込まれた。

			　これは、勇者を責めるのは酷ひどいか……。

			　日本人だし、少し同情心もある。

			「ランクスは勇者を上手く使い、近隣の敵対諸国を３つ落としています。無論、戦争物資はガルツや友好国の支援。その後、ダンジョンを２つ無力化。勇者としての資質はしっかりあるかと。ランクス自体は国を３つも制したので利益は数倍。国としても強くなっています。が、ここのところ国土が一気に広がったことで、物資が足りなくなるなどの問題が出ています」

			「それで、再びガルツに交易という名の支援を求めたわけね」

			「はい、それで見事に断られたことで、このウィードの建国祭に来て、諸国に向かって勇者は我にあり、正義もまたランクスにありと言いたいのでしょう」

			「なるほどね……。どうする、あなた？」

			　セラリアがこちらを向く。

			　さて、妻に聞かれたのなら、答えないわけにはいかないな。

			「いくつか方法があるけど、どれにする？」

			　さて、勇者気取りの少年。

			　何も考えずに３つも国を落としたのか、それとも仕方なくなのか、これから見極めさせてもらうか。

			　何も考えなしで行動したのなら、同郷の出としてしっかり引導を渡してやる。

		

	
		
			第１０５掘　お祭りとバカという名の勇者

			　

			　ｓｉｄｅ　アスリン

			「アスリン、アスリン!!　急ぐのです!!　屋台がたくさん出てるのです!!」

			「フィーリアちゃん、落ち着いて。屋台は逃げないよ」

			「そうよ。のんびり行きましょう」

			　今日は建国記念日。

			　お兄ちゃんやお姉ちゃんたちが頑張ったから、ここまで来たんです。

			　ウィードという国の名前には、雑草、いろんな人々という意味が込められているそうです。

			　みんなの町。

			　お兄ちゃんはすごいです!!

			　たった半年で、この町を作ったんです。

			　お姉ちゃんたちも協力したけど、お兄ちゃんがいてこそなんです。

			　お兄ちゃんがやると言ったから、みんなついてきたんです。

			　だから、みんなお兄ちゃんが大好きなんです。

			　でも、お兄ちゃんは表に出て有名になろうとしません。

			　安全が第一といって、私たちですら暫定的な代表で、あとですぐ入れ替わるとのことです。

			　お兄ちゃんがそれで良いなら、私たちはなにも言いません。

			　だって、忙しいことが終われば、皆でのんびり暮らすって約束してるんです。

			　毎日、お兄ちゃんのお膝にすわって、なでてもらうんです!!

			　夜はお布団で可愛かわいがってもらうんです!!

			　と、話がずれました。

			　今日は建国記念日のお祭りなのです。

			　色々人が来るから安全のために体はドッペルさんだけど、楽しみます!!

			「えーと、パンフレットはーと……」

			「アスリン、わたあめがいいです!!」

			「……色々あるわね」

			　私たちは今日、お兄ちゃんたちとは別行動です。

			　王様たちや偉い人とお話をしているんだって。

			　だから、私たちが現地調査をしてお兄ちゃんたちに報告する。

			　これは立派なお仕事なんです!!

			　それで、今私たちが覗き込んでいるパンフレットですが、意味がわからない人が多いので説明をして渡しています。

			　パンフレットというのは小冊子といって、今回はこのお祭りの説明や、どこに何があるのかを地図で表したりしてるもので、これがあればとても便利なんです。

			　ゴミ箱の位置もちゃんと書いてあります。

			　ポイ捨てはダメなんです!!

			「ここにわたあめがあります!!」

			「待って、フィーリアちゃん。まずは、ご飯を食べないと」

			「そうね。お菓子でお腹いっぱいになったらユキに怒られるわね」

			「あうう、そうでした。兄様との約束でした」

			　お兄ちゃんとの約束で、私たちはご飯の前にお菓子を食べてはいけないのです。

			　３時のおやつはいいのですが、自分たちの判断でお菓子を食べると、際限なく食べてしまうので、お兄ちゃんのご飯を食べられないときがあったんです。

			　そのときに、このお約束ができたんです。

			「じゃ、何を食べようか？」

			「兄様のごはんより美お味いしいのがいいです!!」

			「……それは無理よ」

			　フィーリアちゃん、ラビリスちゃんが言うように、それは無理。

			　お兄ちゃんがこのウィードで一番の料理人さんです。

			「うーん、焼きそばが定番らしいわよ」

			「兄様のより……」

			「無理だよ、フィーリアちゃん」

			　ぐずるフィーリアちゃんを連れて、とりあえずご飯を探す冒険に出ます。

			「うわー、人がいっぱいです!!」

			「お祭りって初めて!!」

			「そうね。これは凄すごいわ」

			　今は、食べ物が多く出店されている、商業区の広場へ来ています。

			　周りでは、たくさんの人が笑顔でこのお祭りを楽しんでいます。

			　美お味いしそうな匂いがあちらこちらからします。

			「お、ラビリス様じゃねーか。それにフィーリア嬢ちゃん。アスリン嬢ちゃんも」

			「おお、こっちに来な!!」

			　ドワーフのおじさんたちが私たちを呼びます。

			　フィーリアちゃんのお仕事仲間だそうで、私も色々お世話になっています。

			「どうしたんです？」

			「お腹は空いてないか？」

			「すいてるです!!」

			「よしきた!!　ほれ、ユキの兄ちゃんから教えてもらったたこ焼きだ。もってけ」

			「お金はいいのかしら？」

			　ラビリスちゃんが、支払いを申し出ると、お店の人たちが口々に言います。

			「気にスンナ!!　ユキの兄ちゃんには世話になってる。そして、セラリア様にも、ラッツの嬢ちゃんやナールジア様にも……いっぱい、いっぱいな!!」

			「おう!!　それを手伝っているフィーリア嬢ちゃん、アスリン嬢ちゃんのことも知ってるぜ!!　これ食べてくれ」

			「「ありがとう!!」」

			　紙の器うつわにたこ焼きが８つ入っています。

			　これを１人ひとつ。

			「ありがとう。それで、何かほかにおすすめはあるかしら？」

			　ラビリスちゃんが色々聞いてくれてますが、私たちはお腹が空いているので……。

			「はふはふ……あついでしゅ!!」

			「でも、美お味いしいです!!　兄様の料理はいちばんです!!」

			　たこ焼きはお兄ちゃんが作るのよりは味が落ちますが、それでも美味しいです。

			　アツアツを食べて、はふはふです!!
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			「そうだな……、一度、腹を膨らましたしな。土産みやげものでも見てきたらどうだ？」

			「商業地区の南が……ほれ、パンフにのってるだろ。アクセサリーだそうだ」

			「なるほどね。ありがとう」

			「おう、まだまだ初日だ。楽しめよ!!」

			　アドバイスをもらって、アクセサリーのお店を目指します。

			「うーん。兄様はどのアクセサリーをつければ綺き麗れいだって言ってくれるでしょうか？」

			「お兄ちゃんの好みはわかんないよね……」

			「……そうね。私たち全員をしっかり愛してくれているけど、何が好みかはわからないわね」

			　できればお兄ちゃんに、

			『とても綺麗だよ、アスリン!!　今日はアスリンしか愛せない!!』（※誰やねんｂｙユキ）

			　って言って欲しいかも……。

			　そんなことを３人で話していると、ヴィリアちゃんとヒイロに出会いました。

			「あ、アスリン」

			「ラビリスお姉にフィーリアお姉」

			　向こうからこちらにパタパタ寄ってきます。

			「他の皆は？」

			「皆もお祭りを楽しんでいます。思い思いにお祭りを回っていますよ」

			「そうなんだ」

			「少し心配ね」

			「大丈夫ですよ。ゴブリンたちもたくさん警備に出てますし」

			　ヴィリアちゃんがそう言って指をさすと、そこにはスティーブと数人の警備のゴブリンが見回りをしていました。

			「そうだね。スティーブたちなら大丈夫だね!!」

			「です!!」

			「……少し心配だわ」

			　ラビリスちゃんだけ少し心配なようです。

			　仕方ないです。

			　色々心配が多いのが偉い人の宿命だってお兄ちゃんが言ってました。

			「で、３人はこれからどこ行くの？」

			「一緒に行っていい？」

			「うん、いいよ。ねえ？」

			「いいに決まってるです!!」

			「そうね。一緒に考えてもらいましょう」

			「なんのことですか？」

			　そうやって、お兄ちゃんの好みを考えてアクセサリー売り場へ歩いていきます。

			「お兄様の好み……。そう言えば、お兄様は何かこう、私たちにこだわってるようには……」

			「でも、大事にしてくれてるよ？」

			「そうなのです!!　大事にしてくれてるけど、兄様は私たちに何かを求めようとはしてません」

			「きっと我慢してるんだよ。お兄ちゃんは私たちを大事にしてるから」

			「……なるほど一理あるわね」

			「お兄様が我慢を……それはイケナイ!!　ちゃんと欲求を解消してあげないと!!」

			　そんなことを話していると、なにかセラリアお姉ちゃんやルルアお姉ちゃん、シェーラちゃんに似た感じの女の人とお兄ちゃんに似た男の人が、いきなり近づいてきて……。

			「この魔物め!!　俺の目は誤魔化せないぞ!!　覚悟!!」

			「え？」

			　ヒュン

			　と、剣を抜いて振り下ろしてきたんです。

		

	
		
			第１０６掘　ある勇者の物語

			　

			　ｓｉｄｅ　ランクスの勇者　タイキ・ナカサト

			　世界なんてクソだ。

			　俺をオタクって言って虐いじめて、バカにして。勉強できなくて、運動できないのがそんなに悪いのかよ!!

			　見てろ、ゲームで得た知識だって使えるんだ!!

			　俺が楽しいと思ってたことは無駄じゃない!!

			　ライトノベルだって、漫画だって大事な知識なんだ!!

			　異世界に行ければ俺だって……。

			　そして、俺は、ある日異世界に呼ばれた。

			　定番も定番。

			　お約束どおり勇者の力もついてきた。

			　悲しきかな、レベルは１だったが。

			　それでも、日本で培つちかった知識でガッつりレベルを上げて、滅びかけていたランクスを救うことになった。

			　呼ばれた当初、ランクスは反乱軍……いや、正直反乱軍の方に正義はあったが……。

			　無茶な遠征と戦争、無理な徴税、少ない国土。それらに耐えかねた人々が、反乱をくわだてた。

			　王族としては面めん子つもあるし、今まで国を引っ張ってきたというプライドがあったんだろう。これを鎮圧しようと動いたが、このままいくと反乱軍が虐殺されるのは目に見えているので、とりあえず俺がレベルに物を言わせて反乱軍を説得。

			　内政チートを使って――まあ、地道なチートもあったもんだよな――なんとか国内を安定させた。

			　しかし、それで問題も出てきた。

			　俺が勇者として表だって行動したのが嫌だったのか、王様や俺を呼んだお姫様が横やりを入れてきた。

			　ったく、お前らのプライドを保つために国民を犠牲にしたんじゃどうしようもない。

			　お前ら、お約束の傲ごう慢まんな王族じゃねーか!!

			　そんなことしてたら、お約束でサヨナラだよ!!

			　でも、王宮内では俺の味方が少なすぎる。

			　だぁぁあぁぁあ――――!!

			　地球にいたときは引きこもってたけど、虐める奴が嫌いだっただけで、会話とかは普通にできるんですよ。でも、おかげでかなり空気に敏感になった。

			　自意識過剰かもしれんが、それぐらいでちょうどいい。

			「このままじゃ確実に暗殺されて、銅像を建てられる……」

			　どうする？

			　マジでどうする？

			　確かに、これだけ能力があれば、自分一人だけならどうにでもなる。

			　しかし、俺が逃げ出せば、勝手に死亡扱いか悪党にでもして国民に圧政を敷くだろう。

			　アホ王族はともかく、街や村のおっさんやおばちゃんたちにあんな苦しい思いをさせるわけにもいかねえ。

			　お約束の正義感バリバリのイケメンや、チート能力にうかれてヒャッハーなバカになれるほど、俺は単純じゃねえ。ああいうのは、完全に視野が狭せまい世間を知らないバカ者だけだよ。

			　現代日本に生まれていながら、あんな性格には、よほど世間知らずしかならねえよ。

			　おっと、話がそれた。

			　勇者として呼ばれたからまぁしゃーないけど、助けた皆がアホな王族に蹂じゆう躙りんされるのをほっとくほど薄情じゃねえってことだ。

			　だから、俺はあることを思いついた。

			　俺の肩書きが勇者だけだから角が立つ。

			　なら、お姫様を嫁さんにもらって、王族として意見を言えるようになればいい。

			　そうすれば異世界人だとか言われなくて、一王族の意見として、ある程度口を出せる。

			　まあ、従順な傀く儡ぐつですよというアピールはいるだろうけどな。

			　とりあえずは、これで繋いでいくしかねえ。

			　そんなこんなで、バカなふりをしてダンジョンに潜って個人資金をちょこちょこ溜めたり。

			　バカな政策を何とか機嫌を損なわないように誘導して、国民の被害を最小限に抑えたり。

			　個人資金で商売チートをするための商会を立ち上げて、情報を集めてもらったり。

			　必死に生きて来た。

			　くそ、ひっきーの方がよかった!!

			　だが、世話になった人たちを見捨てるほど、腐っても落ちぶれてもいねえ!!

			　それで、お姫様を嫁にもらったのはいいが、キレイなだけで中身はクソ。

			　一応、夫婦関係だが、いっさい一緒に寝ていない。

			　向こうは王宮の騎士とできてるし。しかも、もうしっかりやることヤッてるしな。

			　精々するわ。

			　おかげで色々やりやすいからな。

			「ふふふ、あの勇者はなんて使いやすいんでしょう。少し頼めば簡単に応えてくれる。これで、あなたとの子供もできれば、あんな勇者は適当に軍部にでもすえて、あなたを王にしますわ」

			「くくっ、勇者殿に悪いな。とはいえ、まあ、よそ者が上に立つのはな」

			「ええ、お父様も認めていますし、せいぜい勇者には働いてもらいましょう」

			　この会話を聞いたときには〝ぶっころ〟と思ったが、頑張って生きてるおっちゃんたちのために踏みとどまった。

			　バーカ、バーカ。

			　こんなのは演技に決まってるじゃねーか!!

			　プライドだけのアホが!!

			　勇者と書いて便利屋ってのはどこも一緒だよな。世界を救っておいて一領主とか、ふざけた褒賞だよな。さっさと、なんとかしておさらばしたいぜ。

			　が、なかなか機会は訪れない。

			　それどころか、勇者の俺を利用して周辺諸国に勝手にケンカを売りやがった。

			　あのな、まだ国土も安定してないのに、よそに手を出しても枯こ渇かつするだけだぞ!?

			　ジオ○の侵攻作戦知らない？

			　戦線が拡大しすぎるとダメなんよ!?

			　結果、俺の必死の根回しで、周辺３か国は被害も少なく表向きのこっちの国土となった。王族も処刑されずにすんだ。

			　……俺のチートで増やした財産のほとんどを保障にあてて、なんとか矛を収めてもらった。

			　ちなみに、落とした……いや従属した３か国の王は俺の扱いを聞いて、いつか反旗を翻ひるがえすなら協力すると約束してくれた。

			　ある意味、勝手にケンカを売ったランクスのバカどもに感謝だな。

			　おかげで、おっちゃんやおばちゃんの安全を確保する目途がたった。

			　あとはタイミングだ。

			　俺１人が勝手に反旗を翻しても狂ったと言われるし、大義名分が薄い。

			　いや、国民が圧政に耐え切れないというのが十分大義名分になるだろうけど……これで諸外国が参戦なんてしてきたらどうしようもない。

			　だから、「この戦いは正義なので横やり無用!!」と宣言できる場所が欲しいが、諸外国が一堂に集まるようなサミットはこの世界ではほぼあり得ねえ。

			　ええい、俺の首を絞めるのが大好きだな、ランクス!!

			　だが、神がいるかどうかはわからんが、俺にはツキがあった。

			　ダンジョンの制御に成功し、中に町を作り、ゲートを使って各国を繋ぐという計画があることを知った。

			　これは流通チートだな。

			　誰だ、これを考えたのは？

			　その計画は順調に進み、国々がお互いにダンジョンとの交易を独占しないよう、そのダンジョンを独立国と認めようという決定が、三大国の宣言で行われることになった。

			　結果、俺は、そのダンジョンの建国祭にバカなお姫様に連れられて参加することになった。

			　お姫様およびランクスの目的は、ガルツとの交易を再開させること。

			　だから、俺は言ってやったんだ。

			「まずい、ここには魔王とその四天王がいる」

			　俺がそう言えば、バカ王女は当然……。

			「つまり、魔王は私の国を締め上げて戦力を奪おうとしたのです。勇者であるタイキ様のことを、それで封じ込めようとしてるのです。でも、勇者様がこうしてここにいることが、唯一の救いです。ここで魔王を討てば、皆目を覚まします」

			　うっし、これで俺が堂々と剣を抜く許可を得たわけだ。

			　今どき、魔族や魔物イコール悪なんて意見を聞く奴は、いねーよ。

			　しかも、パンフレットにダンジョン内の魔物は、警備担当ですって書いてあったじゃねーか。

			　まあ、俺は字を読めることを隠してるし、王女様も知ってて斬れと言ってるんだろうがな。

			　俺がここの王族を含めて、全員を屈服させると思ってるんだろう？

			　バーカ!!

			　いいか、このダンジョンの作り――どう見ても、俺と同じ日本人が関わってる。

			　俺よりもはるかに上のチート持ちだろう。

			　表だって日本人がいるような話はない。日本人の名前も聞かない。

			　だが、ここの裏ボスは日本人だという確信がある。

			　だから、俺は鑑定スキルでドッペルゲンガーの魔物を見つけ、これなら安全と思い少女に斬りかかった。

			「この魔物め!!　俺の目は誤魔化せないぞ!!　覚悟!!」

			「え？」

			　呆けている少女。

			　まだか？

			　来ないのか？

			　さすがに、こんな小さい子を斬りたくないぞ。

			　いくら偽者とはいえ……。

			　ガキィィン!!

			　うっし、俺はガッツポーズをとりたくなった。

			　本気のガッツポーズだ。

			　目の前に出てきたのは、黒髪の俺と同じぐらいの年の男だった。

			　日本人だ!!

			　絶対、日本人だ!!

			　おちつけ、落ち着くんだ。

			　相手は怒っている。

			　当然だ、小さい子に剣なんか振り下ろしたんだから。

			　どうやってクソ姫様と離れて、この人と話をするかだ。

			「……てめぇ、覚悟はできてるんだろうな」

			　ひぃっ!?

			　ブチ切れてますよ!?

			　演技です!!　って言えたらいいのに!!

			「魔物を庇かばうとは、やましいことがある証拠。お前も斬り捨ててくれる!!」

			「勇者様、がんばって!!」

			　お前は黙れ。クソ姫。

			　あ、そうだ。つばぜり合いしながらどっかへ行こう!!

			　そう思って斬りかかる。

			　が……。

			　ドンッ。

			「ガッ……!?」

			　うそ、同じチートだから少しはやり合えると思ったのに!?

			　一撃で吹き飛ばされた。

			　手加減してたら死ぬ!?

			「なろっ!!」

			　意地でも押し込まないと、ここで俺が死ぬ!?

			　キィン!!

			　剣が男に当たる前に空中で止まる。

			　魔力障壁ってやつですか!?

			　うそー、一応、俺もチート能力に上乗せして勇者武器ですよ!?

			　もっとも、相手は俺の出方を見ている……今がチャンスか……。

			　小さな声で話しかける。

			「……すまん。さっきのことは謝る。少し話をしたい」

			「……あ？」

			「後ろの姫様に聞かれるとまずいんだ。俺に吹き飛ばされてくれないか？」

			「なんで俺が？　お前が吹き飛べばいいだろうに」

			「いや、俺が吹き飛ぶと、きっとクソ姫が追いかけてくる。だから、俺が吹き飛ばして追いかける形にしたいんだよ。危ないから待っててくれって」

			「……苦労してんのか」

			「……ああ。あんただって日本人だろ？　こっちも勇者だから自由に動けないんだよ。頼む、話だけでも」

			　そして、お互い距離をとる。

			「少しはできるようだな。ここで暴れると周りに被害が及ぶ。向こうの森まで飛ばしてやる!!」

			　そう言って俺は一瞬で近づいて、その男を吹き飛ばす。

			「演技、お見事」

			「……勇者の役、替わるか？」

			「お断りする」

			　男は森まで吹っ飛んだ。

			「姫、あいつは強敵。私１人で行きます。待っていてください。その間に、ここの国民を落ち着かせてください」

			「ええ、わかりましたわ。勇者様、頑張ってください!!」

			　……ヒロインならついてくるんだけどな。

			　ま、クソ姫だし、ついてこられても困るし。

			　さて、どこから話したもんか。

			　そう思いながら森の方へ駆け出した。

			　

			　ｓｉｄｅ　ラッツ

			「なななな……!?」

			　まずい、まずいですよ!?

			　お兄さんが吹っ飛ばされた!?

			　様子を見ていた嫁さんズは大混乱です。

			　お兄さんが飛び出して、バカ勇者を止めに行ったのはいいです。

			　しかし、吹き飛ばされてしまいました!!

			「は、早く助けに行かないと!?」

			　セラリアもかなり慌てています。

			「そ、そうです!!　早く!!」

			　ルルアもようやく事態を飲み込めたのか、立ち上がります。

			「みんな、落ち着いて。ユキさんのドッペルだから。無事だよ!!」

			「「「あ」」」

			　リエルのひと言で思い出します。

			　そうです、お兄さんは基本、表に出ません。

			　ですが……。

			「あー、申し訳ありません。あれ、本物のマスターですよ？」

			　抜け殻になっているはずの、ここにいるお兄さんのドッペルがそう告げます。

			「「「本物!?」」」

			　ちょ!?

			　アスリンのドッペルが襲われたくらいで!?

			「ふうっ」

			「シェーラ様!?」

			　シェーラが気絶しました。

			　私も大混乱中です。

			「こっ、殺す!!」

			　セラリアが剣を持って駆け出しました。

			「わ、私も行きます!!」

			「僕も!!」

			「私も!!」

			　トーリとリエル、ミリーも駆けだします。

			　お兄さんが吹き飛ばされた映像が、繰り返し頭の中で再生されます。

			「お兄さん、無事でいてください!!　あのクソ勇者、ぶっ殺す!!」

			　もう頭の中はそれだけでした。

		

	
		
			第１０７掘　すいませんでしたっ!!

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「よっと」

			　着地成功。

			　結構、動けるな。

			　本体は久しぶりだから心配だったが、問題は何もないか。

			「おっと、コールセラリア」

			　あの場面を見てたし、セラリアにちゃんと説明しないとな。

			　…。

			　……。

			　………？

			「あれ？　忙しいのか？　じゃ、エリスでいいか。コールエリス」

			『ユキさん!!　大丈夫ですか!!　心配しないで、すぐに皆がそちらに行きます!!　あのバカ姫はすぐに処刑しますから!!』

			　あれ？

			　大事になってね？

			『勇者もすぐに血祭りに上げますから!!　死なないで!!』

			「ちょっとストップ!!　聞こえてる!?　聞こえてますか!?　お姫様の方は、パフォーマンスだけでお願い!!　さっきのは演技だから、ね!!　聞いて、国際問題になるから!!」

			　あれ、何がいけなかった？

			　俺が吹き飛んだのって、どう考えても演技にしか見えないだろ？

			「コールラビリス!!　出て!!　嫌な予感がする!!　出てくれ、ラビリス!!」

			『ユキ、大丈夫!?　待ってて。すぐにこの女の首を撥はねて、そっちに行くから!!』

			『兄ざま―――!!　大丈夫えすが!!』

			『お兄ちゃん!!　ひっく、えぐ、嫌です!!　お兄ちゃんがいなくなるのはいやでず!!』

			『お兄様、ひっぐ、ああ、ふえーん!!』

			『お兄ぃ、お兄ぃ……どこ、えぐ』

			「落ち着け、色々事情があるから。そのお姫様とは演技ってことにしろ!!　演目だ!!　今、ボコるのはまずいから!!」

			『ぶ、無礼者!!　三国を瞬またたく間に制したランクスの姫にこんなことをして、タダですむと思うな!!　ええい!!　親衛隊、何をやっている。そんな魔物はさっさと片付けて、この小娘を斬り捨てなさい!!』

			　ひぃぃぃ!?

			　お姫様が煽あおってる!?

			『スティーブ!!　そいつらの首をすぐにあげなさ……』

			「祭り時に血なんて見せるな!!　落ち着け、頼む。落ち着いてくれ!!」

			『でも、でもっ!!　ユキをっ!!』

			「俺は大丈夫だから!!　なんでも言うこと聞くから!!」

			『……なんでも？』

			　ん？

			　地雷踏んだ？

			「そ、そうだ!!　なんでもだ!!　頼むから演技ってことで姫様とその一派を拘こう束そくしててくれ!!」

			『……わかったわ。すぅー、さあ、ご覧いただけましたでしょうか？　我がダンジョン内の防衛力と魔物の力を!!　この度は精強で有名なランクスのご協力でお送り……』

			　よし!!

			　さすが、ラビリス。

			　俺の記憶を漁あさってるだけある。機転がよくきく。

			　こう言えば、取り押さえられてるし、相手も面めん子つを保つためにも演技ですと言うしかない。

			「えーと、大丈夫そうですね」

			　勇者が着いたか。

			「そりゃな、あれぐらいでどうにかなるほどの実力じゃねえよ」

			「ちぇ、俺もそれぐらいの力が欲しかったですよ」

			「どうだろうな。だけど、その代償に地球にいた頃の関係者の記憶は消され……というより、いなかったことになってるらしいからな」

			「うげ!?　それマジですか!?　俺、戻っても意味ない!?」

			「いや、俺は勇者召しよう喚かんじゃないからわからんが……」

			「あ、そうなんですね。ああ、すいません。タイキ・ナカサトって言います。中里大輝です」

			「おう、俺は鳥とり野の和かず也やだ。そっちは見た目通りの年齢か？」

			「どういうことですか？　もしかして……鳥野さんって」

			「ああ、25歳だ。前は」

			「はぁ、なんか無茶苦茶ですね。この世界」

			　お互い苦笑いをする。

			　そうしていると、セラリアたちがこちらに来るのが見えた。

			「あっ、やべ!?　タイキ君、防御しろ!!」

			「へ？」

			「へ？　じゃねーよ!!　一応、このダンジョンの代表に手出したんだ、しのげ!!　そうじゃないと死ぬぞ!!」

			「うっそ――!?」

			　慌ててタイキ君が剣を抜く。

			「ただし、嫁さんたちに傷つけたら殺すからな!!」

			「ちょっ!!　たち!?　ハーレムですか!!」

			「よし、その余裕があるなら大丈夫そうだな。説得するまで耐えろ!!」

			　まぁ、俺が防御壁を展開してりゃ、すぐにあきらめるだろ。

			　タイキ君にはああ言ったけど、嫁さんたちにはこの防壁は抜けられないから、大丈夫……。

			「ユキィィイィィイ!!　おおぉぉぉぉぉおぉおぉおっっ!!」

			　まず、先陣を切ったデリーユが、防壁の５層を一気に吹き飛ばす。

			「ユキさぁぁぁああん!!」

			　ミリーが流れるような剣さばきの双剣で、２層破ってさらに防壁にひびを入れる。

			「……待ってて、すぐ助ける!!」

			　カヤが俺仕込みの魔術で連携して、棒術でさらに壁を３層壊す。

			「僕がすぐ行くよ!!　勇者ぁあぁぁあ、てめえ楽に死ねると思うなぁぁぁ!!」

			「ひっ!?」

			　リエルが小太刀で防壁を簡単に切り裂くこと４層。

			　うん、タイキ君が悲鳴を上げたことは非難しない。

			　俺も怖いもん。

			「ユキさんっ!!　そんなにボロボロに!!　許さない!!　あああぁぁぁあぁ!!」

			　トーリが剣で６層、残りの防壁を突破した。

			　ちょっ!?

			　あれから改良加えて20層の超防壁ですよ。

			　改良加える前の防壁突破できなかった皆が、なんで突破できるわけ!?

			「お兄さんから離れろ、クソ野郎ぉぉおぉおお!!」

			　ラッツが魔力を槍やりに乗せて投とう擲てきする――真っ直ぐタイキ君に向かって。

			「ちょっとぉぉぉおおお!?」

			　さすが勇者。

			　レベル２３２のラッツの投擲を防ぐか。

			　レベル差が50以上あるのに、さすが勇者だな!!

			「死んでたまるかぁぁぁぁあ!!」

			　うん、必死な声、わかるわ。

			　こんなんで死んだら浮かばれないわ。

			　なんとか槍やりの軌道をそらす。

			　お見事。

			　拍手しようかと思ったんだけど……。

			「死ね」

			　スッと、音もなくセラリアが抜刀の構えで現れた。

			　あ、やべ。

			「え？」

			　タイキ君は槍を弾いて硬直している。

			　セラリアに反応もできていない。

			　タイキ君の首に鍛錬を重ねた抜刀術が迫る。

			「こっ、のぉおおぉおおぉぉお!!」

			　俺も慌てて、訓練していた刀術でセラリアの抜刀を押さえる。

			　確かに、俺のメインスキルは魔術だ。

			　だが、近接戦闘ができないわけじゃない。

			「「「え」」」

			　それで、嫁さんたちの動きが止まった。

			　俺の近接戦闘に驚いて。

			　全力での近接戦闘は、見せたことなかったしな。

			　前見せたのは相手に合わせてただけだし。

			　はぁ、なんで身内相手に最初に手の内がばれるかね。

			　こういうのは、ピンチのボス戦でかっこよくばれるもんだろ？

			　また、他の方法考えないとな。

			「え、え？　貴方も同じ刀？　や、やだぁ。言ってくれれば教えたのに。もうっ」

			　セラリアは俺の手ごと刀をとって、自分のものと見比べて喜んでいる。

			　……俺の奥の手は勇者を守るために使いました。

			　はぁ、でもいいか。

			　これで話がすすめられ……。

			「……で？　何か言いたいことはありますか、旦那様？」

			「あれ、ルルアも来たんだ。何怒ってるの？」

			「本体で出ていくことがありますかぁぁぁあ!!」

			「すいませんでしたぁぁぁぁああ!!」

			　ルルアの絶叫で、何が一番問題だったのか理解しました。

			　いや、でもさ、アスリンが偽物の身体とはいえああなったら、行くだろ普通。

			　ねえ？

		

	
		
			第１０８掘　事情説明と夫の故郷

			　

			　ｓｉｄｅ　セラリア

			「……というわけで、何とかご協力いただけないかと思いまして」

			「俺からもお願いする」

			　そう言って、勇者タイキと夫が土下座（だっけ？）の体勢で頭を下げる。

			「セラリア。ユキさんも反省しているようだし……」

			「そ、そうじゃ。若いうちは、これぐらい勢いがあっても仕方がない」

			　アーリア姉様とクソ親父が、これで怒るのをやめろと言ってくる。

			「そ、そうです。勇者様の事情も、聞けばどう考えても仕方のないこと。多くの人が助けられるのです。戦争を減らすという目的がある私たちにとっては願ってもないこと」

			　リテア代表のアルシュテールも同じように諭さとしてくる。

			「ふぅ。シェーラ、勇者様はとにかく、ここに厄やつ介かい事を持ち込んだお姫様はどうするべきかしら？」

			「首を刎はねて国に送り付ければよろしいかと」

			　シェーラがニコニコ顔ですぐに返答した。

			「こ、こらっ、滅多なことを言うでない。そうなれば、ランクスが挙兵してここに押し寄せるぞ」

			「そうだぞ、シェーラ、少し冷静になるんだ」

			「そうですわ。ユキさんやアスリンたちが襲われたとはいえ、それはやりすぎ……」

			　シェーラの身内のガルツ王族も、シェーラを説得しようとするが……。

			「あら、冷静ですよ？　首を送り付けられれば、いやでも挙兵せざるを得ません。それを完全に粉砕し、勇者様の伝つ手てで属国三国に謀む反ほんを起こさせて孤立させ、一気に王城を落とします。建前も問題ありません。我が夫に無礼を働いたから首を刎はねた。十分です。そもそも、他国の式典とも言うべき場の、街中での犯行。元から救いようがありません」

			　一気に身内を黙らせる。末女。

			　うん、我が夫の妻に相応しい才覚だわ。

			　シェーラの様子を見ればわかるけど、ユキの妻たち――つまり、ウィードの最高権限者組は完全に戦争推しである。

			　こっちが甘くしてりゃ、つけあがりやがって。一度力を示す必要がありそうだ。

			　ちょうどいいからランクスには生いけ贄にえ……いえ、戦争でウィードの力を見せてあげましょう。

			「や、やめてくれ!!　あのクソ姫の首を刎ねれば、強制徴兵で国内戦力を水増しするに決まってる!!　それじゃ、俺が世話になった人たちに被害がいく。それだけはやめてくれ!!」

			　勇者様がそう言って頭を下げる。

			　彼の境きよう遇ぐうは聞いたので、彼自身に怒りはない。

			　多分、他の皆もそうだ。

			　しかし、それで矛を収めるわけにも……。

			「勇者様のお気持ちはわかりますが、これからどうなさるおつもりですか？　こっちで身柄を拘こう束そくしたあのバカ姫は、貴方が自分を助けに来ると、勇者がいる国にこんなことをしてタダですむと思うのかと吠ほえていますが？」

			　ルルアが勇者様に対して聞く。

			　正直、さっきルルアがあんなに怒って吠えるとは思わなかった。

			　夫を思う妻が多くて嬉しい限りだわ。

			　しかし、ルルアの言う通り、あのバカ姫はこっちに戦闘を仕掛けてくるに決まってる。

			　間違いなく、強制徴兵でもなんでもして報復しようとするだろう。

			　ま、負けないけど。

			　だって、最高戦力の勇者様は私たちで何とかなるし、他は有象無象。

			「えっと、それが狙いだったんです。よければ聞いてもらえますか？」

			　勇者様は、なんかユキみたいに変に腰が低いわね。

			　ん……そう言えば髪も同じ色、瞳ひとみも。

			　ユキの故郷は……私たちが知らない……大陸だったはず。

			　私がそんなことを考えているうちに、許可を得た勇者様が、これからの行動をルルアたちに話し始めている。

			「今回、俺はクソビっチ姫を返してもらう交換条件として、ここを襲わず帰ることにします。それで、俺は怒りに燃えたことにして、下手に国民に被害が及ばないように戦力を厳選して、こちらへ攻め寄せます」

			「なるほど、戦力を集めずとも勝てると説得するわけですね。今回の撤退は仕方がないということで。そして、戦力を厳選……つまり、国王および王女支持派の戦力をこちらに向かわせるわけですね？」

			「はい、それで少数戦力で王城を制圧し、こちらに来た戦力は俺がすべて潰します」

			「……ふむ。なかなかいい作戦だとは思いますが、それでは勇者様が汚名を被ることになりますが？　謀む反ほん人ということで」

			「別に、そんなことはどうでもいいんです。俺１人ならどうとでも生きていけますからね。世話になった人たちには、いい暮らしとまではいきませんが、なんとか安全で健すこやかに過ごして欲しいだけですよ」

			　……なんだ、このお人よしは。

			　ああ、なんだか夫と似てないのに、なぜか顔を見比べてしまう。

			「そちらの事情も、今後の予定もわかりました。しかし、それはあくまでもそちらの事情。その軍事行動で、ガルツは警備を集めないといけませんし、私たちのウィードも、その期間だけ交易を停止せざるを得ません。無論、旅人の受け入れも停止ですね。そこら辺の補てんはどうなさるおつもりですか？」

			　さすがはラッツね。

			　しっかり、そういうところを考えている。

			「そ、それは……」

			「待ってくれ。タイキ君をこちらに引き入れれば、それ以上の価値がある」

			　なぜか、勇者様をフォローしようとユキが出てきた。

			　どういうことかしら？

			　そんなに親しくもないのに、というか会って間もないのに何がわかるのかしら？

			「タイキ君はこっちの世界に来てから、ほぼ個人で動いていたんだ。その行動力だけでも賞賛ものだし、他にも自分で商会を作ってお金を儲もうけてるって言ってたよな？」

			「ええ、石せつ鹸けんとか。まあ、俺の世界の物ですが。紙とかも作ってますよ。パルプが一番めんどくさかったですけど」

			「そこだ。俺は色々と急ぎ足だったのもあって、必要なものはＤＰダンジヨン・ポイントで生み出してたから、こっちで生産するってことが後手なんだ。魔道具関連だけは、ザーギス……四天王の１人をこき使って作ってるが、それだけ。だから、そのノウハウを教えて欲しい。いいか？」

			「ええ、それぐらいで許可をもらえるなら」

			　夫はそう言って、石せつ鹸けんや紙の生産方法を教えろと言っている。

			　ふむ、それなら今後を考えると悪くないかな。

			「どうだろう、ラッツ、エリス？」

			「うーん。確かに、紙の生産に関しては、資料しかありませんから手探りの状態ですし……」

			「石鹸やシャンプーも、いまだに生産はできてませんから、製造方法がわかればさらに雇用ができますし、交易も幅が広がると思います」

			「タイキ君がこちらに協力してくれるなら、共同で色々開発もはかどると思うんだよ」

			「ああ、それはぜひお願いしたいですね。色々再現したいものもありますし」

			「だろ。俺も色々やってはいるが、元の世界の知識のある奴がいなくて困ってたんだよ」

			「ああ、わかります。言っても伝わらないって悲しいですよね。やっぱり、鳥野さんも色々あったんですね」

			「そうなんだよ……」

			　私は、そこで夫たちの会話を切った。

			「ちょっと待ってくれる？　いえ、もう勇者様の支援はＯＫでしょう。そんなことより『トリノ』ってなに？　ユキのことをそう呼んでたわよね、勇者様？」

			「へ？　いや、鳥野さんは日本人ですよね？」

			「……ああ、ニホンジンデスヨ」

			　ほほう。

			　勇者様と同じ故郷ね。

			「なるほど。貴方は偽名を使っていたのね？　つまり、異世界人でいいのかしら？」

			「色々訳があるんだ!!」

			「ええ、わかってますとも。そんなことで貴方を嫌いになんてならないわ」

			　後ろで他の妻たちも頷いている。

			「でもね。それでも、いや、だからこそ怒りたくなることってあるのよ」

			「すまん」

			「ええ、貴方はそうやって素直に反省してくれる。本当に反省しているとわかるわ。でも、こればっかりは、しっかり説明を聞いたあとで……」

			「あとで？」

			　他の妻たちに目配せをすると全員が頷く。

			「絞しぼってあげましょう。こってり一滴も残さず。それぐらいのわがままはいいわよね。嘘ついてたんだし、また２週間ばかりお休みして、１日中ね」

			「そうですねー。それぐらいしたら許せるかもしれませんね」

			「僕も、それなら納得」

			「わ、私もそれがいいです!!」

			「当然かと」

			「そろそろ真剣に首輪をつけることを考えるべきですか？」

			「く、首輪!?　ユキさんに!?」
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			　そんな調子で、妻たちが今後のことで盛り上がってる。

			　色々忙しかったし、色ごとも必要よね。

			　夫も観念したのか頭をがっくり下げている。

			　うふふ、心配しなくても寝かせないから。

			　いや、寝てても絞しぼりとるから。

			　便利よね、リリーシュ様の加護って。後でお礼に行きましょう。

			「えーと、鳥野さん？　ひと言いいですか」

			　状況を察したのか、勇者様がユキに声をかける。

			「……なんだよ」

			「爆発しろ。むしろ爆発して四散してしまえ!!　俺がどれだけ苦労してると思ってんだ!!」

			　勇者様が騒ぎだしたところで、今の話を聞いて喜んで飛び出してきた小さい影が夫に飛びつく。

			「お兄ちゃん、大丈夫、私たちは優しくしてあげます!!」

			「兄様は寝てて大丈夫なのです!!」

			「ふふふ、夜が楽しみだわ」

			　よし、あの３人が乗り気なら夫も断れないでしょう。

			　夫がばつが悪そうに微ほほ笑えんでいると、またしても勇者様の顔が歪ゆがむ。

			「さ、最低だ!!　お巡りさーん!!　こっちです!!　ロリコンがー!!　ロリコンが、真正のロリコンが!!」

			「それだけはやめてくれー!!　無実です、お巡りさん!!　仕方なかったんです!!」

			　なんだろう？

			　夫が必死に叫んで否定しようとしているけど、めったに見られるものじゃないから、しばらくほっときましょう。

			　さーて、今日はお風呂でかな？

			　お布団でかな？

		

	
		
			第１０９掘　お祭りと住人たち　その１

			　

			　ｓｉｄｅ　ミリー

			　いやっほー!!

			　久々の私ｓｉｄｅですよ!!

			　セラリアやラッツやエリスがメインの内政担当だから、私は影が薄いかなーと思ってましたが、ユキさんのお願いで冒険者区とダンジョン区の管理を任されていて、広さだけで言えば最大の管理地区を持っているんです。

			　しかも、ウィードが独立したことで、冒険者が本日より多く入ってきてます。

			　これからが私の時代ということです。

			　そして、他の奥さんたちには悪いですが、私がメインでお話が進むのです！

			「さて、昨日は色々あったけど、今日も引き続きお祭りだ。みんな、よろしく頼む」

			「「「はい」」」

			　ユキさんの言葉に皆が返事をします。

			　ちなみに、ユキさんと同郷の勇者様は、クソ姫を連れて帰りました。

			　予定通り準備を進めるみたいですが、軍事行動を起こすのには凄すごい準備がかかりますから、最低でも１か月は後でしょう。

			　しかし、ここまでウィードを侮ぶ辱じよくしておきながら、帰るときはガルツに繋がっているゲートを通って帰るって、どういうことでしょうね。

			　舐めてますよね？

			　うん、クソ姫はちゃんと酷ひどい目に遭わせよう。

			「さーて、冒険者ギルドの様子を見に行きますか」

			　昨日は王様たちへの対応があって、一時庁舎に集まっていましたが、それ以外は普通に仕事をこなしていました。

			　一応、私たちにも自由時間はありますが、皆、各代表や持ち場があるのでほとんど何かあったときのために待機をしているのが大半です。

			　特に、私が担当している新しく開放した冒険者区やダンジョン区は荒くれ者が多いので、非常に問題が多いんです。

			　昨日だけでケンカが８件。

			　商店への脅おどしが４件。

			　ギルドでの騒ぎが15件。

			　しかし、しょっ引かれたのはなんとなし。

			　ありがたいことに、先にダンジョンの評定に来ていた冒険者たちが治安維い持じに積極的に参加してくれています。特に、トーリとリエルの知り合いのオーヴィクさんたちは、ウィードを気に入ってくれたようで、とても協力的です。

			　しっかり評価をしてあげようと思います。

			「待ってくれ、ミリー。今日はミリーと一緒にいていいか？」

			「ええっ!?　それは構いませんよ。でも、でも……仕事場では、あまり相手はできませんよ？　でも、それでもしたいって言うなら……」

			　やだ、ユキさんってば、仕事場で一緒にいたしたいなんて。

			　嬉しいけど、仕事が、いえ、執務室に籠こもれば……。

			「いやいや、落ち着け。そっちは、祭りが終わってからしっかりすることになっただろう」

			「……えー」

			「不満そうだな」

			「お仕事でついてきてもらっても嬉しくないです。そうですね、ベタベタして欲しいです」

			「……わかった」

			　ユキさんが、がっくりと頭を落とします。

			　ふふふ……。昨日の件で、ユキさんは色々と私たちに頭が上がらないんです。

			　おかげで、お風呂は毎日一緒になりましたし――全員一緒ですが――ハグは当然として、毎朝おはようのキスをしてくれるように通しました。

			　うん、アレはいいモノでした。

			　全員、朝からツヤツヤです。

			　ユキさんは変に奥手なんで、ああいうのは新鮮でいいですね。

			「と、そういえば王様たちへの対応はいいんですか？」

			　私が疑問に思って聞くと、セラリア、シェーラ、ルルアが自信を持って答える。

			「いいのよ。それは私たちが受け持つわ」

			「はい、ガルツの方は任せてください」

			「アルシュテール様は私が受け持ちます。それより、しっかり旦那様を見張ってください。何かあったら無茶するのが昨日で証明されましたし」

			　なるほど、適材適所だ。

			「うん、任せて。こうやって腕を掴んでいれば、大丈夫ですよ」

			　そうやってユキさんの腕を抱き込む。

			　逃がしませんよ。

			「兄様!!　私たちもついていきます!!」

			「お兄ちゃんと一緒にいます。守るんです!!」

			「そうね。護ご衛えいは多い方がいいわよね」

			　ちびっ子たちもついてくるようです。

			　この子たちは、基本、お仕事がないからお祭りの日は遊びまわっていてもいいのに。

			　でも、同じ人を夫にしてますし、その気持ちはありがたいです。

			「ではでは、反対側を拘こう束そくしてください」

			「ミリーお姉ちゃん、わかりました!!」

			「ミリー姉様、了解です!!」

			「じゃ、私はいつものね」

			　３人がユキさんの腕と頭部にぶら下がる。

			　いつ見ても恋人というより、子供よね。

			　こんなふうに、ユキさんと私の子供を連れて歩く日がくるのね。

			　楽しみでたまらない……あ、鼻血出そう。

			　ということで、この５人で冒険者区にやってきました。

			「うわー、たくさん人がいますねー」

			「兄様、ミリー姉様、あっちの武具店覗いてみたいです!!」

			「離れちゃダメよ、２人とも」

			　フィーリアは鍛か冶じ屋の血が騒ぐのか、そういうことに興味があるのね。

			「ダメだぞ。今日はお仕事だ。まあ、個人的に見に行くなら止めないけど、迷子になるなよ？」

			「うー、お兄ちゃんと一緒がいいです!!」

			「我慢します」

			「元から私は行くつもりはないわ」

			　フィーリアたちに言い聞かせてるユキさん。

			　そして、隣で腕を組む私。

			　ああ、理想の子だくさん夫婦ですよねー。

			　そんなふうに和んだ光景を見つつ、冒険者ギルドに着きます。

			　スーパーとかと同じで裏口はあるけれど、別に、職員は裏口から入るという規則はありません。

			　だから、普通に表から入ったんですが……。

			「はいはい、受付はこちらです!!」

			「ダンジョンへの直通ゲートを使いたい方は、いったんダンジョン区へ行って探してください。そこに、わかりやすい証拠の品があります。それで使用が可能となります!!」

			　職員が忙しそうにしています。

			　昨日から一般冒険者が来るようになったので、混雑しているようです。

			　昨日も忙しかったしね。

			　私が受付する羽目になったんだから。

			「おっ、ミリーちゃんじゃねーか。受付してくれよ」

			「本当だ!!　こっちこっち!!」

			　そういうわけで、ちょうど、ユキさんがギルドマスターのロックさんと話しているときに、バカが声をかけて来ました。

			「ほれ、昨日言っただろう？　ここの女はレベルが高いって」

			「ほんとだな。なあなあ、これから食事でもどう？」

			　死ね。

			　おととい来やがれ。

			「おい、そこのお前」

			「ん？」

			「なに子供を連れて来てんだ？　ここは孤児院じゃねーぞ。舐めてるのか」

			　バカの１人が、ロックさんと話を終えてギルドの中を見ていたユキさんに声をかけた。

			「いや、舐めるもなにも。ここは子供でも利用できるようにしてるって説明はあっただろ？」

			「知るかよ。そんなもん、すぐにやめさせる。冒険者は命がけなんだ。ガキなんかに来られても邪魔なだけだ。なあ？」

			「おう、さっさとそのガキを連れて帰って大人しくしてろ。ひょろい兄ちゃん」

			「「「そうだそうだ!!」」」

			　バカどもが合唱する。

			　ロックさんは顔に手を当てている。

			　キナも他の同僚も、あーあーって顔をしている。

			　大丈夫よ、私はこの程度のことで怒ったりしないわ。

			「おい!!　いったい何の騒ぎだ!!」

			「おお、オーヴィクさんじゃねーか。見てくれよ、この兄ちゃん。子連れでここに来たから、あっち行けって言ってるところなんだよ」

			「子供？　って、おい、お前らやめろ!!　この人たちは……」

			「ったく、同じ男として情けないぜ。ここまで言われてかかってこない根性なしかよ、この兄ちゃん」

			　ごめん、オーヴィクさん。

			　無理だわ。

			　ドゴンッ

			「は？」

			　そんな声が響く。

			「人の夫を侮ぶ辱じよくしたんだから、相応の覚悟はあるわね？」

			「ミリー……ちゃん？」

			　私の足元には、先ほどユキさんを侮辱したバカが１人、床にキスをしている。

			　いや、させたんだけど。

			「いい？　ダンジョン内は安全すぎるから、魔物の恐ろしさを教えるために、わざと子供でも利用できるようにしてるの。あんたたちがギャーギャー言ったからって、変更するわけにはいかないし、そうするつもりもない。というか、その説明を聞いてるはずだから、そんな行動をとった以上、ダンジョンの使用を停止できるけどいいかしら？　それぐらい簡単にしてあげるけど？」

			「な、なんでミリーちゃんが、そんなこと言ってるんだ!?　ただの受付だろ？」

			　私からのプレッシャーを感じて、騒いでいた一団が１歩下がる。

			「まて、ミリー代表、祭りの期間だ。少し浮ついてるんだろう。それぐらいにしてやってくれ。これで出入り禁止になってもつまらん」

			「おい、ギルドマスターが代表って言ったぞ？」

			「確か、代表ってこのダンジョンの最高権力者じゃなかったっけ？」

			　そんな話がひそひそ交わされ始める。

			　ロックさんも、それを聞いて……。

			「その通り。ミリーは、このダンジョンの代表だ。しかも、冒険者区とダンジョン区の代表だから、ここの地区の権限をすべて持っている」

			　ゴクリ。

			　誰かが喉を鳴らす。

			「さらに、そちらの男性だが、こちらがここの領主……いや女王陛下になられたセラリア様の旦那のユキ様。周りの子たちは、それぞれが代表の庇ひ護ご下にある子たちだ。そして、ユキ様の頭にしがみ付いてるのが、総合ダンジョン代表のラビリス様だ。全体の全権を持っている」

			「へっ、こんな子供に全権を持たせてるなんて、どうにかしてるぜ」

			　誰かがそうつぶやいた。

			「あら、失礼ね。相応の実力があってのことよ」

			　気が付いたら、ラビリスはつぶやいたと思われる男の目の前にいた。

			「ミリーと同じだけれど、私もユキをバカにされて黙ってる女じゃないの」

			　そう言ってラビリスがニッコリ笑った次の瞬間、男は天井に刺さっていた。

			「「「……」」」

			　冒険者ギルド全体が沈ちん黙もくに覆おおわれる。

			　誰もが、私とラビリスを見ている。

			「「さあ、ちゃんとルールを守ってお仕事してくださいね？」」

			　揃ってそう言うと、全員が首を縦に振る。

			　この日よりウィードで、ある噂が流れることになった。

			『命が惜しければ、代表の旦那をバカにするな』

		

	
		
			第１１０掘　お祭りと住人たち　その２

			　

			　ｓｉｄｅ　ラッツ

			「いらっしゃいませー。レジはこちらになります。利用方法はそちらの店員にお聞きいただくか、パンフレットの中にスーパーのご利用方法が載っております」

			「はい、こちらの商品の使い方は……」

			「購入していない商品は開封しないように……」

			　そんな慌ただしさのなか、私は警備部隊と一緒にあることをしています。

			「な、なんで……。体が……」

			「それは、パンフレットの通り支払いの済んでいない商品を持ち出すとそうなります」

			「ですね。窃盗罪ですね。トーリ、後は任せていいですか？」

			「はい、ラッツもお店頑張ってね」

			「ええ、トーリも忙しいでしょうが頑張ってください」

			　トーリとそんなやり取りをして、トーリの部下がバカ者を引っ張っていく。

			　祭りの日。

			　一般客の受け入れを始めた結果がこれだ。

			　昨日、ウィードが建国され、一般客の受け入れを開始したため忙しすぎる。

			　唯一の救いは、住民区の客はほぼ住民だけなので、とりあえず問題は起きていない。

			　問題は、冒険者区と商業区に置いてある商店です。

			　商業区は冒険者区と同じ階層にあるのですが、非常にバカが多い。

			　しっかり説明を施ほどこしパンフも渡したのですが、それじゃどうにもならないですね。

			　一応、冒険者ギルドに依頼をし、治安維い持じのための人員を雇うという形をとっています。

			　前からウィードにいた冒険者のほとんどは、この依頼を受けてくれて、商業区、冒険者区の警備をしてくれています。

			　今回は初めてのお祭り。ウィード全体のイベントで、有力者にも来ていただいているので、コール回線はひらきっぱなしで、指定しない限り全員に話す内容が聞こえるようにしています。

			　担当が動けなくても、他がフォローできるように。

			「ちっ、なんで私が槍やりなんて持ってるんでしょうね」

			　私は、代表として商店を守る義務があります。

			　ですが、腕っぷしで守るという意思の表れである武器を携帯するのは、ウィードでは忌避されます。

			　そもそも、武器の携帯自体を基本認めていませんからね。

			　ですが、今回、初めて受け入れた大量の一般人、冒険者たちから武器を取り上げるわけにはいきません。そこで、持ち込んだ武器にはパラライズの札をつけ、こちらの指定した袋に入れて持ち歩くようにしてもらっています。

			　それでも、ケンカや脅おどしで武器を取り出した結果、パラライズが発動して這はいつくばるアホが、この２日で25件。

			　商店での窃盗は72件。

			　出店でのトラブル54件。

			　貴族関係トラブル５件。

			　この内容は……まあ、トーリたち警察の報告を見た方がいいでしょう。

			　とまあ、件数から言っても、私が代表を務める商店関連のトラブルは多いんです。

			　なので、私も個人権限というこということで、槍やりの所持を認められています。

			　いや、拳で十分にどうにでもできますが、私たちの実力は隠しておくべきだと話がまとまっていますので、槍を背負っているわけです。

			『商業区のスーパーラッツ４号店で、窃盗事件発生。ラッツ、よければ来てー』

			　またですか。今、事務所に戻ったばかりなのに……。

			　しかも、トーリと入れ違いにリエルが来たみたいですね。

			「はい、今行きます」

			　返事をしながら、槍を手に取って事務所を出ます。

			「代表、私だけが行ってもいいんですが……」

			「私がいるなら私も出るべきです。他にもトラブルがあるなら、カーリーに任せるところですが、そういうわけでもないので、私が出向かないと代表としての立場が怪しまれます」

			「そう……ですね。すいません。昨日から……いえ、このお祭りの前から準備や何やらで代表、働き詰めだし……」

			　この私に同行している人族の住民はカーリーと言うのですが、ロシュールからの移住者、つまり最初の３００人のうちの１人なのです。

			　この子も、私と年齢がそんなに変わりません。

			　仕事をしながら雑談をしたりできる友人でもあります。

			　私と同じく以前は奴ど隷れいでもあったことから色々共感もできますし、一緒に商店を頑張って支えています。

			　だからこそ、働き詰めの私を心配しているのでしょう。

			「いえ、気持ちは嬉しいですが、今が頑張り時ですよ」

			「はい。でも、本当に無理はダメですよ。ご結婚して、まだ２か月そこらですよね？」

			「ははっ、結婚と言っても正式に書類を庁舎に出したわけではないですがね」

			　そう、このウィードの法律に則るなら、まだお兄さんと私は夫婦ではない。

			　色々忙しいですからね。

			　ルナさんのおかげで夜は満足できるようになりましたが、ただ書類をポンと出して結婚しました……とはいかないのです。

			　一応、私も他の皆も代表を務めていますので、結婚式を大々的にあげて、住人の皆に宣伝する必要があるのです。

			「でも、ユキさんはそんなことは気にしませんよ。あの人は、ラッツさんや他の皆を大事にしています。お腹は大事にしてください。もうユキさんとの子供が宿っていてもおかしくないんですよ？　もしものことがあれば、皆悲しみます」

			「……そうですね。お腹は何としても守りますよ」

			　自分のお腹を撫でてみます。

			　特に膨らんでもいないので、どうなっているかはわかりません。

			　彼の子供がいるなら全力で守ります。

			　といっても、指定保護がある限り、このウィード内ならほぼ危険はないのですが。

			「あの時のラッツ代表の嬉しそうな笑顔、忘れません。普段はしっかり仕事をこなしているのに、あの日はもう凄すごかったんですから」

			「それは、もう言わない約束ですよ」

			　そう、お兄さんと初めていたした日、次の日仕事があったので普通にしていたつもりなんですが、しっかり舞い上がってたみたいで、全員から「いいことあったんですね。おめでとう」と、言われてしまった。

			　というか、お兄さんとラブラブしてたのが、完全にばれてました。

			「仕事終わりの飲み会とかで、いつもユキさんとのことは聞かされていましたからね。正直、あのときはラッツ代表が帰った後、皆でおめでとう会を開いたぐらいですよ」

			「うわ、マジですか!?」

			「マジです。いつもラッツ代表、飲み会ではどうやったらユキさんを籠ろう絡らくできるか相談してたじゃないですか。真剣に。いつも聞いてる私たちにとっては、ラッツ代表の幸せはこの上ないことですからね」

			「それは、なんというか……ありがとうございます」

			「ええ、ですから体に不調が出たりしたら、すぐ言ってください。ユキさんに申し訳ないですし、私たちも悲しいです」

			「わかりました。しっかり頼らせてもらいます」

			「ええ、頼ってください」

			　そんな話をしながら、店舗の前に出ます。

			「あー、やっと来た。僕も忙しいんだからね」

			「すいません。で、犯人は？」

			「こっちこっち」

			　リエルの後を追うと、路地の辺りにお巡りさんが数人立っています。

			「どう？」

			「はい、身柄は拘こう束そくしてますが、色々と……」

			　リエルの部下が現状を伝えようとすると……。

			「離せっ!!　私が○○国の公爵と知っての狼藉か!!」

			「こんな感じで、自分はやってないの一点張りでして」

			「うへぇ、なんで貴族が１人でこんな一般客向けの所にいるんだよ。しかも、窃盗って」

			　リエルは関係各所に連絡を取りながら、こちらに視線を向けてきます。

			　私たちからの証言が必要なのでしょう。

			「で、いったいどういう状況で？」

			「あ、店長に代表」

			　店員の１人も証人として呼ばれていて、私たちに説明してくれます。

			「はい、それが……」

			　店員の話を簡かん潔けつに言えば、こうです。

			　他の窃盗の奴らと同じように、店舗外５ｍを超えたところでパラライズ発動。

			　倒れたのを警備で雇っている冒険者が発見し、拘束。

			　リエルたちを呼んで引き渡し、そして私たちと合流。

			「あの店の店員が解除し忘れたんだ!!　俺は悪くない!!」

			　当のアホは、パラライズになったのはレジの通し忘れのせいだという。

			　しかし、そんなバカなことを言うのはお見通しです。

			「そうですか、ならレシートを見せていただけますか？」

			「は？　れしーと？」

			「はい、購入記録が記載された紙です。買い物をしたなら受け取っているはずです」

			「そうですね。それを持っておくのが大事とパンフレットにも記載されてましたよね？」

			　そう、レシートを渡して、不備があってもすぐわかるようにしているのだ。

			　ここの住人で、すぐさまレシートを捨てるバカはいない。

			　さらに、まだまだこのアホを責める理由もある。

			「知らん!!　そんなの渡されていない!!」

			「そうですか、じゃあ、買ったのは何時ですか？」

			「は？」

			「レシートには、このように買った時刻が記載されているので、貴方が買ったかどうかすぐ確認できますよ。見たところ、バカみたいに商品を抱えているようですし。すぐわかるでしょう。買っているなら。おっと、そう言えば袋はどうしましたか？」

			「袋？」

			「ほら、見てください。買い物客は、皆同じ袋を持っていますよね。私たちの店舗で購入しましたってわかるようにしてるんですよ。レジで会計すれば渡されます」

			　私の言いたいことがわかったのか、顔を青くする窃盗犯。

			「貴方みたいに、品物を抱えている人はいないんですよ」

			　さて、いい加減問答もめんどくさいですね。

			「ま、貴方が否定するのは結構です。ですが、これは貴方の付き添い、および他国の使者の前で説明をする必要があります。なぜ、拘こう束そくをして逮捕したのかを。事情を説明したとき、全員の意見はどうなるでしょうね？」

			「そ、それは」

			　確実に、状況からして貴方が犯人だと思われるでしょうね。

			　他国の祭りでの狼藉とは、色々とまずいのではないでしょうか。

			　他国の工作……なんてのも可能性がないわけでもないですが、窃盗ですからね。

			　それぐらい唆さとされず、どうにか理解してください。

			「さて、これ以上暴れても無駄なので。大人しくしてくれれば、温情措置があるかもしれませんね？」

			「……」

			「はい、じゃ、お願いします。リエル、後は任せましたよ」

			「はいはい、僕に任せといて」

			　そう言ってリエルが引っ張っていく。

			　残念でした。

			　すでにリエルが関係各所に連絡取ってますから、手遅れです。

			　せいぜい反省してください。

			「さて、戻りますか」

			「そうですね」

			　カーリーとそう言葉を交わして、店へ戻っていく途中。

			「お、ラッツ」

			「ラッツお姉ちゃん!!」

			「ラッツ姉様!!」

			「あら、外でどうしたのかしら、ラッツ？」

			「ラッツ、ご飯買いにきたわよー」

			　お兄さんとちびっこ、そしてミリーがこっちに歩いてきてました。

			　なんでわざわざ、お祭りの日にスーパーに来ますかね。

			「ではでは、ラッツ代表。お店は私１人で問題ありませんので、どうぞ楽しんでください」

			「あ、カーリー」

			　そう言い残して、カーリーはさっさと店に入っていく。

			　あらら、変な気を使わせましたね。

			　でも、ありがたいので有効活用させてもらいましょうか。

			「そうですね。一緒にご飯と行きましょうか。でも、スーパー以外で」

			　笑顔で答えて、お兄さんたちに駆け寄ります。

			　うん、やっぱりこの人の周りが一番心地いいです。

		

	
		
			第１１１掘　お祭りと住人たち　その３

			　

			　ｓｉｄｅ　デリーユ

			「お、デリーユちゃんじゃねーか、見回りかい？」

			「デリーユちゃん、昨日はありがとうね」

			「デリーユ姉ちゃん、あっちに面白い出店あるぜ!!」

			　そんなふうに声をかけられて笑顔で返事をしては、また声をかけられる。

			　祭りの日ということで普段よりも声をかけられる回数は多いが、特別に嫌とも感じない。

			　むしろ、街の人たちの活気を感じて嬉しい限りだ。

			　今はようやく夫が目指し、妾わらわたちが手伝った街が完成し、国として認められた。

			　それを祝う街の声。

			　こう、言葉では言い表せない気持ちが湧わき上がってくる。

			「嬉しそうですね、姉上」

			「……ヒック、エグ。姫様のそのようなお顔を見られて、アンナはうれしゅうございます」

			「ほらほら、アンナさん、落ち着いて」

			　横には弟のライエと、姉妹のように育ったアンナ。

			　あとは……おまけで弟の側室のリーリ。

			　まあ、リーリのことは嫌いではない。

			　が、何かこうイライラする

			「それは当然じゃよ。妾も、この街を作るのに尽力したからのう。思いもひとしおじゃ。ま、妾だけでなく皆の力あってこそだがな」

			　出店が多く出ている商業区の中央広場で、目線を上げてぐるっと見回す。

			　笑顔であふれている。

			　今日という日を皆で祝っている。

			「こんなのは、姫であったときもなかったわ。父上や母上は、これを妾たちに託そうとしていたのだな」

			「ええ。これを僕たちに守れと、慈いつくしめと、育はぐくめと、小さいときからいつも仰っていました」

			「陛下も王妃様もよく慕われ、貴族として、王として、民を守ることが務めといつも言っておりました」

			　アンナが周りを眩しそうに眺めながらつぶやく。

			「今さらと言うべきか、それともやっと手た向むけができたと言うべきか」

			「そうですね。なんと言うべきでしょうね」

			　弟と一緒に少し微妙な感じになる。

			　父上や母上は、自分たちが言ってたことを２００年後にようやく理解したなどと、喜んでくれるだろうか？

			　それともあきれ果てているのだろうか？

			「ふむ、でも、ライエはダメじゃのう」

			「なんでですか？」

			「ここの手助けは、ほんのちょっとだけじゃからのう」

			「うっ、それはそうですが……」

			　弟と再会した後は、ユキやセラリアたちと話をしつつ、弟をこちらに迎え入れて案内や説明をしたりした。

			　結局のところ、弟は妾わらわたちに協力を申し出て、立場上同盟関係にある別のダンジョンのマスターということになった。

			　しかし、その実、配下みたいなもんじゃのう。

			　どうもこの弟、ユキみたいに革新派ではなく、ダンジョンに引きこもって防衛に徹していたらしい。

			　まあ、仕方ないと言えば仕方ないか。

			　ユキみたいに神から乞こわれて、大陸を救えと言われたわけでもなし。

			　ああ、ついでに言えば弟に力を与えたのは、あの駄女神のルナじゃった。

			　ユキを連れてくる前に色々現地の人々にダンジョンを任せるなど試行錯誤したが、全然芽が出なくて仕方なくユキを呼ぶ羽目になったそうな。

			　まったく嘆かわしい。

			　いや、ユキと会えたから感謝するべきか？

			　しかし、家族と引き離してまで……。

			　いつか、この話はユキとせねばなるまい。

			　他の嫁たちとも、そう話している。

			「おお!!　なんと見み目め麗うるわしき女性か!!」

			　ん？

			　なんか変な声が聞こえるのう。

			　と思ったら、目の前に貴族の男が現れた。

			「どうか、私の側室にならないか？　不自由もさせないと誓おう」

			　そう言って花をこちらに向けてくる。

			　……まったく仕方がないのう。

			　一般開放が始まってから、まだ２日。

			　いくら説明しても、貴族どもは力と富を見せれば平民を従えられると思っている奴ばかりじゃ。

			　他の国ならともかく、ここではそんなバカなことは許されない。

			　そもそも、ここより不自由をさせない生活なぞあるわけないのに、どこの口がほざくのか。

			　あと、妾わらわは結婚しておる。

			　しかも代表の人妻に手を出そうとは……。

			　そう思っていると、貴族のバカが突き出した花が妾を通過し、後方のアンナとリーリに向かう。

			「へ？」

			　妾は固まってしまった。

			　いや、えと、妾はそれなりに可愛かわいく、美女であることを自負しておるのだが……。

			「大丈夫です。そこの弟君の生活も私が保障しよう。なにも心配することはない!!」

			「えーと、アンナさん」

			「リーリ、こういうときは、しっかりお断りすることが必要なのです」

			　アンナはそう言うと、一歩前に出て貴族に返答する。

			「失礼ながら、このお方は貴方方と同じで今回はお忍びです。今の発言は聞かなかったことにいたします。其方そちらのお気持ちはわかりましたが、お引き取りください」

			「おお、これは申し訳ないことをした。なるほど、どうりでこのような華を守りとして置いているわけだ。従者殿、其方の気遣い痛み入る。この借りはいずれお返しいたします」

			　その貴族はアンナの言葉で察し、そのまま街の雑踏へ消えていった。

			「いいですか、貴族としては良きモノを見つけたとき声をかけねば失礼に値する。そういう習慣もあるのです。先ほどのお方は、まさに貴族と言うべき御仁だったのでしょう。社交辞令ということでしょう。リーリには少し慣れないかもしれませんが、これからこのウィードではこのような貴族然とした貴族も来られます。しっかりと見極め、対応を取るように」

			「あ、うん。わかったよ。でも……ちょっと、今は、そこは問題じゃないと思うんだけど……」

			　つまりじゃ、あの貴族にとって妾わらわは対象外ということじゃったのじゃ。

			　後日、個人的に調べてわかったが、くだんの男は評判の良い貴族で、ちょうど妾と同じぐらいの娘がいるとのこと。

			　そりゃ、そういう目で見れないのは理解できる。

			「いいのじゃ、いいのじゃ。妾は所しよ詮せん、子供じゃよ」

			「あ、姉上。僕だって、先ほど弟扱いでしたし!!」

			「そ、その通りでございます。姫様は決して万人のための華などでなく、一輪の華でございます!!」

			「ほら、デリーユ様にはユキさんがいるじゃない!!」

			　リーリの言葉で、とっさに辺りを見まわした。

			「そうじゃ!!　妾わらわにはちゃんと愛おしい人がおる!!　他に無視されても平気だもんね!!」

			　ユキに会いたい、きっと慰なぐさめてくれる。

			　と思っていると、すぐにその気持ちに応じてユキの魔力が近づく。

			「デリーユ、どうした？　何かあったのか？」

			「デリーユお姉ちゃ――ん!!」

			「やほ――です!!」

			　おお、子供２人も妾の下に走ってくる。

			　２人を抱えて、そのままユキにとびこむ。

			「「きゃー、くるしいです!!」」

			「おっとっと、どうした？」

			　ユキは、そのまま妾を抱えて優しく聞いてくる。

			「聞いてくれ!!　ひどいのじゃ!!」

			　そうやって、妾もユキたちとご飯を一緒にすることになった。

			「で、ご飯は、どこに決まったのかのう？」

			「最初はスーパーだったんですが」

			「いやー、この祭りにスーパーの飯はないじゃろう」

			「ですよね。ミリーはこういう機会なんですから、いい所にいってみません？」

			「でも、ユキさんが作るご飯以上ってなかなかないわよ？」

			「問題はそこよね」

			「……なら、私に任せてくれる？」

			　結果、ラビリスおすすめの店へ、皆でワイワイ向かうことになった。

		

	
		
			落とし穴16掘　おすすめの店

			　

			　ｓｉｄｅ　ラビリス

			「のう、どこに行くのじゃ？」

			　デリーユはお腹が空いているようで、言葉に焦あせりがみえる。

			　というか、さっきユキに飛びついてたけど何かあったのかしら？

			　弟のライエさんやアンナさん、リーリも苦笑いしてデリーユを見ている。

			　これは、きっと面白いことがあったのね。

			　あとで聞かなくちゃ。この前、お漏もらしさせられた時の復讐をしてあげる。

			「もうすぐよ」

			　結局、いつものメンバーの半数が偶然揃ってしまったところで、他のメンバーが仲間はずれなのはどうかという意見が出て、皆が集まることになった。

			「ミリーは、お仕事ではなかったのですか？」

			「エリス、聞いてよ、皆が優しいんだよ。実は……」

			「それはそれは、うらやましい限りで。私なんか部下に仕事押し付けて来たのに」

			「あれ？　なにか機嫌悪くない？」

			「いいえ、少しムカついただけですよ。そんなにユキさんと朝からべったりでうらやましいとかなんとか」

			「それを、機嫌が悪いっていうんじゃ!?」

			　ミリーについてはエリスと同様、少しムカつくわね。

			　でも、私たちもユキと朝から一緒だから何とも言えないわ。

			「あれ、ここら辺って商業区の端だよ？　ここって何かあったっけ、トーリ？」

			「うーん、地図では普通に商業区で商売している人の賃貸住宅があるぐらいだけど。普通は住民区の家に帰るんだろうけど、時間が遅いと転移ワープは使えないからね」

			「だよね。ここの住宅って、お店の申請あったっけ？」

			　そうやって、警備で地理に詳しい２人が首を傾げている。

			　あらあら、トーリやリエルは知らなかったのね。

			　ふふふ、これは楽しみだわ。

			「しかし、今思ったのですが、階層転移は時間制限がありますが、万が一怪け我が人などが出たときはどうするんですか？」

			　ルルアがそう言って、トーリとリエルに質問する。

			　うん、聖女として、病院を運営する者として気になるところよね。

			「それは大丈夫だよ。緊急用の転移ワープがあって、すぐに病院に転移できるから。あそこには警備魔物兵もいるから、その場の回復魔術兵でも対応できるし」

			「緊急用の転移は、まだ使われたことありませんからね。ルルアは忘れてるんじゃないですか？」

			「ああ、そういえばそういうのありましたね。使ってないんで忘れてました。怪け我が人がいないのは幸いですが」

			　そういえば、ユキは緊急用とか言って、病院に直接転移できるワープを作っていたわね。

			　でも、ここ半年は大怪我を負うような事故もなく、落ち着いた状態だ。

			　鍛か冶じ仕事でよく怪我人が出るが、鍛冶場には専属の治療員がいる。

			「ふむふむ、ラビリスはここを知ってるんですね」

			「ラッツも知ってたのね」

			「それは、商業区は私の庭ですから。どこに何があるかなんて把は握あくしきってますよ」

			「私はユキから聞いたの」

			「なるほど、それは知ってて当然ですね」

			　ユキも当然、行き先はわかっている。

			　だって、そのお店の大将はユキなんだから。

			　お祭りで出回っている、たこ焼き、たい焼き、焼きそば、わたあめ、ラーメン……などなどの数多あまたの食道楽の発信場所。

			　知る人ぞ知る名店。

			「ここよ」

			　私がユキの頭をクイっとやって後ろを向く。

			　ユキの操作は御手のものよ。

			「ここですか？」

			「えーと、少し大きい一軒家ですよね？」

			　そう、見た目は少し大きい一軒家。

			　知らない人が見れば通り過ぎるだろう、ただの家。

			「お、ユキの大将。ラッツ代表にラビリス様じゃねーか」

			　不意に扉が開いて、暖簾のれんを持ったオジサンが出てくる。

			「よう、今日は祭りなんで、飯を食いに来たぜ」

			「へぇ、ってよく見れば、ほとんど代表ばかりじゃねーですか!?」

			「心配するな。知っての通り一般の出がほとんどだ。嫁さんの数人がお姫様なだけでな」

			「いや、嫁さんが複数いるだけでもあれですが、その中の数人がお姫様とかね。大将ぐらいしかいないですよ」

			　うん、それは同意だわ。

			　ユキ以外に、そうそういるとは思えない。

			「セラリア、ルルア、シェーラはこの店で問題ないか？」

			「全然」

			「私も構いませんよ」

			「ユキさんのおすすめですから、楽しみです」

			「だとよ」

			「まあ、大将がそう言うなら。ようこそ、実験堂へ」

			　そう言って、オジサンが暖簾のれんをかけた。

			「実験堂？」

			　セラリアが不思議そうに首を傾げている。

			「まあ、入ればわかるから」

			　そう言ってユキはセラリアの手を引いて中に入っていく。

			　それで周りの皆も入っていく。

			「へい、いらっしゃい。奥の部屋があいてますぜ」

			「おう、借りるぜ」

			　旅館と同じような宴会場に私たちは通された。

			「メニュー、置いときますぜ」

			「おう、ありがとうな」

			　皆、配られたメニューを開いて驚いた。

			「えっと、豚骨ラーメン？」

			「……稲荷寿司スペシャル？」

			「焼きそば？」

			「たこ焼き？」

			　……と、１人だけ変なものに反応したけど、ここはお祭りで出ている料理の元なの。

			「ここは、俺の料理を実験的に販売しているんだ。一定の使用料を払えば、誰でも使えるようにしている。ま、そこまで高くないから、ここで覚えた料理をお祭りの屋台で出すだけでも、十分黒字になったはずだ」

			「へー、そんなことしてたんだ。知らなかったわ」

			「なるほどね。なんでユキさんのラーメンを出してる屋台があったのか不思議だったけど、ここが元だったんだ」

			　セラリアとミリーが感心している。

			「俺もそれなりに忙しいからな。大好評だった寿司とかはともかく、細こま々ごました料理を伝えるには時間が足りない。だから、ここに店を構えて、店員に料理を覚えてもらってるんだ。レシピだけ渡して、あとは試食して完成させていく感じだ。上手くいけば実験堂のメニューに並んで、新商品の販売になるわけ」

			　そういうこと。

			　ユキはここで料理を教えて、広めてるってわけ。

			　住民の舌に合うかどうかの問題もあるから、実験も兼ねてるの。

			　そういう意味で実験堂という名前なのだ。

			「さすが、ユキさんです。でも、私、こんなに色々あると何を選んでいいかわかりません」

			　シェーラがメニューを見て迷っている。

			「そうですね。申し訳ないのですが、このキルエ、学が少ないため名前を見てもどんな料理かわかりません」

			「そうだな。じゃ、酒飲む人手を上げて」

			「「「はーい」」」

			　過半数以上が手を上げる。

			　まあ、子供は少ないからね。

			「じゃ、祭りといえばアルコールと焼き鳥が定番だよな。すみませーん、注文頼みます」

			　ユキがそう言って、焼き鳥を色々頼んで、アルコールも頼んだ。

			「それと、そうだな。おやっさん、アレどう？　ちょうど子供もいるし」

			「アレですかい？　できてますが。なるほど、お子さんもいるのならちょうどいいかもしれませんね」

			　ユキが、何かをこそこそ注文している。

			「あの、私たちは、お酒はまだ早いのですが？」

			「シェーラちゃん、私たちはお子様じゃないです!!」

			「兄様のお嫁さんなのです!!」

			「アスリン様、フィーリア様、落ち着いてください。お２人が淑しゆく女じよなのは存じています。ですからこそ、お酒を飲むと淑女らしからぬ行動をとることが多いのです。ですから……」

			　キルエがアスリンたちを説得している間に、シェーラにユキが説明をする。

			「だよな。だから、ちょうどいい試作料理があるからそっちを頼んでみた。まあ、口に合わなかったら遠慮なく言ってくれ。なにせ試作だからな」

			「はい、でもユキさんが発案した料理なら、まずいわけないと思います」

			「無理はするなよ」

			　そんなふうに雑談をしていると、料理ができていい匂いが漂ってきた。

			「大将、お待たせしました。焼き鳥にビール。それに、オムライスです。ソースは色々な種類をかけているので、感想を聞かせてもらえれば嬉しいです」

			　そういってオジサンは何か、卵で包んだモノが載った皿を差し出した。

			　皿ごとに、色々なソースがかかっているみたい。

			「お兄ちゃん、コレなんです？」

			「兄様、どうやって食べるんですか？」

			「あの、ユキさんオムライスというのですか？」

			　不思議そうに首を傾げている私たちの前に、そのオムライスとやらの皿が置かれる。

			　ユキも同じようにひと皿とって、スプーンをオムライスに運んだ。

			「これはな、ご飯に味をつけて、こんなふうに卵焼きで包んで、上からソースをかけて色々な味を楽しむものなんだ。俺の好物でな。アスリンのは定番のケチャップオムライス。フィーリアのはクリームソースオムライス。シェーラのはレタスオムライス。俺のはビーフシチューオムライスってやつだ。他にそっちのはカレーオムライスとかな」

			「本当だ、ご飯が入ってます!!」

			「おいひいれす!!　兄様!!」

			「本当ですね。美お味いしい」

			　皆喜んでオムライスをぱくついている。

			　さて、私も食べましょうか。

			　どれがいいかしら？

			　そうね、あの赤いソースがかかったのが美味しそうね。

			「美味しいか。それはよかった。俺のも食べてみるか？　ほれ」

			「あむっ。おいしいれす、お兄ちゃん!!」

			「兄様、兄様!!　私も私も!!」

			「あのユキさん、私も!!」

			　あらあら、ひな鳥みたいになっちゃって。

			　私も、あとでしてもらおう。

			　私も試しに、オムライスをすくって食べてみるが……。

			「あ、ちょっと待て、ラビリス、それは!!」

			　時すでに遅く、すでにオムライスは口の中にあって……。

			「っつ～～～!!　辛い!!　辛いわ!?」

			　そのオムライスは辛いモノが好きな人用のために試作したらしく、私の口には合わなかった。

			　その後、私はユキに介かい抱ほうされつつ他のオムライスをひな鳥のように食べさせてもらえたから幸せだったが。ちなみに、あの辛いオムライスはミリーやナールジアには好評で、その後、酒場で出されるようになる。

			「……辛いモノは嫌いよ」

			　初めて自分の好き嫌いを自覚したのであった。

		

	
		
			落とし穴17掘　不正経費？

			　

			　ｓｉｄｅ　エリス

			　お祭りの時の彼とのお話です。

			「ふむふむ、では、ここに警備の人を。はい、魔物ではダメです。人でお願いします」

			　コールでトーリやリエル、警備部と話をつけつつ、手元の書類を確認していきます。

			　現在は、お祭り期間で代表は全員が忙しくしています。

			「え、貴族用の旅館で問題？　そちらはナールジアさんが対応を……鍛か冶じの方の見学案内に出ているのでいない？　他の人員で対応はできない？　代表を呼べと？」

			　まったく。お祭りも４日目。これがあと３日も続く。

			　大きな問題は起きてはいないとはいえ、小さな問題は山ほど。

			　書類をテーブルに置いて、横で対応をしているラッツに目をやります。

			「はい？　また窃盗？　４号店ですか？　なるほど、じゃ、問題はなさそうですね。ん、別の方で問題ですか。アイスの在庫が切れそう？　種類は？　書類を纏まとめておいてください。３号店、２号店のを持っていきましょう。こちらから話を通しておきますんで、２時間で来ないなら直接連絡をとばして……」

			　私よりも色々忙しそうです。

			　仕方がないので声をかけるのをあきらめて、テーブルをペンでコンコンと叩きます。

			　その音で、ラッツの視線がこちらに向きました。

			『貴族用旅館でトラブル。代表呼び出しで、私が行ってくる』

			　そう、コピー用紙に書いたものを見せます。

			　ラッツもそれを見て頷き、親指と人差し指で丸を作りました。

			　それを確認した私は、執務室を出ていきます。

			「あの、エリス代表」

			「どうしたの？」

			　廊下を歩いていると、会計部署の部下が話しかけてきます。

			　私と同じエルフ種族で、リテアの難民移動で来た１人です。

			　彼女はエルフの里を出て冒険者をやっていましたが、怪け我がをして稼ぎがなくなり戻るにも戻れなくなって、そのままリテアで難民として暮らしていたそう。

			　よく奴ど隷れいに落とされなかったわねと聞いたら、なんと種族同士で難民が固まって自己防衛をしていたらしい。

			　そういった話は他にも多くて、１万人の移住者の中には思いのほか人族以外の種族が多くいました。

			　と、話がそれました。

			　そのリテアからの移住者で会計部署に来たのが、ティファニーというエルフ。

			　女性で私よりは年下。

			　会計の仕事についたことからも分かりますが、学もあり算術もできます。

			　これほどの技能があって、なんでリテアで難民をやっていたのか不思議なぐらいです。

			　ユキさんに聞くと、クラック曰いわく、リテアは難民を雇うところが少ないそうで、難民の中で働ける人間はごく少数なんだそう。

			　コネも何もないティファニーは、働くことができなかったようです。

			「今回のお祭りの経費ですけど、不明なところがありまして」

			「不明なところ？」

			「はい、一応、名義はユキ参さん謀ぼうが使っているのですが、何をどこに、いつ、という情報がさっぱりで」

			「どれ、関連書類は持ってる？」

			「こちらです」

			　うん、ティファニーはやっぱり優秀だ。

			「そうね……こっちの問題は、ユキさんに私から聞いておくわ。ごめんなさい、今から貴族用旅館に行かないといけないの。代わりに、ラッツと一緒に書類仕事をよろしくね」

			「あ、はい。お忙しいなか、すいませんでした」

			　とりあえず、問題点には赤ペンでチェックを付けていきます。

			　歩きながらだし、とりあえず旅館の方を終わらせてからね。

			　さっさと、商業区の旅館に行かないと。

			　こういうときは指輪を使えば簡単なんだけど、ちゃんとした交通機関があるのだから、それを使うようにって言われています。

			　この指輪は代表の特権ではなく、妻としての特権として使ってくれとユキさんは言いました。

			　つまり、代表としてのお仕事では使わないようにってこと。

			　逆に、私たちに危険があれば存分に使っていいということ。

			　うん、嬉しい。

			　さて、お祭り騒ぎの中心、商業区を抜け、貴族用旅館にたどり着きました。

			「あ、エリス代表」

			「お待たせしました。で、問題とは？」

			「はい、それがですね……」

			　話を聞きだそうと、フロントで会話をしようとしたら……。

			「君が代表か？」

			　１人の貴族がこちらに向かって歩いてきました。

			「はい、代表のエリスです。何かご用でしょうか？」

			「ふむ」

			　その貴族は私を上から下へ舐めるように眺めます。胸と下腹部でいったん視線が止まりましたが。

			「どうだ？　君は私の妾めかけにならないか？　それで、こことのパイプ役もやって欲しい」

			「意味がわかりません。私に何の得があるのかと？」

			「私の妾になれば、貴族の身分ではないがそれなりの生活が保障される。平民出身者が、無理に代表を務めることもないだろう」

			　その言葉に、かなりイラッとしました。

			　私は望んでここにいるのです。

			　貴族身分がすべてだなどと、思わないでいただきたいです。

			「はぁ、お断りします。既婚ですから。あと、ここよりいい生活があると？　それに、最初に申しあげました通り、このような抜け駆けでのウィードとの交こう渉しようはペナルティの対象です」

			「結婚済みか。そんなのは関係ない。夫に迷惑はかけたくないだろう？　明日にでも旦那さんの仕事がなくならないといいが。おっと、これは交渉ではないよ。そんな心配があるだけさ」

			　周りの従業員が固まります。

			　この貴族、私の夫が誰か知らないな。

			　最初から言ったじゃないですか、得がないと。

			「あ？　どいうつもりで、その言葉を言っているのか、自身でおわかりですか？」

			「おや、わからないかい？　君が私の妾になり、このウィードとの繋ぎ役を自主的にやれば、それで済む問題だ。ペナルティにはならない」

			　周りでやり取りを見学している貴族は、しまったという感じでこちらを眺めています。

			　さっそく部下に指示を出しているのもいます。

			　他の代表にも手出しするつもりですね。

			　ったく、こういう事態も考えて私たちを妻としたのですね、ユキさん。

			　感謝の念に堪たえません。

			「わかりました」

			「よかった。では、部屋でいったん奉仕でも……」

			「テメエの汚いものなんていりません。私の身と心は夫のものです。私の夫と他の妻に報告させていただき、厳正な処しよ罰ばつをとらせていただきます」

			「な、いいのか？　夫がどうなっても」

			「どうにかできるならどうぞ。セラリア様の旦那様のユキ様が私の夫です。頑張ってください」

			「は？」

			　一国の女王の夫にケンカを売るとはいい度胸。

			　いや、女王にもケンカを売ってますけどね。

			　そのあとは、必死に私に頭を下げて、今回のことをなかったように頼む貴族がいました。

			　別段脅おどしだけですし、こんなことをいちいち報告してたらセラリアは全員の首を落とさないといけなくなるでしょうから、報告はしていません。

			　とはいえ、醜態を他の貴族にも見られたので、この後の交こう渉しようで、この貴族はどう見ても後手に回るしかないでしょう。

			　さて、旅館の問題は片付いたので、ティファニーにもらった書類に目を通します。

			「問題は、ここですね。確かに、少なくはない額が入っているわね」

			　でも、その点に関しての書類報告が全然ありません。

			　おかしい。１つのイベントをするぐらいの金額なのに、貸し出し申請もないし、料理を注文したなど用途を明記した書類なども、どこにも添付されていません。

			　ユキさんが、こんなずさんな管理をするものでしょうか？

			　んー、何か怪しいですね。

			　ユキさんの名前を利用して不正に経費を使い込んだり、溜めこんだりするつもりじゃないでしょうね？

			「あ、でも、このお金を受け取ったのは、教会だって書いてありますね」

			　リテアが祭っているリリーシュ様の教会だ。

			　ますます変ですね。

			　現在のアルシュテール様の厳格な統治の下で教会が不正をやれば、所属者は首が物理的に飛びます。

			　しかも、他所のお金を巻き上げようとすれば、もう大問題です。

			「うーん、これはユキさんに聞くより教会にさっさと行かないと、お金が使われて消えてしまいそうですね」

			　どれほど、お金が残っているかも心配ですが、証拠を隠滅する時間を与えてしまうのが一番問題です。

			　知らぬ存ぜぬでいられると、調べるのが非常にめんどくさいですから。

			　それで教会へ忍びこんだのですが、そこで見たものは……。

			「どう？　間に合いそう？」

			「ええ～、任せてください。全然、ＯＫですよ」

			　楽しそうに会話をするユキさんと、教会の主……本物のリリーシュ様がいました。

			「え、なに、浮気!?」

		

	
		
			落とし穴18掘　緊急会議と答え

			　

			　ｓｉｄｅ　セラリア

			　今日はとてもいいことが起きたので、今日の出来事を詳しよう細さいに記そうと思う。

			　長いようでいて、実はユキと出会って１年もたっていない。

			　たったそれだけの期間で、私は小さな国の女王となってしまった。

			　でも、最愛の夫もいるし、彼を守る他の妻もいる。

			　どこかの愚おろかな権力争いもない。

			　とても幸せで充実感のある日々。

			　剣を国のために振るっていた時よりも、確実に何かを為しているという確信。

			　私を認め、私を助け、私が無理やり婚姻を迫って、それでも受け止めてくれる優しい彼。

			　私たちをだますことはあっても、不義を働くような人ではない。

			　だからこそ、あの時は衝しよう撃げき的だった。

			　嫉しつ妬とってあんな感じなのね。

			　

			　今日、私はいつもの通り――ではないわね――ウィードの建国祭ということで朝早くから、貴族の相手やクソ親父たちの相手をしていた。

			　そして、10時32分。

			　妻回線にてエリスの緊急警報発令。

			　その時、私はナールジアと共に、ガルツ王たちを連れて鍛か冶じ区の案内をしていた。

			　さすがに、王たちを他の貴族とまとめて案内してはアレなので、ナールジアと話して、日にちをずらして別途案内することになっていたのだ。

			「はい、どうしたの、エリス？」

			『き、緊急事態です!!　これは妻回線です!!　至急、旅館に集まられたし!!』

			　このコールで、私を含む妻たちは即座に現場を放ほう棄き。

			　私もナールジアにすべてを押し付けて、飛び出した。

			　妻たちは皆、指輪の機能を使って、すぐに旅館の専用会議室へ集合した。

			　この部屋は、妻たちだけで話す場所も必要だろうという夫の優しい気遣いから設けられた場所だ。

			　普段は、ここで仕事の愚ぐ痴ちやお茶をしたりする。宴会場でもいいのだが、ここは夫との情事の様子などを話して、お互い研けん鑽さんする場所でもある。

			　しかし、今はお互い沈ちん黙もくして座っている。

			　10時40分。

			　エリスによる説明が開始。

			　リリーシュ様と夫の密会が報告された。

			「なるほど」

			「もう、この不正経費云うん々ぬんなど、どうでもいいですね」

			「この画像が問題だよ!!」

			「……楽しそうね」

			　全員に送信されたリリーシュ様と夫の姿。

			　お互いに笑顔である。

			「でも、ユキさんに限って……」

			「そうですね。私も直接見て動揺しましたが、あの人がそんなことをするわけがないですね」

			　シェーラの不安をエリスが拭ぬぐおうとするが、それをミリーが止める。

			「エリス、そこは違うわ」

			「どういうこと？」

			「ユキさんは確かに誠実よ。でも、相手が誠実とは限らないわ」

			「リリーシュ様がユキさんを無理やり？」

			「いいえ、別の人よ。リリーシュ様が相手なら隠す必要も、この笑顔も説明できないわ」

			　ふむふむ、ミリーの言いたいことはわかる。

			「つまり、夫はリリーシュ様に悩みを相談するために来ていると言いたいわけね、ミリー？」

			「そうよ、セラリア。それなら、まずは笑顔で話す必要もあるし、いきなり深刻な話をするような人じゃないわ、ユキさんは」

			「確かに。でも、ミリー、お兄さんがなんで私たちに内緒にしてるんでしょうか？」

			「ラッツ、それは、きっと変な女に捕まってるのよ。それで言い寄られてる。私たちにばらされたくなければ金を払えとか!!　そういうの、素行調査のクエストではよくある話よ」

			　ミリーの経験談は信しん憑ぴよう性せいがあり、夫のあの性格からしても想像しやすい。

			　そういう事情なら、夫は絶対に私たちを頼ろうとはしないだろう。

			　私たちを不安にさせるようなことは極力避けるのだ。

			「ミリーの言う通りだとして、そのクソ女を側室に加えるのは断固拒否するわ」

			「「「絶対反対です」」」

			　私の意見に全員が声をそろえる。

			　当然ね。

			　夫を食い物にするような女は、相手に相応しくないわ。

			「しかしのう、これからどうするのじゃ？　現状も、これからもじゃが」

			「デリーユの言う通りですね。お兄さん的には知られたくないでしょうし、また同じことが起こる可能性もないとは言えません」

			「旦那様のことですから、二度目はほとんどないと思いますが、心配ですね」

			　ルルアがそう言って腕を組むと、大きな胸がムニュっと歪ゆがんだ。

			　相変わらず、滅茶苦茶でかいわね。

			　私だって挟はさんであげられるし、枕にだってしてあげられるんだからね!!

			　と、いけないいけない。

			　今はどうするかを考えないと。

			「僕は、今回のことは知らないことにして、不正経費のことだけ尋ねてユキさんに早目の決着をつけてもらった方がいいと思う」

			「私もリエルに賛成です。で、今後は、私たちの１人が必ずユキさんの傍そばにいるようにすればいいと思います。交代で、お仕事を１日空けるお休みにしても問題ないですよね？」

			　リエルとトーリの解決案に、皆がなるほどと頷く。

			「……それならできる。ユキには変な女を近づけさせない。もういっそ、ずっとベッドの中にいる」

			　カヤ、それはいいわね。

			「そうですね。それが一番ですね。万が一ユキさんが私たちに助けを求めたり、相手の女性が大それたことをすれば、私たちが出る形でいいと思います」

			「エリスの言う通り、それが一番ね。カヤの案も採用。万が一ユキが押し倒されて、子種を取られたりしたら厄やつ介かいすぎるわ。いっそ、夫専門の護ご衛えいをつけるべきね。いえ、夫の守り専用の妻がいるわね。私たちはそれなりに忙しいし、必ずしも夫と一緒にいれるわけではないわ」

			「あー、なるほど。今考えれば、このウィード、ダンジョンの主を１人でひょこひょこ歩かせてるのが問題ですよね」

			　ラッツの言う通り、今までの状態が問題だったのだ。

			　いくら強くても、その強さが通じるとは限らないのだ。

			　夫の優しさに付け込む愚おろか者もいる。

			　王都で聞いた話だが、男に触られただけで妊娠したと叫ぶバカもいた。

			　夫の持つ権力に気が付いたバカ女が、何をしでかすかわからない。

			「側室を増やすのか。妾わらわが、ずっと守ればよくないか？」

			「それはダメよ。祭りの初日に魔王だってバラされたのに、夫の傍そばに侍れば、変に勘ぐられるわ。あと、デリーユの妊娠をずらさないといけなくなるだろうし、最低もう１人は専門がいるのよ」

			「うげ、いやじゃ。もう妊娠してるかもしれんのに、できてなくても、これから行為禁止とかになったら拷ごう問もんすぎるわ」

			「私たちが代表の任を終えれば、そのまま隠居生活ができるのですが、それでも最低２年先ですからねー。来年で私たちは副代表。再来年で選挙方式に。それでも立候補者がいるとは限らないし……」

			「ラッツの言う通り、２年は夫に変な危険が付きまとうし、私たちも変な女性の影に注意しないといけない。これはいるかもしれないお腹の子供にもよくないし、これから生まれてくる子供の教育にもよくない」

			　そういうことで、夫の護ご衛えい専門の妻が必要となったのだ。

			　通常の護衛はいらない。

			　大事なのは、夫のプライベートに介入できる権限を持つ妻なのだ。

			　勿論、その妻にも夫の愛は分けて子を作ってもらっても構わないが、それは私たちが落ち着いてからだ。

			「では、その妻をどう決めるかね」

			「ですね。最低条件は、お兄さんを愛していることですね。心の底から」

			「それは、本当に最低条件だね。僕はちゃんと腕っぷしもないと許さないよ!!」

			「旦那様の護衛ですから、私並みかそれ以上の回復術の使い手でなくてはいけません」

			「えーと、ちゃんとユキさんを守るって意志の強いひとじゃないとダメだと思うな」

			「トーリの言う通りね。ユキさんに押し切られて護衛を離れたんじゃ意味がないし」

			「ミリーの言うことも当然です。そして、最低限の知識もいると思います」

			　などなど、護衛役の妻の条件を決めていくうちに時間が過ぎていった。

			　11時53分

			　夫が昼食のため帰宅。

			　そして、不審な物を持ってきたので、不正経費の件を質問をする。

			「その箱の中身を見せなさい」

			「うぇ!?」

			　大事そうにアイテムボックスにも入れないで持ってくるなんて怪しすぎる。

			　いったいなんなの？

			「あー、その、これはまだ……」

			「それが、お兄さんが経費を誤魔化して手に入れたものですか？」

			「いや、合っているような間違っているような……」

			「えーい、夫を押さえなさい!!」

			「「「了解」」」

			　もっと抵抗するかと思ったけど、夫はあっさり四肢を押さえられて大人しくなった。

			　さて、箱の中身は。

			「ドレス？」

			「それもたくさんありますね。誰かに頼まれたんですか？」

			　そう、無数のドレスだ。

			　私は社交のために何着も持っているし、必要ない

			　ルルアもシェーラも同じようで首を傾げている。

			「３人の反応は予想通りだな。これは皆のドレスだよ」

			「みんなといいますと、私たちの分ですか、お兄さん？」

			「おう、特別な１着、ドワーフとナールジアの妖精組お手製だ」

			「何と、また手の込んだことを？」

			「これはウェディングドレスって言ってな、結婚式専用のドレスだ。しかも、花嫁専用」

			「「「!?」」」

			　私たちを含む全員の動きが止まる。

			　いや、私でさえ驚きだったのだ。

			　ささやかな式しか知らない一般の出のラッツたちの衝しよう撃げきは、余りあるだろう。

			　ドレスなんて貴族しか着ないし、そんなところにお金を出す余裕はないのだ。

			「その、今さらすぎるんだがちょうど建国祭だし、よかったら俺と式を挙げないか？　結婚してくれ」

			　そう申し出る夫の姿は、四肢を押さえられて頭だけを下げる変な状態だったが、皆あまりの嬉しさに泣き出してしまった。

			　少し落ち着いたあと、アスリンたちも呼んでウェディングドレスの調整をすることになった。

			「なるほど、式のために経費を組んでたんですね」

			「それなら、そうと言ってくれればよかったのに、お兄さん」

			　エリスやラッツ、ミリー、トーリ、リエル、カヤはもうドレスを着て嬉しいのか、くるくる回っている。

			「はいはい、ユキさんを責めちゃ可哀相ですよ。皆を喜ばせようと、こっそり今日まで準備してきたんですから。それと、カヤ、じっとしてください、調整ができません」

			　ナールジアがカヤの動きを止め、調整が必要かどうか確認していく。

			「ですね～。私の所に来てたのも、教会で式を挙げるための打ち合わせだったんですから。はい、アスリンちゃん、フィーリアちゃん、あんまり走り回るとドレスが汚れちゃいますよ」

			　リリーシュ様はそう言って、あまりの嬉しさに大興奮で暴走している２人を止める。

			「で、貴方、式はいつなの？　建国祭に合わせてって言ったわよね？」

			「ああ、６日目だ。１日空けているから個人的な準備があれば、明日で整えてくれ」

			　ということで、明日１日、代表メンバーは全員がお休みして準備にいそしんだ。

			　まあ、トラブルには駆けつけたけど。

			　邪魔をした奴らは、あっという間に鎮圧された。

			　当然よね。

		

	
		
			第１１２掘　諸国会議

			　

			　ｓｉｄｅ　エリス

			　さて、お祭りは大きな問題もなく終わりました。

			　私たちもユキさんにウェディングドレスを着せてもらい、結婚式を大々的にやり、街の皆に私たちの存在を再度知らしめるとともに、お祭りの熱気を高めることにも成功しました。

			　夜は、しっかりユキさんをいただきましたが、それはおまけのお話。

			　ウィードは日常に戻りつつあります。

			　が、諸国は違います。

			　諸国にとっては、これからが本番なのです。

			　お祭りの期間にこの街の経済力、技術力、ゲートという交易の要を見た諸国は、ロシュール、ガルツ、リテアの３国を通じて、何としても繋がりを持とうと必死です。

			　あ、結婚式の際、私たちがウィードの重鎮と知って顔を青ざめた貴族も数人いました。

			　いい加減、しつこい人がいましたからね。

			「では、こちらの場所をお使いください」

			　現在、私は、建国祭の後も交こう渉しようのために残った貴族の方々に、会議場所を提供しています。

			　こことの繋がりを持ちたい貴族たちは、部下や一部を祖国に伝令として帰し、残りはウィードにとどまった。お互い牽けん制せいし合い、少しでも他国よりいい条件を得ようとこちらの顔色を窺うかがっています。

			「ほお、ちゃんとした場所ではないですか」

			　１人の貴族が褒ほめるように会議室を覗いています。

			　当然です。

			　このような事態を予測して、貴き賓ひんが使える会議室を10部屋も用意してあるのです。

			　１室当たり20人がゆったり座って話ができるように、広さも取っており、防音対策もしてあります。

			　まあ、全部私たちには筒抜けですが。

			「皆さまに不便なく利用していただくため、ご用意しております。こちらの方に……」

			　そう言って、コピー用紙や筆記用具、その他の飲料や菓子などの置き場所を説明していく。

			　メイドや従者はそれを良く聞き、主に不便をさせまいとしている。

			「そして、そちらの個室がトイレになります」

			「会議室にトイレが付いているのか!?」

			「なんと贅ぜい沢たくな!?」

			　驚きの声が上がります。

			　このトイレですが、ウィードの技術で一番驚かれたと言っていいでしょう。

			　街を運営するにあたって最初に、何としても路上で用を足すのを防ごうと、私たちが四苦八苦したのを思い出します。

			　他の村や街では、いたる所でキツイ匂いがしましたが、ウィードは違うのです。

			　絶対にトイレで用を足していただくために、罰則金制度を設けたくらいです。

			　街の住人にも協力していただき、知らない人をトイレへ誘導し、説明を徹底的にしました。

			　ちなみに、一番罰金額が大きかったのは冒険者区です。

			　ミリーは自分の管理区が汚物まみれなことに大層怒ったそうで、冒険者に対してトイレ取締警備の依頼をクエストとして出したぐらいです。

			「はい、ここは会議のための部屋なので、長時間ここで会議ができるように作ってあります。トイレに立つ際、他の会議室の前を通ることで密偵だと疑われたりしないためでもあります」

			「なるほどな。諸国から集まっているのだ。いらぬ争いが起こらないための配慮ですか」

			「その通りです。ですが、念のために外に自国の従者たちを警備に回すこともおすすめします。一応、色々考慮しておりますが、一番安心なのは信頼できる人による警備だと思いますので」

			「確かに、こちらから表の警備を任せる者を選出しよう」

			　そうやって、会議室を使っている貴族たちが準備を始めました。

			「では、私はこれで」

			「ああ、エリス代表、案内感謝します」

			　会議室を出て、ミリーやラッツ、トーリなど他の皆と合流します。

			「どうでしたか？」

			「特に、問題もなく」

			「こっちも、特に問題はありませんね」

			　話をしながら先ほどの会議室の上階、庁舎の会議室に戻りました。

			　この部屋は、私たちウィード専用の会議室。

			　無論、ここにも人が集まっています。

			「お帰りなさい。エリス、皆、どうだったかしら？」

			　会議室で書類を片手にのんびりお茶を飲んでいたセラリアが、声をかけてきました。

			　先ほどと同じように、問題なしと全員が言って席に着きます。

			「あら、気が逸はやったバカが、我先にとラッツとかミリーに声をかけてくると思ったのに」

			「それよりも、お互いの牽けん制せいで忙しいみたいですよ。まあ、私たちに皆の前で声をかければ、会議で肩身が狭せまいことになりかねませんから」

			「まあ、それもそうか」

			　ラッツの言う通り、今回の会議は一国ごとではなく、全周辺諸国合わせてなのだ。

			　一国なら割り当てられた旅館の個室で会談すればいいし、会議室を貸し出す理由もない。

			「で、どんな感じで諸国は集まっているのかしら？」

			「概おおむねセラリアとユキさんの予想通りですね。ロシュール、ガルツ、リテアと三国の庇ひ護ご下同士で固まって会議室を借りています」

			　私は、持っている資料を見ながら答えます。

			　今回の諸国会議ですが、近場の国同士で集まって話をしているようです。

			「ふむ、やっぱりそうなったか。貴方はどう思うかしら？」

			　セラリアはそう言って、ユキさんに声をかけています。

			「ん、そりゃそうだろう？　お互いに国を豊かにしたいんだ。抜け駆けされたくないだろうし、動きを牽けん制せいする意味でも、遠方の国より周りの国に先に話を付けるだろ。足を引っ張られたくないだろうし。と、それより飲み物、何がいい？」

			　ユキさんがのんびり冷蔵庫を開けながら、こちらにそう聞いてきます。

			「私はコーヒーを」

			「お兄さん、紅茶で。冷たくていいですよ」

			「……お茶」

			　皆、遠慮がありませんね。

			　ユキさんもあわてることなく、ほとんど全員の違う注文をパパッとこなしていきます。

			「エリスはミルクティーだったよな」

			「ありがとうございます。ごめんなさい、妻の私たちがユキさんのお世話をしないといけないのに」

			「気にするな。面倒事を任せてるんだから、これぐらいはな。キルエも手伝ってくれてるし、何も問題はないよ」

			「はい、エリス様、どうかお気になさらず。旦那様は私が支えます。奥様方は、どうかウィードのために力を振るってください」

			　もともとシェーラのメイドでしたが、今ではキルエは私たち全員の世話をしてくれます。

			　本当に優秀な人です。

			「しかし、旦那様。諸国の会議はまとまると思いますか？」

			　ルルア様が、担当の会議室のモニターを見て呆れています。

			　その言葉をきっかけに、全員が担当している会議室を確認してみました。

			『バカか!!　ウィードと先にゲートを開くのは我が国だ!!』

			『あり得ん!!　ゲートはこちらが先だ!!』

			『いいか、我らはこちらの物資を優先的に回してもらう』

			『はっ、冗談はよそでやれ。その物資はこちらが優先よ』

			『これで、お前の国からバカ高い値段で取り寄せることもなくなったな』

			『何を、そっちだってこっちに吹っかけているのは知ってるんだぞ!!』

			　と、こんな感じで会議というか、ケンカですね。

			「いや、まとまるだろう。今はこうやって互いの主張をしているが、早く決めた方が、他よりも先にゲートの設置に移れるんだ。頭の回る奴はそれに気が付いて、さっさと会議が終わるだろうよ」

			「なるほど、ひと組でも会議が終われば他は焦あせる。とりあえずでも、いったん会議を終えてゲートの設置に移るというこということですね」

			「ラッツの言う通り、そういうこと。値段などの詳しよう細さいはゲートがあるし、その後の交こう渉しよう次第だが、そこそこの値段で落ち着くはずだ。そこら辺はまあいいとして、これから各国が自分の国を優先してくれと袖そでの下、賄賂わいろ、お金を渡してくるが、そこら辺はどうする？」

			　ユキさんがセラリアに視線を移します。

			　そうですね。

			　賄賂は嫌いですが、国としては必要なこともあります。

			　判断は、一応、領主であるセラリアの意見が大事です。

			「はっ、却下よ。そんなことしたバカどもはお引き取り願いなさい。ここのあり方を汚しているとしっかり伝えなさい。しつこいなら、各国に伝えて晒さらし者にするわ」

			「過激ですねー、セラリア」

			「当然よ。何のためのウィードかわからないわ。ここは民のための国なのだから」

			　セラリアの発言に、皆頷きます。

			「これからさらに忙しくなるわよ。勇者様との戦争に、諸国へのゲート開通、魔王軍の動向、ルーメルの状況がわからないなど、やることはいっぱいあるわ。皆、国のため、民のため、そして夫のために力を貸して頂戴」

			「「「はい」」」

			　そう、建国こそしましたが、まだまだ始まりです。

			　ユキさんが大陸を救うための一歩でしかありません。

			　そんなふうに皆気持ちを引き締めて、今後の話を進めていきます。

			　そのうちに、ユキさんがある書類に目を留めました。

			「今回の不参加国一覧ね。……国の位置を確認しとかないとな」

			　そう言って、ユキさんはその国々を睨にらみ付けていました。

		

	
		
			第１１３掘　勇者と魔王のお話

			　

			　ｓｉｄｅ　ルルア

			　諸国会議が終わって、まずは目先の危機に対する話し合いになりました。

			　勿論目先の危機とは、勇者様の件です。

			「さて、予定通りだけど勇者様の件を早急に詰めないと、ガルツにもウィードにも良くないわ」

			　セラリアの言葉に皆、いっせいに頷きます。

			「ついでに、このいざこざのせいでデリーユが魔王なのはともかく、四天王（笑）がいるのもばれてしまった。これで、確実にもう１人の魔王が何らかの手を打ってくるでしょう。情報は防ぎようがないからね。あのバカ姫が大きな声で吠ほえて回ったから」

			　そうです。

			　あのランクスのバカ姫は帰り際に「このウィードは魔王と四天王に占拠されている!!」などとほざいていきました。

			　無論、デリーユを指さして吠えていたのですが、デリーユは今や街ではしっかりした地位と人気を誇ほこっています。

			　ウィードの住人は、そのバカ姫を見て顔をしかめるだけでした。

			　ですが、どんな些さ細さいな噂、冗談であれ次第に拡散していきます。

			　それは、いつかもう１人の魔王にも知れることになるでしょう。

			「さすがに、あれだけ王族が吠ほえたら完全な鎮火は難しいかと」

			「そうよねぇ」

			　シェーラの発言に、セラリアが頭を抱えます。

			「噂を払拭するには、私たちが魔王討とう伐ばつに加わるしかないでしょう」

			「……下手に支援に徹しても、禍か根こんが残るか」

			「はい、あの糞バカ姫のせいですが、これで私たちが出兵を惜しめば、冗談が誠になるでしょう」

			「ランクスがつぶれるとしてもかしら？」

			「ランクスの王族派を完全に１人残らず捕らえて始末できるなら、なんとかなると思いますが」

			「それは無理ね。判別のしようがないわ」

			　シェーラとセラリアのやり取りを聞いていてもわかりますが、なかなか面倒なことになっています。

			　まったく、厄やつ介かいなことをしてくれましたね。

			「まあ、終わったことは言っても仕方がない。デリーユはともかく、ザーギスとレーイアを生かしてたのが問題だよな。俺の責任だ。自分自身の処しよ罰ばつは後で決めるとして、魔王の情報を手に入れる必要があるわけだ」

			「何で、貴方を処しよ罰ばつしないといけないのよ!!」

			「そうです!!　反対です!!」

			　セラリア、シェーラを筆頭にお嫁さんが声を上げて反対する。

			「落ち着け。これがこのままだったらだよ」

			「どうするの？」

			「まあ、勇者、タイキ君の方は動きがあらかたわかってるし、コールでいつでも連絡がつく。それに合わせて、形だけでもランクスを迎げい撃げきするところを見せればいい」

			「いえ、殲せん滅めつするわよ」

			「……国力を見せつける意味もあるから止めはしないけどな。で、問題は魔王と繋がっている噂だ。これで、確実に魔王が何らかの手を打ってくると思う」

			　それが問題です。

			　このウィードが戦火に巻き込まれる可能性が高くなってしまいます。

			「ランクスに噂通りウィードと魔王が手を組んでいるって宣言をされるだけでも痛手だが、正直、当の魔王がどんな手で来るか読めない」

			「そうよね。って、凄すごいこと言ったわね。ウィードが魔王と手を組んでいるって言われると大打撃じゃない。それだけで、きっと何か国か交易をストップさせるわ」

			「そうですね。お兄さんは相変わらず、一番やられると嫌な手を思いつきますね」

			　セラリア、ラッツをはじめ皆が感心しています。

			　本当に旦那様は考えていることが１つ上というか、別方向に向いていると思います。

			　確かに、ウィードが魔王と手を組んでいると高らかに宣言されれば、確実に何か国かとの交易が停止し、住人が不安がり、国力が低下しますね。

			　民のためにあるウィードにとっては、下手な戦争よりもやって欲しくない手です。

			「だからだ。まずは情報収集が大事だ。今まで忙しくてほっといたけど、あいつらに説明してもらおう。入っていいぞ」

			　旦那様が、ドアに視線を向けます。

			　私たちもそれに倣ならいますが、誰も入ってきません。

			「コール、ザーギス!!　レーイア!!」

			『おお、ユキマスター、どうかしたかね？　無線機だが、これは魔力を電気に変換してやるよりも、もう術式を作ってやった方が……』

			「それはいいから、さっさと庁舎会議室に来い!!　話は聞いてるだろう!!」

			『おお、忘れてた、すまない。そっちに行くよ』

			「で、レーイア、そっちはどうした」

			『牛の出産が始まったんだよ!!　そこ、引っ張れ!!　そーれ!!』

			「あ、そうですか。それが終わったら会議室に来てくれ」

			『ああ、わかった!!　ほら、もう少しだ!!』

			　それを聞いて、旦那様がコールを切ります。

			「……レーイアが遅れたのは不問にしましょう」

			「ですね」

			「お仕事しっかりしてますし」

			　セラリアがそう言うと、皆が頷きました。

			　詳しくは分かりませんが、レーイアはなかなか鬼気迫った状況にあるようです。

			　ちなみにレーイアというのは、ナールジアさんの里を襲った自称四天王の１人、炎を使う魔族の人です。

			　胸が私より大きいのですが、身長もそれなりに大きいので全体的なバランスは取れています。

			　現在は本人の希望で、農業を任せています。

			　最初は驚いたのですが、魔族もしっかり畑を耕して作物を育て、家畜を育て、日々の糧かてにしているらしいのです。

			　レーイアさんは農村の出だそうで、ここでの農業の発展にかなり役に立っています。

			　カヤさんとは仲良しで、いつも次はどんな作物を育てるか話しあっているそうです。

			「はっはっは、すまない。代表の方々。開発課ザーギス、ただいまとうちゃ…ぶべっ!?」

			　今、セラリアのカップ投とう擲てきで倒れたのが、自称四天王の１人、ダンゴムシ改たちを作り上げてナールジアさんの里を壊滅させた、自称天才のザーギス。

			　ここに来てからは、旦那様が珍しいモノを見せてはそれに食いついて、ウィードで量産できないか日々研究、開発に携わっています。

			　ガルツへ持っていった交易品の中にも、ザーギスが作った魔力電灯などがあります。

			　ＤＰだけでウィードが成り立ってしまわないよう、自力で商品を作れるようにと旦那様がザーギスにその仕事を任せているのです。

			「な、なんで、こんな仕打ちなんだ!?　レーイアだって来てないじゃないか!!」

			「レーイアは牛の出産で不可抗力。ザーギス、あんたはただの怠慢。わかるわね？」

			「も、申し訳ございませんでした」

			　すかさずセラリアに頭を下げるザーギス。

			　ちなみに力関係は、嫁＞＞＞越えられない壁＞四天王、となっていて、お嫁さんたちは１対１でも四天王相手に物理的にも完勝できるよう鍛きたえているので、問題ありません。

			　特に、ザーギスはセラリアに頭が上がらないようで、お金関係を握るエリスとラッツにもことさら腰を低くしています。

			「さて、ここに呼ばれた理由はわかってるわね？」

			「ああ、ユキマスターが言ってた通り、魔族の話だろう？」

			「そうよ」

			「お言葉ですが、魔族や魔王と言っても話は多た岐きにわたります。どの情報が必要か選別してくれないことには、何を話していいかわかりませんね」

			　ザーギスは両手を上げて、やれやれと言わんばかりです。

			　でも、ザーギスの言う通りです。

			　何を聞けば有効な情報となりうるのか。

			「そもそも、私を自称四天王と呼んでいますが、私が話すことに信しん憑ぴよう性せいがありますか？」

			　これも彼の言う通りです。

			　魔族の言うことを信じる――それ自体が、バカと言われる行為でしょう。

			　魔族は、人族を滅ぼし世界を手中に収めんとする邪悪な生き物だとして、各国で昔から伝えられています。

			「ま、私としては、魔王なんぞよりもユキマスターの下の方が研究費は潤沢だし、扱いも相応だし、飯は美味うまいし、文句なぞないし、喜んで情報を提供しますがね」

			「何でそういう気持ちになったのかしら？　私たちは、貴方たちにとって滅ぼすべき敵ではないのかしら？」

			　ザーギスの素直で協力的な態度に、セラリアが訝いぶかしげに質問をします。

			「ああ、そこからか。ユキマスターの扱いが普通だったから気にならなかったが、まずはそこからですね。説明しても？」

			「構わないわ」

			　ひと息入れて、ザーギスが喋しやべり出しました。

			「まず、セラリア殿の言っていること自体が違います。我々魔族は、己の生存のために侵略者である人族たちと戦っているのです」

			「「「はぁ!?」」」

			　会議に出てもらっている、３か国の面々も驚いています。

			　当然です。魔族が何を言うかと思えば、争いは生存のため、侵略者から己を守るためだというのですから。

			「……ユキマスターは驚いていませんね」

			「そりゃ、ある程度予測してたからな」

			「予測ですか。聞かせてもらっても？」

			「いいぞ、簡単に言うが、魔族は元人族たちだろ？」

			　ユキさんの回答で、会議室が沈ちん黙もくに覆おおわれます。

			　それもそのはず、魔族の元は我々人族だというのですから。

			「さすがと言うべきですね。その通り。魔族は何が原因かわかりませんが、突然変異で生まれる。それが集まったのが魔王を中心とする国、ラスト」

			「突然変異？」

			「セラリア殿は聞いたことがないのですか？　町か村かは知らんが、突然魔族が出現したと報告があるのを」

			「それはあるわ。魔族が潜伏していたのでしょう？」

			「それが違う。私の研究結果ですが、一定の年齢で一定の魔力値を超えると、種族が魔族に変わってしまうと私は見ています」

			「ちょっと待ちなさい。ザーギスの言ってることが本当なら……」

			「その通り。貴方たちは、年端もいかない子供を化け物として追いやり、殺し、そして家族をも皆殺しにしてきた。そこから逃れた人々が集まったのが、魔族の成り立ちだ。大方、初めて魔王になった御仁は、今までの恨みを仲間と一緒に各国にぶつけたのだろう。魔力値が一定以上ということは、魔力を使う技能もそれなりにある。子供にはいささか過ぎた能力だ。成長すれば、一騎当千の兵になるだろうから、生き延びた子供はね……私は生まれも育ちもラストだから、その気持ちはよくわからないが、きっと想像を絶するんじゃないだろうか」

			　セラリアが絶句しています。

			　無論、私を含めて他の皆も。

			「まあ、別に貴方たちが憎いかといえば、私は違いますがね。元は大昔の話だ。そんな大昔のことを引きずってはいませんが、結局、それで人族に追い立てられている。まったく、13代前の魔王が、作物もろくに育たない山の上に大人しく引きこもると言って、人族との共存を望んだのに、そこに訳のわからない討とう伐ばつ軍を送るわ、農村は襲うわ、畑は荒らすわ。我々は、必死に自分の住む土地を守っていただけです」

			「セラリア、ここ数百年の四大国の領土は？」

			　旦那様がセラリアに聞きます。

			　セラリアが顔を上げることなく、質問に答えます。

			「今まで魔王の住む所を解放するといって、何度も大征せい伐ばつが行われているわ。ユキの予想通り、魔王の住処と言われる地区を切り取って、四大国は領土を拡大しているわ」

			「つまりだ。歴史的な観点から見ても、ザーギスの言い分は正しいわけだ」

			「なぜ、和平をとは聞けないわね」

			　セラリアがそう言ってザーギスを見ると、何か困った様子で肩を竦すくめます。

			「考えの通りですよ。私たちが和平などと言っても、結局無視されるか、そのまま殺されるだけです。今代の魔王は和平派で必死に頑張ってたみたいですが、私から言えば、もうどうしようもないですね。そちらはこっちを絶対悪だと決めつけているし、こっちは生きていくために土地を確保しなくてはいけない。交こう渉しようができないのであれば奪うしかないし、そっちは倒さなければいけない相手。これはもう、止められない流れですよ」

			　それが自然なことだといって、私たちを非難することすらしないザーギス。

			　でも、少し悲しげな気もします。

			「ロシュール、ガルツ、リテアはどう思う？」

			　ユキさんが、各国の王に今の話の感想を尋ねます。

			「そ、それはのう。何とも……」

			「こっちも魔族が出た、処分したという報告だけじゃからな」

			「私の方もです。魔族は処分した後、魔石が残るだけで、遺体は残りませんから」

			　王たちも、報告と魔石という証拠品だけで判断していたようで、まさか、部下たちが子供を手にかけていたとは思っていなかったようです。

			　私が聖女だったときもそうでした。

			　数は多くないのですが、魔族が出現したという報告例は３件ほどあったのを覚えています。

			「うーん。実際、斥せつ候こうが潜んでいたこともあるだろうし……そうだな、ザーギスの話が本当かどうか調べるために、魔族を見つけたときに、子供のようなら捕縛という名目で保護してみるのはどうでしょうか？」

			　旦那様が、各国にそう提案します。

			「そうじゃな。それがよかろう」

			「ガルツの方もそれで行こう」

			「リテアもそれで構いません。それが事実であれば、私たちはとんでもない間違いをしてたのですから」

			　各国の王は、旦那様の案を受け入れてくれたようです。

			「ほう、あっさり信じますね。てっきり戯ざれ言ごとと言って無視されるかと思ってたのですが」

			　ザーギスの皮肉に、旦那様が答えます。

			「ザーギスは、そこら辺は頭が回らないみたいだな」

			「いや、研究ひと筋なもので」

			「ザーギスの言う通り、魔族がただの突然変異で生まれただけで和平が可能であるとしたら、これ以上戦う必要もなくなるわけだ。各国が国防に割くお金も少なくなるし、色々都合がいいんだよ。今までは、お互い生存権をかけた戦いだと思っていたから引くに引けなかったが、事情がわかればやりようはあるだろう」

			「なるほど、そういうことですか。ですが、上手くいきますかね？」

			「いやー、無理じゃね？　今までの積み重ねが重すぎる。でも、なんとかしないと行きつくところはお互いの総力戦だろ？」

			「そうですね。ああ、なるほど、昔、勇者が魔王を追い詰めたにもかかわらず殺さなかったという変な話は、そういったことを夢見てたんですかね？」

			　ザーギスが持ち出した昔話のことを、私も思い出しました。

			　大昔、勇者様がこの大陸に降り立ち、魔王に怯おびえる諸国をまとめ上げて魔物を退治し、中央の山に追い詰めた話を。

			　なぜ、勇者様は追い詰めた魔王にとどめを刺さなかったのか、そんな疑問があったのです。

			　色々な説があります。

			　勇者様はそれまでに大きな怪け我がを負っていて、それ以上は無理だった。

			　国力が低下していたので、それ以上追撃ができなかった。

			　そして、一番くだらないとされている説。

			「いつか、共存できる日を願って、お互い頑張りましょう」

			　勇者様は優しく、魔族にも手を差し伸べたというお話。

			　最後の話はあやふやですが、その勇者様については今でも名前が残っています。

			　異世界からの勇者、トウヤ・ヤシロ。

			　旦那様と同じ記録上初の異世界からの来訪者です。

		

	
		
			第１１４掘　はい、じゃ本題ね

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　ふむふむ、まあ、魔族の成り立ちは予想通りというか、元をたどれば些さ細さいなすれ違いというべきか。

			　とにかく普通すぎて、今さらどうにか簡単にできる内容でもないというわけだ。

			　とまあ、そんなことはどうでもいい。

			　魔族率いる魔王と、今さらあっさり和平が通るなら他の誰かが成功させてるだろうし。

			「じゃ、ザーギス。本題入っていいか？」

			「ええ、構いませんよ」

			　俺が本題に入ろうとザーギスを促うながすと、周りの皆がずっこけた。

			　ずっこけたは語弊があるな。詳しくは机の上の書類をばらまいたり、手で支えてた頭を机にぶつけたりしたのだ。

			　ただ、ボケた時の反応としては、やはり、ずっこけたが正しいのではなかろうか？

			「どうした？」

			「どうしたじゃないわよ!?　今、ザーギスの話からトンデモない事実がわかったのに、あっさり次に行かないでくれるかしら!?」

			　セラリアが、久々に出会ったときのようにキャンキャン吠ほえる。

			　なんか、数か月前なのにあの頃が懐かしいな。

			　ツンツン時代は黄金時代というべきか。

			「そんなこと言ってもなあ。今さらどうにかなる話じゃないし、俺たちの会議の本題は、魔王がどう動くかだ。さっきのは、ただザーギスが補足説明をしてくれただけだろう？」

			「そ、それは、そうですが……」

			　ルルアもさっきの話の内容から抜け出せていないみたいだ。

			　まあ、衝しよう撃げきの事実!!

			　だけど、現代じゃよくある話だしな。

			　冤罪だのなんだの、原因は些さ細さいなことだったとか。

			　そもそも、さっきの話だってどこまで本当かわからないしな。

			「さて、魔族の起源についてはわかったから、あとは、現在の魔王の体制だな」

			「体制ですか？」

			　シェーラが首を傾げて、疑問を口にする。

			　ウサミミも重力にならい、ぷらんと垂たれるのが可愛かわいいと思う。

			　ラッツもそうだが、ウサミミは結構筋力があって感情表現にも使われる。

			　今のシェーラは「なんでなんで？」って感じでウサミミが揺れている。

			「そう、体制。政治の仕組み。そこら辺から、先方の動き方が見えてくる」

			「なるほどね。魔王というくらいだから、王政と捉えていいのかしら、ザーギス？」

			「はい、そうですね、セラリア様。王政です。ですが、人族たちの国と違って、実力主義と言いましょうか。単純に実力もいりますが、魔族の皆が従ってもよい、という人物が魔王になります。何と言いますか、ウィードの選挙と似ていますかね？」

			「選挙と？」

			「ええ、まあウィードみたいに国民全員に選挙権があるわけではないですが、魔王城というここでいう総合庁舎みたいな政治を行う場所に勤めている人員で、魔王の選出を行います。立候補を募つのって、票を集める感じですね」

			　なるほどな。

			　そこにほとんど違いはないわけか。

			「そこら辺は、違いはあれど、こちらと基本的に体制は変わらないわけだ」

			「ですね。王の選出が特殊なだけで、他は特に、元は人族たちの出ですから、政治体制や文化は似通っていますよ」

			「じゃ、王の方針で色々変わるわけか」

			「はい、まあ議会の承認が要りますが、大体は通りますね」

			　ふむふむ。じゃ、あとは現魔王の方針や性格などを聞くべきだな。

			　それから、起こす行動がある程度予測できるだろう。

			「今代の魔王の話を聞いてもいいか？」

			「もちろん。それを聞かないとどうしようもないでしょう。で、今代の魔王ですが、リリアーナ・レストンという女性ですね。結構なスタイルの持ち主で……ふべっ!?」

			　ザーギスの話がずれ始めた瞬間、また吹っ飛ぶ。

			「このバカが!!　恩あるリリアーナ様に、そのような不ふ埒らちな目を向けるなといつも言ってるだろうが!!」

			「くさっ!?　臭いぞ、このブラシ!?」

			「牛の体を洗うための物だしな」

			「そんな物を投げつけるな!?　私の天才ともいうべき頭脳に支障をきたす!!」

			「そのまま腐り堕ちろ」

			　そのまま、突然現れたレーイアがザーギスと言い争いを始める。

			「はいはい、とりあえずレーイアは牛の出産は終わったのか？」

			「ああ、無事終わった。元気な子牛だ」

			「よかったな。と、すまないが、今、ちょうど今代魔王の話になっているんだ。ザーギスは見ての通り、なにか話がずれてきたから代わりに説明を頼めるか？」

			「なるほど。任せてくれ、リリアーナ様のことは私が良く知っている」

			　レーイアが、でかい胸を張る。

			　まあ、ウィード一番の大きさって言われてるしな。

			　ぐりっ。

			「いてっ!?」

			「私の胸じゃ、もの足りないかしら？」

			「いつでも揉んで大きくしてくれていいんですよ？」

			　両サイドのセラリアとルルアが、なぜか怒っているように見える。

			「どうした？　話すぞ？」

			「ああ、話してくれ」

			　つねられた痛みに必死に耐えて平静を装う俺。

			　どう考えても理不尽な気がするけど、ハーレムやってるから、仕方ないことか……。

			「リリアーナ様は和平派で有名だ。今ある土地を守り、魔族の保護に努めているな。魔王としての実力もしっかり備えている。私もリリアーナ様には勝てない。まあ、それでも人族たちとは話もままならないがな」

			「ふむ、和平派ね。ここに、お前らが捕まってると知ったらどうなると思う？」

			「勿論、助けに来るだろうな」

			「あー、レーイアはいなかったから知らないだろうが、搦からめ手でウィードを攻めたりすると思うか？　表向きはウィードと手を組んでるとか宣言して、孤立させたりとか」

			「それはないな。いくら和平派とはいえ、そこまではしない。ウィードに私たちがいるからといって、魔族の戦力を割くわけもないし、ウィードに攻め込む意味もないと思う」

			　さっきの話をかいつまんでレーイアに説明したが、特に間もなく答える。

			「なるほどな。ザーギスはどう思う？」

			「私への気遣いはなしですか。でも、レーイアと同じ意見ですね。私たちは勝手に飛び出したわけですから、危険を冒してまで、奪還するとは思えませんね」

			「和平派でもか？」

			「和平派だからこそですよ。私たちは勝手に飛び出たんですから、それを助けるために、人族たちと事を荒立てるわけにもいかないですよ」

			「ああ、そういう方向性になるわけか」

			「たとえ戦争派であっても、ないでしょう。このウィードはダンジョン内にある。どこまで魔族が信じるかわかりませんが、ダンジョンの中に街を作って、そこで生活していると聞いて通常の思考ができるのなら、ここより他の土地を取る方が楽だって考えますよ」

			　まあ、そうだろうな。

			　他のダンジョンがどうか知らんが、俺の庭で好きにはさせねーよ。

			「じゃ、方針としては、一応、魔族の密偵か間者が来ないか出入り口の監視を強化するってところか」

			「ですね」

			「それぐらいだと思う。万が一密偵を捕らえたら、私に話をさせて欲しい。ウィードに迷惑はかけるようなことはしない。約束する」

			「こっちも情報は欲しいからな、レーイアたちが協力してくれるなら、ありがたい」

			　ふむ。思ったより、魔王も動きは鈍そうだな。

			　国を持つと、そこら辺は仕方のないことかね。

			　さて、次は何を話したものか。

		

	
		
			第１１５掘　道などいくらでもある

			　

			　ｓｉｄｅ　セラリア

			　一気に色々ありすぎたわ。

			　いえ、魔族の件で、私たちがうろたえているというのが正しい。

			　夫だけが平然とザーギスから話を聞いていたが、他の皆はほとんどが上の空だ。

			　だって、それは仕方のないこと。

			　私が生まれた時から、いえ、ずっと昔から魔族と魔王は生きとし生ける者の敵だった。それが蓋ふたを開けてみれば、彼らが侵略者どころか、魔王とその国が興おこった理由、原因が私たちにあったというのだから。

			　ザーギスの言い分が全部正しいとは思わないけど、これまで見聞きした色々な情報からすると、ある程度は真実だと判断できてしまう。

			　他の３か国の王たちも、私と同じ結論に至っているのだろう。

			　いや、既に、この世界の歴史を紐ひも解といていく過程で、そこら辺の真実に気が付いていた王もいたかもしれない。

			　だが、それが事実だとしても肯定するわけにもいかなかっただろう。

			　それが今回は、このウィードという特殊な場所でようやく頷ける、いや、真実を直視するための状況が揃ったというわけだ。

			　皆が、この事態を認識することで、手を取り合うことが可能となった。

			　１国、いや、１人でこの真実にたどり着いても、気がふれたとしか思われない。

			　ウィードだからこそと言っていいだろう。

			「ふう、ちょっと休憩を入れましょうか。キルエ、アンナ、頼めるかしら？」

			「「はい、かしこまりました」」

			　こういうとき、生粋のメイドはありがたいわね。

			　彼女たちだって学があるのだから、この話に思うところもあるはず。

			　それにもかかわらず、動揺することなくしっかりメイドとしての職務を全うしている。

			「じゃ、俺もなにかお菓子でも……」

			　そう言って、夫が腰を上げる。

			「待ちなさい。貴方は私と一緒に座ってるのよ」

			　一番正常、いや、全体から見ると逆に一番オカシイのだろうが、私からすれば頼もしい夫だ。聞きたいことが山ほどあるので、お菓子を運ぶなどという役をやらせるわけにはいかない。

			「えー」

			「えー、じゃないわよ。少し聞きたいことがあるの、いいかしら？」

			「ふう、何が聞きたいんだ？　皆にも聞いて欲しい話なら、休憩が終わってから方のがいいんじゃないか？」

			「いえ、少しわかってないことだから、私も少し混乱してることがあるの。トーリやリエルとかもそうじゃない？」

			　そう言ってトーリたちに視線を向けると、頷いている。

			「さっきさ、ユキさんが言ってた和平云うん々ぬんのところで、和平派なのにウィードに攻め込むとかよく分かんないんだけど？　和平って戦わないことじゃないの？」

			　リエルが首を傾げて聞くと、ミリーやカヤ、デリーユも頷く。

			「ああ、そこら辺か」

			　ユキがポンと手を打つ。

			　私も薄らと夫の考えは読めているが、私よりは本人が説明する方がいいだろう。

			「和平ってのは、リエルの考えている通り、これ以上戦わずに血を流さずに済む方法だ。でも、それは結果論なんだよ」

			「結果論？」

			「いや、結果論というより、終わった後の話だな」

			「どういうこと？」

			「そうだな、和平って道があるとしよう。でも、そこに至る道は１つじゃない」

			「うーん？」

			「う―――ん、じゃ、リエルが俺と勝負に勝ったら好きなご飯を１週間作ってあげようと約束したら、どうやって勝負する？」

			「えー、勝てるわけないじゃん!?　ユキさん強いもん!!　そんなことならユキさんを誘惑する方がいいよ」

			「そういうことだよ」

			「え？」

			「勝負に勝てない、無理と思うなら他の道を探す。結果は同じ」

			「ああ」

			　リエルがポンと手を打つ。

			「和平と言っても、色々な道があるってこと？」

			「だな、特に、今代の魔王様は話し合いの道を選ぼうにも、誰も人族は相手にしないだろうからな」

			「あっ」

			　そう、和平を推そうにも魔王には手札がほとんどない。

			　会話など望めない。手を取り合うことも、弁明もできない。

			「だから、俺が魔王ならウィードと繋がっていると宣言して、多少血が流れようが、話ができる相手を作る。このままでも、埒らちが明かないからな」

			「ユキさんは、血が流れようとそれが一番和平に早く繋がると思ってるんだね」

			「魔王はそんなことをしないで、話し合いを推すってザーギスとレーイアは言ってるがな」

			　ユキがリエルたちに説明をしていく。

			　かなり簡略化してるわね。

			　和平に至る道は１つじゃないか……。

			　その和平すら、たくさんの和平があるのにね。

			　ユキが示した和平は、この時代に国々が結べる確実な手。

			　いや、結べなくても、確かな足掛かりになる。

			　だが、今代魔王のいう和平は、なんとかどちらも被害が出ないようにしようとする和平だ。

			　甘い、だがレーイアが嬉しそうに話すところからみると、しっかり支持のある魔王なんだろう。

			　道は果てしなく長く思想は賛同するべきだが、過程で失われる命はどう見てもユキの案より多いだろう。

			　それも、和平の道の１つ。

			　戦争の末、魔族が人族たちを屈服することで実現する和平もあり得る。

			　それも、和平の１つ。

			　人族としては、決して受け入れられない結果だが。

			　逆もまたしかり。魔族の敗北の末の和平は……彼らにとっては滅亡しかないか。

			　人族が、魔族を許すわけがない。

			「レーイアの話だと、表だって攻め込んでくることはあり得ないにしても、２人を救出するための行動は起こしそうだし、そのために密かにウィードに入り込んでくる人員をひっ捕まえれば、魔王とウィードが話し合うことが可能だろうな。みんなが許可してくれればだが」

			「僕は異議なーし」

			「私もお兄さんの意見に文句はありませんね」

			　リエルやラッツが賛同する。

			　遅れて他の皆も「賛成」と声を上げる。

			「「皆さん、お待たせいたしました」」

			　キルエとアンナが準備を整えて来たのか、全員に軽食と飲み物を給仕していく。

			　そこで、皆、お茶を飲みひと息つく。

			　夫を覗き見ると緑茶をのんびり啜すすっている。

			「あー、お茶は熱いのに限るね。いや、冷たいのが悪いわけじゃないけど」

			「そうね。緑茶は熱いのがいいと思うわ」

			　私が飲んでいるのはダージリン。

			　でも、夫が飲んでいる緑茶のおいしさもわかる。

			　無論、リエルやナールジアが飲んでいるコーラフロートも、甘いけどそれはそれでおいしい。

			　トーリはお水。

			　エリスやミリーはコーヒー。

			　ラッツはミルクティー。

			　デリーユはローズティー。

			　ルルアは薬茶。

			　シェーラはココア。

			　皆、色々だ。

			　それでも、皆一緒にいる。

			　きっと、貴方なら魔族や魔王とも一緒にお茶を飲めるのではないかしら？

		

	
		
			第１１６掘　各国の勇者への対応

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　さてと、休憩も終わりましたし。

			　各国のランクスへの対応を聞いておこうかな。

			　魔族の動きは偵てい察さつが来る程度になりそうだし、本格的に構えなくてよさそうだ。

			　各国の王たちと魔族についての情報を共有できたし、上々の成果と言っていいだろう。

			　ある意味でランクスの姫には感謝しないといけないな。

			　おかげで、魔族関連の情報をスムーズに開示できるようになったのだ。

			　ただ魔族の置かれている状況をいきなり公表しただけでは、皆、聞く耳をもたないで嘘だと決めてかかるだろうし、逆に、早く滅ぼすべしといった意見が出て大変だっただろう。

			　だが、ランクスの姫によって、魔族の動きを聞かないといけない状況になった。

			　相手の動きを知るためには、いや、普通はどの状態でも情報収集をしないといけない。

			　だが、この大陸では根底から魔族は悪と決まっているので、まずは話を聞ける状況を作らないといけなかったってわけだ。

			　もしかすると、魔王が軍勢で攻めてくるかもという事態を使ってな。

			　こっちから魔族を捕縛してこき使ってますって言いでもしたら、ウィードを良く思わない奴はウィードは魔王と繋がっていると要らぬホラをばらまくだろう。

			　そんなことで亀裂がそうそう入るとは思えんが、個人的な危険度は増す。

			　暗殺とかな。

			　変に正義感の強いバカを煽あおって俺を殺しに来るのは別に構わんが、嫁さんに牙をむかれたんじゃ、心配でたまらない。

			　そんなことを休憩中、嫁さんたちに話すと……。

			「「「貴方が心配でたまりません」」」

			　と声を揃えて言われ、

			「「「早急に護ご衛えい専門の妻を探さなくては」」」

			　真面目に、もう１人嫁さんを探し出すつもりでいやがる。

			　魔物でいーじゃんって言うと、

			「「「貴方の命令に逆らえる人じゃないとダメなんです」」」

			　ああ、なるほどね。

			　守るってのは、暗殺とかじゃなくて他の方面もあるのか。

			　今までモテてなかったから考えてもなかったけど、真面目に変な女に責任とれって言われたりしたら、立場上大問題だよな。

			　それを防ぐために、24時間警護の相手がいるわけだ。

			　兵士だと俺の命令に逆らえないし、プライベートだと言えば簡単に追い払える。

			　しかし、妻となれば話は別。

			　ずっと一緒にいることに何も問題がない。

			　これは、確かに探しておくべきだな。

			　護ご衛えいも兼ねるから、しっかりした人じゃないとダメだ。

			　俺に惚ほれた腫はれたでは務まるようなことじゃない。

			　オリエル、クアル、キルエ、アンナたち並みに忠義が厚く、それなりの武力と知力がいる。

			　……どこにいるわけ？

			　この４人を引っ張れないことはないが、全員専属の主がいるしな。

			　しかも、仕事持ちだ。

			　ま、これはすぐにどうにかなる話じゃねーな。

			　そんなこんなを考えていると、全員が席に着き始めていたので俺も席に着く。

			「さてと、次の議題は、各国の魔族とランクスへの対応ね。これを確認しておきましょう」

			　セラリアがそう言うと皆が頷く。

			　各国の王も異論はないようだ。

			「そうね。お父様、お姉様から聞いてもいいですか？」

			「そうじゃな。アーリア、どう判断するべきだと思うか？」

			「はい、魔族に関しては警戒を引き上げるべきかと、ウィードだけに偵てい察さつが来るとは限りませんし、なにか心変わりがあって、各国を攻めないとは言えません」

			　ふむ、アーリアの言う通りだな。

			　ザーギスたちの話は、あくまでも信しん憑ぴよう性せいのある情報なだけで絶対ではないのだ。

			　国境近くの監視を強めるのは当然だな。

			「ランクスにつきましては、正直、下手に手の出しようがありません。ウィードの勝利は疑っていませんが。ですからと言って、我が国が最初から味方をするわけにはいきません。相手方には勇者様がいますから。できるとすれば、そうですね。すべてが終わったあと生まれ変わったランクスへの支援でしょう。その時、そこがランクスと呼ばれているかは疑問ですが」

			　ロシュールとしては、これ以上は手の出しようがないな。

			「なるほど、お姉様、ありがとうございます」

			「いいえ、国を治める者の責務です。セラリアも大きくなったわね」

			「お姉様の苦労が、今、骨身にしみております。ですが、よき夫や側室もいますので、何も問題はありません」

			　セラリアがそうアーリアに言うと、アーリアは嬉しそうに顔をほころばせる。

			「コホンッ。次は、そうですね。リテアの対応を伺うかがってよろしいですか？」

			　顔を赤くしたセラリアが、アルシュテールに次を促うながす。

			「はい。リテアとしても、国境の警戒を強めるぐらいしか魔王や魔族への対応策はないですね。ランクスに対しては、もう早馬を出していますが、ランクスの教会へ人員を派遣し、多くの一般人をなるべく救うために支援するよう言っています」

			「教会を使って人々を支援か。助かるわ。いくら勇者様が手を回したとしても限りがあるから」

			　ここは、アルシュテール率いるリテアの宗教国家としての出番だな。

			　この大陸に、リリーシュの息がかかった教会は山ほどある。リリーシュは愛や慈じ愛あいを司る女神だから、結婚式を取り仕切る意味でも教会が各国にあり、司祭が派遣されている。

			「ですが、直接的な支援はロシュールと同様、すべてが終わってからですね」

			「当然ね。アルシュテール、協力感謝するわ」

			「いいえ、此こ度たびのことはどうみてもランクスに非があります。私も協力はできる限りさせていただきます」

			　リテアとしては、このぐらいだろうな。

			　思った以上に動いてくれている。

			　タイキ君の心労が少しでも減るといいな。

			「で、最後はガルツですが」

			「魔族に関しては、２国と同じで警戒レベルを引き上げるぐらいしかできんな。だが、ランクスに関しては、ダンジョンに向かって行軍してくる際、ガルツ領内を通ることになる。民に通達を出さねばならんし、駐留するであろう村などで略りやく奪だつが起きないよう監視の派遣も必要。事が済んだあとも、勇者様を支援してランクスの平定に協力せねばなるまいな」

			「そうですね。頭の痛いことです。そのための経費をどこから捻出するべきか……」

			　ガルツ政務のシャールが頭を抱えている。

			　ランクスの軍事行動を認めるにあたって、ガルツは領内の通過を認めなければいけないし、通るルートも指定しないといけない。それに伴って、駐留箇所近くの村々に被害が及ばないための措置も必要だ。

			　いくら先の戦争が終わったとはいえ、いや、終わったからこそ、この出費は痛いだろう。

			「こちらの問題でもあるから、お金は出しても構わないわよ」

			「嬉しい申し出ですが、ランクスの件はガルツの失態ですから」

			　セラリアが協力を申し出るが、確かにガルツの体面上、援助を受けるのはよろしくない。

			　ランクスが負けると決まっているなら、なおのこと。

			　下手にウィードから援助を受ければ不審に思われる。

			　今回のランクスの挙兵は、元をたどればガルツがランクスをウィードの建国祭へ案内したのが発端なのだ。

			　自らが紹介した客の失態を他人に、しかも主催者に押し付けるのはどう見ても外聞が悪い。

			　だから、今回のことはなんとしてもガルツ自身で処理を行わないといけない。

			「そうですね。ならば、事が終わったあと、勇者様を介してこちらから技術提供をするというのはどうでしょうか？」

			「へぇ、ラッツ、いい案ね。それならウィードが援助したことにならないし、勇者様からガルツへの返礼としても使えるわね。どうかしら？」

			「それならば、返事は控えさせていただきますが、多分問題ないかと。しかし、技術提供ですか……いったい何を？」

			「そこら辺は、そこの夫と勇者様が考えるわよ。まあ、今ある技術提供でも構わないけど。まずは、夫たちが色々考えるのを待つ方がいいと思うわ。発想が明後日の方向だから」

			　酷ひどい言われようである。

			　物作り大国日本の何がいけない。

			　皮むき用のピーラーとか便利なんだぞ!!

			　おろし金とかも!!

			　あ、これ、この世界で作ったら売れるんじゃね？

			　一般雑貨は色々あるけど、調理器具は包丁とかまな板、鍋とか基本的な物しかないしな。

			「ほら、何か思いついたみたいよ」

			　セラリアの奴、嬉しそうにこっち見るなよ。

			　俺の不満顔を見てご満悦なのか、さらに笑顔になる。

			「そういえば、セラリア。各国の対応はわかったが、ウィードはどうするのじゃ？　いや、大方わかっておるが、一応な」

			「そうですね。お父様の言う通りです。ウィードは、今回の件で魔族がウィードに偵てい察さつに来ることが予想されるため、出入口の警備を強化。ウィード入口の外側の町は、特に警戒を強化し、民には注意を促うながします。なお、ランクスに関しては、どの程度の規模で攻めてくるのかわからないので明言は避けますが、確実に潰します。

			　交易に関しては、ランクス軍がガルツへ到着したという報告を聞いた時点で停止いたします。再開は、ランクス軍壊滅後から１週間を空ける予定です。さらに、ランクス軍は１人残らず捕縛および殺害する予定ですが、逃げる者が出るかもしれません。ロシュール、ガルツ両国内で盗とう賊ぞくなどになる可能性もありますので、そちらへの警戒もお願いします」

			　こうして各国の対応は決まり、交易の話へと移っていった。

			　お金関連だから、白熱するわするわ。

			　国家繁栄にも繋がるから仕方ないけどな。

			「さてと、次は何をするべきか」

			　書類に目を通しながら、次にするべきことを考えていく俺であった。

		

	
		
			第１１７掘　噴いた

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　とりあえず会議は交易関係の話に移ったので、ラッツやエリス、ミリーたちの面々に任せて、用のない人員は部屋から出て来た。

			「なんだ、息子よ。これから用事はないのか？」

			「そっちこそ用事はないのか、親父」

			「アーリアに任せておるからな。特に、これと言ってやることはないわ。ここはわしの国でもないからな」

			　さすがに各国の王は１人を除いて、会議室に残って交易交こう渉しようの進展を見つめている。

			　セラリアも同様。

			「じゃ、酒でも飲むか？」

			「うむ。ブランデーがいいな」

			　昼は回っているが、まだ日中だ。酒を飲むことに抵抗がないのはどうなんだろう。

			　誘ったのは俺だが。

			　そんなことを思いつつ、まあいいかって感じでロシュール王と連れだって歩く。

			「護ご衛えいもいないけど、いいのか？」

			「わしより強い奴は護衛におらんしな。それを言うなら、息子もじゃろ？」

			「俺も同じだしな。あ、でも、女関係に気をつけろって言われたな」

			「ああ、そうじゃな。枯れて見える――枯れてはおらんが――わしはいいが、息子は元気じゃからな。知らぬ間に子供を作ったら大事だのう」

			　ロシュール王も、あっさり先日話題に上った問題に気づき指摘する。

			　やっぱり、対策は必要か。

			「しかし、息子の周りは側室も含め全員多忙だからな。兵士というわけにもいかんし、色々面倒だな」

			「だよなー。ま、考えてすぐ答えが出るわけでもないし、なんとかなるさ。最悪、引きこもればいいだけだし」

			「まあ、それも答えの１つか。こればかりは、いい人材がいるかどうか次第だからのう」

			　そうだよな。

			　さて……さすがに庁舎を出るとなると名目上護衛がいるし、そこまでは面倒だ。

			　だから、庁舎にある接客用の一室に足を運んだのだが……。

			「あの、ユキさん」

			「ん？」

			　確か、エリスの部下のティファニーだったかな。

			「会議はもう終わったんですか？」

			「ああ。ちなみにコレ、ロシュール王ね」

			　横にいる爺じいさんに、指をさして言う。

			「あわっ!?　も、申し訳ございません!!」

			「いやよい。仕事なのじゃろう？　その勤勉さを褒ほめこそすれど、非難する理由は１つもない。これからも、娘や息子の手助けをしてやってくれ」

			「は、はい!!　ありがとうございます!!」

			　ティファニーが、ガチガチになりつつも返事を返す。

			　このままでも面白いのだが、話が進まないので仕方ない。

			「で、どうしたの？」

			「あ、それがですね。言われた通り、奴ど隷れい商人の方を迎える方策ですが、本日、すでにこちらに来ているんですよ」

			「へえ、そりゃ早い。じゃ、予定通り案内してくれ、俺が対応に出る」

			「え、いいのですか？　ロシュール王と何かあったのでは？」

			「構わんぞ、ブランデー一式をくれるなら」

			「飲むのはやめないのな」

			「そりゃ、やめる理由がない」

			　そんなこんなで、接客室にブランデー一式、ツマミも色々出して、酒飲み爺じじいはほったらかしにした。

			　セラリアに報告もしといたけどな。南無。

			　さて、奴ど隷れい商人を迎える方策だが、一見、ウィードの理念に反するのではと思われがちだ。実際、その点を指摘してきた嫁さんもいるが、それは違う。

			　奴隷のイメージをひと言で言うと、酷ひどい目にあう、人権がない、物のように扱われるといったイメージが多く、この世界でも奴隷は悲惨の代名詞でもある。

			　しかし、別の側面から見れば救済措置でもあるのだ。

			　１人の人間をお金に換えることで、村全体が救える、家族が食べられる。

			　これは悪いことではない。

			　寧むしろ奴隷という制度がないせいで村が滅びたり、家族が飢うえたりする方が悲劇だ。

			　人をお金で売り買いするなどと顔をしかめるかもしれないが、それで救えるものが有るのも事実。

			　というか、それがこの大陸に合っている方策……ルールなのだ。

			　現代日本には、最低限の生活が保障され、お金が支給され、病気になればただで簡単に通院できる制度がある。

			　だが、この大陸にはそんな制度はありはしない。

			　以前のリテアの状況を見てもわかるが、首都であれだけの難民がいたのだ。

			　村落まで手が回るわけがない。

			　だから、その代わりとなりうるのが、奴ど隷れい商人たちだ。

			　一部の人間が犠牲になるが、誰の命も失うことなく村落を救う最終に近い手段。

			　まあ、悪い面も山ほどあるが。

			　だから、この大陸において奴隷がなくなることはあり得ない。

			　いや、遠い未来になくなることはあるが、今すぐなくなることはない。

			　ならば、そうやって売られた人たちを、ウィードという国家で受け入れる態勢を作ろうと思ったのだ。

			　奴隷商人お断りなんて宣言すれば、その奴隷たちは他所に売られ、そこの法に準じて扱われる。しかし、奴隷商人を受け入れれば、ここに来る奴隷たちは助けられる。

			　より安全な場所を提供できる。

			　商人としても無駄な奴隷を売り払うにはいい場所だし、これから交易の中心になるのだ、顔を売っておいて損はない。

			　さすがに、相応の審査はさせてもらうが。

			　――と、そんなふうに長々と説明をして、嫁さんたちにはウィードに奴隷商人がいる必要性を説いてある。

			　特に、奴ど隷れい経験のある妻たちは最初は反対していたが、話を聞いて賛成してくれた。

			　冒険者も受け入れている手前、冒険者用の奴隷販売を多少認める必要はあるだろうが、奴隷に対しての暴行を禁ずるなどの法を通せば、何とかなるかなと思っている。

			「すいません。お待たせいたしました」

			「いえいえ、事前のご連絡もないのに対応していただき、ありがとうございます。私は、商人のアスと申します」

			　１階の奴隷商人専用の接客室。

			　ここは、一見、壁に覆おおわれているように見えるが、マジックミラーで室内がのぞけるようになっている。

			　奴隷商人の見極めのためだ。

			　エリス、カヤ、デリーユが、この件を聞いて会議を中座し、見極めに来ていた。

			「しかし、ユキ参さん謀ぼうが対応に来られるとは……」

			「私のことを、ご存じで？」

			「ええ、あの結婚式。拝見させていただきました。見事なものでした」

			「それは、ありがとうございます。と、今日は奴隷商の件でよろしいですか？」

			「はい、そのことでお伺うかがいいたしました。なんと、ここで奴隷商を募集しているとか」

			「いえ、募集というよりですね……」

			　そんなこんなで、話をしていく。

			「なるほど。外部からの奴ど隷れいの受け入れを……」

			「そうですね。よろしければ、そちらで余っている奴隷を適性の価格で引き取りますし、継続してくれるのであれば、商業区で店を構えることも許可できます」

			「しかし、それだけであれば、ダンジョンを訪れた奴隷商人に売ってもらえばよいのでは？」

			「それだけでは安定しませんからね。このウィードにも、常駐してくれる奴隷商人が必要ということです」

			「ウィード内では、奴隷商人はいい目で見られないように思われますが……」

			「それは否定しません。しかし、奴隷商人の貴方方がいたからこそ、救えた命もあるでしょう？　それを私は知っています」

			「ユキ参さん謀ぼう」

			「このことは、代表たち全員に話を通しています。なのでウィードは全力を挙げて其方そちらを支援いたします」

			「ううっ、申し訳ありません。そのようなこと言っていただけたのは初めてで……」

			　彼は涙を流しながら、自分がなぜ奴隷商人になったのかを話してくれた。

			　アスさんは、もともと普通の雑貨を扱う商人だったが、村々へ売り歩いているうちに、貧困にあえぐ人々から村人を買い取って欲しいと懇願されたそうだ。

			　そして苦渋の末、村人を買ったのだが、それが問題だった。

			　彼は、それで奴ど隷れい商人として認識されてしまった。

			　だから、貧しい村々は、彼に村人を引き取ってもらいたがった。

			　一度やってしまったことゆえ、断れもしない。

			　だが、買い取った人々は増えていく。その分、お金は減っていく。

			　仕方がないので、破産する前に奴隷商人として本格的に動き出したそうだ。

			　だが、世間の目は冷たく、罵ば声せいや非難は当たり前。

			　村人を押し付けた村々も、彼が買い取った奴隷を売り払ったことを責め立てた。

			　バカな話である。

			　村々は、彼は売らないだろうとたかをくくって、いずれ返してもらおうと判断していたのだ。

			　彼に責任はない。

			　まあ、この話がすべて本当かどうかは判断しかねるが、現段階では、取り引きするのをはねる理由にはならない。

			「どうか、私にその話を受けさせてください。ここでなら、皆、酷ひどい扱いに怯おびえなくて済みます。売った人々の多くは、不ふ遇ぐうの果てに骸むくろになりました。それを少しでも減らしたいのです」

			　マジックミラー越しに見ていたエリスたち３人の反応は、「許可」だった。

			　俺も問題はないと判断する。

			「はい、これからよろしくお願いします」

			「ありがとうございます!!　あ、忘れていました。ここで勤められそうな子を見繕つくろってきましたので、どうかこちらで雇っていただきたい」

			　そう言って、アスさんは部屋を飛び出して、数分後、４人の女性を連れて戻ってきた。

			「今回のお礼でもあります。遠慮せず、使ってやってください」

			「はぁ、どうもありがとうございます」

			　いきなり、奴ど隷れいを連れてこられてもな。

			　普通なら、訓練所行きなんだが。

			　そう思いつつ、一人一人、一応鑑定していく。

			　ここで雇って欲しいというだけあって、全員、算術のスキルがあったり、話術があったりと有能だ。

			　これなら、訓練所よりもエリスやラッツに頼んで、直接指導した方がいいかもな。

			　そして、最後の子を鑑定したところで噴いた。

			　外見は美人ではあるが、ミリーやラッツよりも年下、デリーユよりは年上。

			　高校入りたてぐらい？

			　今までいなかった、いやラビリスがいたけど、成人サイズの白髪のツインテール。やや後ろよりのツインテールだから、なんて言うんだっけ？

			　まあいいや。赤い瞳ひとみでしっかりとこっちを見つめ返している。

			　その子の名前はリーア。

			　

			【名前：リーア

			　種族：人族

			　身分：奴ど隷れい

			　性別：女

			　職業：奴隷（未覚醒勇者）※高レベルの鑑定で認識可能

			　年齢：○○歳　※この世界の登場人物は、すべて18歳以上です

			ＬＶレベル：４　ＨＰ体力：90　ＭＰ魔力：１３０　ＳＴＲ筋力：７　ＤＥＦ防御力：６　ＩＮＴ賢さ：70　ＡＧＩ素早さ：12

			　ＬＵＫ運：８

			　スキル：算術ＬＶ２　話術ＬＶ１

			　（未覚醒：愛の勇者スキル）※高レベルの鑑定で認識可能】

			　

			　何やってんの!?　勇者――――!?

			　俺は、お茶を噴き出してむせた。

		

	
		
			第１１８掘　状況把は握あく

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「ごほっ、げほっ、気管に茶が入った」

			　なに、あれ？

			　最近のファンタジーって、勇者が奴ど隷れいで売られてるの？

			　奴隷から勇者へのサクセスストーリー？

			「だ、大丈夫ですか!?　ユキ参さん謀ぼう!?」

			「ああ、大丈夫です。飲み損ねただけですから」

			　そこで、いきなり扉が勢いよく開かれる。

			「貴様!!　ユキに何をしたのじゃ!!」

			「ユキさん、大丈夫ですか!!」

			「……毒!?　しっかりして!!」

			　デリーユ、エリス、カヤが入ってきて俺を守るように囲み、奴隷商人のアスさんを睨にらみ付ける。

			「誤解だ。お茶を飲み損ねただけだ。すいません。妻たちがお騒がせしました」

			「でも!!」

			「大丈夫だって、アスさんは何もしていない」

			「……はい」

			　そう言うと、３人は後方に下がる。

			　一緒に座ってもいいと思うけどな。

			「重ねて申し訳ない。妻たちが少し過剰に反応してしまった」

			「あ、いえ。当然だと思います。私には何も害はありませんし」

			　そのあと軽く話をして、明日詳しい説明と打ち合わせを行うことを約束し、アスさんとは別れた。

			「あの、ご主人様。私たちはどうすればよいのでしょうか？」

			　室内に残された４人が、心細そうに俺に声をかけてくる。

			　そうそう、それが問題だ。

			「とりあえず、そこのソファーに、皆座ろう」

			「い、いえっ!?　そんな恐れ多いことを!?」

			　勇者の卵を含めて全員が首を横にブンブン振る。

			「いいんですよ。ここは奴ど隷れいだからと言って、虐しいたげるようなことはしません。１人の人として扱うんです」

			「……だから、心配しなくていい」

			「ここには、奴ど隷れいに振るうための鞭むちなんぞありはせん。叱しかることはあるがのう」

			　同じ女性陣からの言葉で安心したのか、４人もようやくソファーに座ってくれる。

			　さて、俺も少し悪戯いたずらの準備をしようか。

			「さて、人数も増えたことだし、お茶の準備でもするわ。でだ、エリス。その子たち、話によれば算術とかのスキルを持ってるらしい。訓練所に回すより、直接指導した方が即戦力になると思うんだ。とりあえず、話を聞いてくれ」

			「なるほど。すでに算術を取得しているのなら、訓練所は飛ばしてもいいかもしれませんね」

			　そんなやり取りをして、俺がすでに鑑定でスキルを確認済みだと合図を送る。

			　これは前から決めている合図で、相手の言動などを鑑定によって本当だと判断できれば「らしい」、嘘なら「だと」と語尾を変えるようにしている。

			　後は、性格面の問題になるから、エリスと面接して判断してもらうしかない。

			　まあ、性急に今日決める必要もないし、１週間ほどウィードでのんびりしてもらって街に慣れてもらうのが先だろうが。

			「ほい、皆お茶なのは勘かん弁べんしてくれ。お菓子はこれな」

			　さすがに、急須しかない場所でコーヒーや紅茶を作れるほど俺も人間離れはしていない。

			　俺から直々にお茶をついだせいもあるが、４人はやはり極度に緊張していたが、嫁さんたちが飲み始めてようやく落ち着いたようで飲み始めた。

			「お茶を飲みながら聞いてくれ。また説明することにはなるだろうが、これからの話だから、一度軽く聞いておくと不安も取れるだろう。いいか、ここでは……」

			　そう言って、ウィードの奴ど隷れい制度はあくまで自分たちを買い戻すための労働という扱いなだけで、支払いが終われば街を出ていってもいいし、そのままここに住んでくれてもいいというこということなど、簡単に、この国のことを説明していく。

			「とまあ、そこまで緊張する必要はないってのはわかってもらえたかな」

			「はい」

			「すごいんですね」

			「頑張って働きます!!」

			「……はい」

			　リーアという名の勇者の卵だけは、なぜか反応が薄い。

			　こりゃ、相当な経緯で奴隷に落とされたか？

			　こっちの話を、半分も信じていないような感じだな。

			　いや、すべてに絶望しているような感じか？

			　なにか、カヤに似ている気がしないでもない。

			　と、少し流れを変えるか。

			「エリス、ちょっと耳を貸してくれ。簡単な話だから、お茶飲みながらでいい」

			「なんですか？」

			　そして、リーアが未覚醒勇者だと告げる。

			「ブホッ!!　ゲホッ!!」

			　予想通り噴いた。

			　残りの２人も同じ反応をした。

			　特に、デリーユはひっくり返った。

			　器用だよな。

			　そのあとは軽く雑談をして、明日案内をすると約束して、別れた。

			「エリスが空いている旅館へ案内したようじゃな。さすがに訓練場にねじ込むにも、来週になるじゃろうからな」

			「……でも、あの子が勇者様なんて」

			「まあな、レベルは４だし、まだまだこっちの方が強いが」

			「ユキも意地が悪いのう。妾わらわは驚きすぎてひっくり返ったわ」

			「悪い悪い。しかし、リーアだけは、対応を慎重に決めないといけないな」

			「……あの子。きっと、あの争乱での被害者。わかる。あの目、家族を目の前で失くした。それで世界すべてがあやふやで信じられないんだと思う」

			「勇者様がのう……。世界はかくも厳しいのか」

			　カヤとデリーユは、リーアたちが去っていった方を見つめていた。

			　

			　時は過ぎて、晩ご飯後の一服。

			「お兄ちゃん、勇者様に会ったんですか!!」

			「兄様、勇者様は男の人じゃなかったんですか？」

			「……ふむふむ、なるほど。私に似ている美少女ね。胸もエリス、ミリーには負けるけど大きいわね」

			　ラビリスが、俺の心中を透視してリーアの容姿をそう評する。

			「ラビリスちゃん、ずるいです!!　私も見たいです!!」

			「私もみたいです!!　ラビリスちゃん、みせてー!!」

			「ちょっと２人とも、無理よ!?　こら、きゃぁぁ～!?」

			　そうやって迫られて、ひっくり返るラビリス。

			　スカートもめくれるのだが、なんつー下着を穿はいてやがる。
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			　衣類をＤＰで出して以来、趣味とかあるだろうから、カタログを多数渡してやって自由に出していいと言ってはいるが、ラビリスが着けているのは、ほとんどスケスケのランジェリーだ。

			「……いいのよ？」

			「よくねーよ。２人と遊んでろ」

			「ちぇ」

			　再び３人で、きゃっきゃっと仲良く談笑を始める。

			「へぇ、ああいう下着が好きなのね」

			「……セラリア、そこから離れろ」

			「まあ、いいわ。あとで穿はいてみて反応見ればいいだけだし。それにしても勇者様ね～」

			「トンデモないのが、来ましたね」

			「でも、レベル４なんでしょう？　しかも未覚醒。普通に扱っていいんじゃない？」

			　セラリアの言葉にラッツが同意して、ミリーが案を出す。

			「まあ、ミリーの言う通り、このまま普通の人として一生を送るなら問題ないのですが」

			「これが、下手に覚醒して勇者だとばれたら、ウィードは勇者様を奴ど隷れいとして引き入れ、下働きをさせていたってことになるわね」

			「うわー、それはまずいって、僕でもわかるよ」

			　リエルがセラリアの語る未来を聞いて顔をしかめる。

			　セラリアの言う通り、そんなことになれば、勇者を保護する以前に奴隷として受け取ったのがとてもまずい。

			　ウィードを邪魔と思う連中には格好の餌になる。

			「そういえば、ユキさん。その勇者様はユキ様やタイキ勇者様と同じ異世界から？」

			　シェーラが思い出したように聞いてくる。

			　そういえば、異世界人ではなかったな。

			「確か『愛の勇者』ってあったな。異世界からとかはなかった」

			「なるほど。素晴らしいですね。私たちの大陸から勇者様が生まれるとは」

			「それは嬉しいのですが、奴ど隷れいですからね。って、ちょっと待ってください。旦那様、『愛の勇者』と言いましたか？」

			　ルルアが変に食いついてきた。

			　どうしてだ？

			「ああ、確かに、愛の勇者だった」

			「それ、リリーシュ様が関係しているんじゃないですか？」

			「「「あ」」」

			　そこから即時にリリーシュを呼び寄せ、尋問が始まる。

			　ちなみにリリーシュは、ルナと違って、ウィードにあるリテアの教会で司祭として暮らしている。

			　昔から司祭に扮してリテアを良くしていこうと頑張っていたそうだが、リテアでは上手くいかなかったそうだ。

			　何度か司祭のままの姿で大聖堂に赴おもむいて話を聞いてもらおうとしたが、追い返されたらしい。

			　この話を聞いたとき、アルシュテールとルルアは卒倒しかけた。

			　そりゃ、自分たちが祭ってる神様を門前払いしたとか、罰当たり以前の問題だよな。

			　といっても、それはアルシュテールやルルアの数代前の話で、以降はひっそり地方の司祭として頑張っていたそうだ。

			　閑話休題。

			　現在の問題は「愛の勇者」のことだ。

			「ああ、その子、ここに来たんですね～。私が見込んだ通り勇者になったんですね」

			　にこやかに肯定しやがったよ!?

			「リリーシュ様、ご説明願えますか？」

			「はい、構いませんよ。10年ほど前のことで……」

			　簡単に説明する。

			　神様は各々１人だけ、己にちなんだ勇者を選定できるのだ。

			　基本的に、使えると思ったり思考が近い人を選定して、自分の手助けしてもらうことを目的として認定するのが勇者だという。

			　聖女や聖人などとは比べ物にならないほどの補正が加わり、文字通り勇者様として名をはせることができる。

			　しかし、難点もあり、そうホイホイと勇者の称号は与えられない。

			　１００年に１人。

			　それが、神々のあいだで決められた最速ペースだそうだ。

			　でも、大たい概がい、勇者の称号を持つものは戦争や政治の矢面に立たされ、長生きはしない。

			　なので、リリーシュは当時司祭を務めていた場所でリーアを見出し、覚醒条件を与えて勇者となるように仕組んだとのこと。

			　でも、今、奴ど隷れいですがね!!

			「はぁ、リーアちゃんが奴隷ですか……。悲しいですね。でも、ウィードにいるなら安全ですね。ここでなら、安全に勇者へと覚醒できると思います」

			　いや、覚醒されたら非常に迷惑なんですけどね!!

			「ええっと、リリーシュ様。覚醒条件はどのようなことで？」

			「それは、愛の象徴、エッチをすることです!!　でも、無理やりはダメですよ？　無理にエッチすると力が暴走して辺りを吹き飛ばしますから。リーアちゃんを守るためにも、そこら辺の安全対策は完かん璧ぺきなのです」

			　完璧じゃねーよ!?

			　ウィードの住宅街に避難警告出さねーといけねーじゃん!?

			「……ちょっと待ってください。それでは、いずれリーアは勇者に覚醒するのですね」

			「はい、さすがに誰ともエッチしない人生はそうそうありませんからね。命の危機に際しては勇者のスキルが発動して守りますし、よほどじゃない限りリーアちゃんは死にません」

			　うーん、リリーシュのおかげでリーアは今まで生き残り、奴ど隷れいで済んでるという可能性もあるな。下手したら、もう骸むくろか。

			　そして、実質、勇者覚醒は止められないと。

			　ウィードに被害が出る可能性があると告げられたことで、全員が沈ちん黙もくしている。

			「貴方」

			「なんだ」

			「リーアを落としなさい」

			「はぁ!?」

			「わかってるでしょう？　このままじゃ勇者のことが露見するし、ウィードにも被害が及ぶ。普通なら自然の流れに身を任せるのが当然でしょうが、今回は見過ごせないわ」

			「おいおい、俺は人の心を……」

			「わかってるわ。だから、貴方もリーアもお互い愛し合っていれば問題ないでしょう」

			　本気か。

			　目がすわっている。

			「旦那様、愛に正しい道などないのです。私がそうであったように。どうか、彼女を守って愛してあげてください」

			　ルルアが後ろから抱き着く。

			　まあ、言っていることはわかる。

			　必要性もわかる。

			　問題は、俺が獲物を定めて落とせってことだ。

			　俺は、ギャルゲーの主人公じゃねーぞ!?

			　しかも、最後のクライマックスで辺り一帯吹き飛ばすかもしれない覚悟が必要。

			　どんな難易度ですか!?

		

	
		
			第１１９掘　選択肢をくれ

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　俺はかつてないほど、苦しんでいる。

			　誰か替われるなら替わってくれ。

			　いまだかつて女性を口説いたことがない俺には、難易度がハードすぎる。いや、インフェルノ。

			　そんなことを考えながら布団から抜け出し、３人を抱えて、洗面所で顔を洗い歯を磨きに連れて行く。

			「ほら、顔あらうぞー」

			「うにゅ。はい、兄様～」

			　フィーリアを抱えて、顔を洗わせる。

			　そのあと、コップと歯ブラシを渡して歯磨きをさせる。

			　次にアスリン、ラビリスとやって自分の番になる。

			「……どう見てもフツメンだ」

			　鏡の前に映る俺は、どう見ても凡人の顔立ち。

			　イケメンではないとハッキリ言える。

			　そのことに、今まで後悔したことはない。

			　だが、今はイケメンでないことがこれほど悩みになろうとは!?

			「ユキ～」

			　ラビリスが抱っこを要求する。

			　いかんいかん、こんなネガティブでは成功するものも成功しない。

			　そう考えを振り払い、ラビリスを抱っこして洗面所に向けようとしたのだが、ラビリスが、そのまま俺にキスをしてくる。

			「大丈夫よ。あなたはどこからどう見ても、最高の男よ」

			「歯磨き粉の味がする……」

			「たまにはいいでしょう？」

			　そう言って、またラビリスがキスをしてくる。

			　その様子を見ていたアスリンたちが騒ぎだして、結局、２人とも朝からキスをするハメになった。

			　嫌ではないけどな。

			　寧むしろ好きですよ。

			　そして、朝食後の一服。

			　大体、朝はここで皆が今日の予定を言いあって、お互いの行動を軽く頭に入れておく。

			　コールでいつでも連絡できるとはいえ、会議中にコールしても迷惑だからな。

			「じゃ、皆、今日も１日頑張ろう」

			「「「はい」」」

			　俺がそう言って締めくくろうとしたのだが……。

			「待ってください。ユキさんには、今日から１人新人を任せたいのですが」

			「ええ、ユキもクアルみたいな従者が欲しいって言ってたわよね」

			　エリスの声で立ち止まり、セラリアの話で予想が付いた。

			「待て、さすがに性急すぎないか？　こう、恋愛っていうのはじっくり……」

			「昨日、リーアに声をかけている男性を４人、旅館の食堂にて確認しました」

			「……」

			　うっそぉ。

			　いくら美少女でも、早すぎね？

			　そういうのは漫画の世界だけにしてくれ。

			「わかったかしら？　彼女たちは、昨日の今日で声をかけられても余裕はないでしょうが、もう放っておくわけにはいかないのよ」

			「お兄さん、知らないんですか？」

			「なにを？」

			「お兄さんの愛のいっぱいこもった結婚式のあと、教会では相次いで結婚式の申請が舞い込んでるんですよ」

			　なにそれ、ラッツ!?

			　結婚ブーム!?

			「知らなかったんですか？　訓練所でもカップルが多数できて、式を挙げるために頑張っている人が多いんですよ」

			「うんうん。前より、真剣に仕事に取り組んでる人も多いし、あの結婚式を見て感化されたのか、男女共に積極的なんだよ」

			　トーリとリエルも、俺が知らなかったのが意外そうにこちらを見ている。

			　ひぃぃぃぃいい!?

			　昔の自分を殴りたい!!

			　首を絞めてるよ、自殺志願だよ、これじゃ!?

			「なに、あわててるのよ。あの結婚式は、こういう事態を促進するためでしょ」

			「確かに旦那様は言いました。この結婚式で私たちのようになりたいと思わせれば、色々な面で頑張る人が増えると。愛は偉大だと!!」

			　セラリアは何を驚いてるのよって感じだし、ルルアに至っては結婚式の時を思い出したのか、変に誇こ張ちようが入っている。

			　いや、そういいう事態を予想はしてたよ。

			　だけど、それがこんな事態になるとは思わねーよ!?

			「とにかくそういうことなので、私たちと一緒に来てください。４人、いえ、３人は私、ラッツ、ミリーで引き受けることになりました。だから、残りのリーアをユキさんが連れて行っても不審ではありません」

			　くうー。お仕事完かん璧ぺきね、エリス!!

			　旦那として嬉しいよ。ちくしょう。

			　観念して、昨日の４人を迎えに旅館に行くと、すでにフロントで待っていたようで、俺たちが来た途端、こっちに集まってくれた。

			「おはようごさいます。昨日は、よく眠れましたか？」

			「はい、エリスさん」

			「凄すごいですね。お布団って初めてでしたけど、ふかふかでぐっすり寝られました」

			「ユキさんの言う通り、ご飯もとても美お味いしかったです」

			「……はい」

			　１人だけ、テンション低いんですけど!?

			　ものすごく低いんですけど!!

			　しかも、どう見ても勇者ですよね？

			　リーアちゃんですよね!?

			　頼む、選択肢をくれ。ゲームみたいに、わかりやすい好感度が上がる選択肢を!!

			「皆、元気そうですね。でしたら、私たちについてきませんか？　よければ今日からお仕事を教えてもいいのですが」

			「いいんですか、ぜひお願いします!!」

			「私も大丈夫です!!」

			「やらせてください。覚えてみせます」

			「……大丈夫です」

			「では、……は私に、……はミリーに。……ラッツ、お願いしますね。じゃ、ユキさんはリーアをお願いします」

			「ああ、わかった」

			　そう言って予定通り、３人は他の子を連れて旅館を出て行ってしまった。

			　なんとか、好感度を上げるしかない。

			　ん、この旅館、そういえば冒険者用だな。

			　空いてるところって言ってたから、少し割り高なこの旅館が選ばれたわけか。

			　つまり、ここには金持ちの冒険者がいて、そいつらがリーアを見て声をかけたわけだ。

			　これは、使えないか？

			　ならず者の冒険者が、俺のいない間にリーアに声をかけて怖がらせる。

			　それを颯さつ爽そうと現れた俺が助けて、ヒーロー!!

			　安直な気もするが、わかりやすいし実行しやすい。

			「あの……私は、どうしたらいいのでしょうか？」

			「ああ、ごめん。俺は、色々仕事を掛け持ちしててね。どこから行こうか悩んでたんだ」

			「そう、ですか」

			　やりづらい。

			　返事をしたものの、リーアは俺を見つめて口を閉じたままだ。

			「そういえば、冒険者の状況を聞いてなかったな。少しフロントで話してくるから、ここで待っててくれ。リーアの仕事とは少し違うからね」

			「……わかりました」

			　よし、これで自然とリーアから離れたぞ。あとはフロントで雑談しつつ、冒険者がリーアに突っかかってくるのを待てばいい。

			　まあ、旅館の状態も確認したいってのは嘘じゃないけどな。

			「これは、ユキ参さん謀ぼう」

			「いや、ユキさんでいいから」

			「いえ、一応勤務中ですし、オーナーから怒られますから。で、何か？」

			「ちょっと、ここ最近の感想を聞きたくてね。どうだ、旅館を使用する冒険者の反応は？」

			「ああ、なるほど。オーナーを呼びましょうか？」

			「いや、そこまでしなくていい。というより、オーナーには報告書をまとめるように言っている。俺が聞きたいのは、現場の生の声ってところかな」

			「相変わらずマメですね。あんまりそうやって街ふらふらして、奥様たちに心配かけちゃダメですよ？」

			「それはわかってるよ。で、どうだ？」

			「そうですね。やっぱり、トイレが問題ですかね。紙を詰まらせるとか、遊んでる人も多いようで……」

			「なるほどな。初めて見るものだしな」

			「あとは……」

			　そうやって話を聞いていると、客室がある廊下から、冒険者が数人固まって俺の横を通り過ぎて行った。

			　そして、彼らの会話が聞こえてくる。

			「お、あそこの白髪の女よくね？」

			「おお、胸もあるし、楽しめそうだな」

			　よし、よく来てくれたバカども。

			　今は、お前らに感謝しよう。

			　だが、俺の希望はもろくも打ち砕かれる。

			「やめとけ」

			「なんでだよ？」

			「あんないい女、そうそういないぜ？」

			「そういう振る舞いをすれば、二度とウィードに入れなくなるぞ」

			「そりゃ、わかってるが、ただ声をかけるだけだぜ？」

			「あっちを見ろ」

			　そう言って、男たちがなぜか俺に視線を向ける。

			「げっ、アレはユキ参さん謀ぼうか」

			「声がでかい。そうだ」

			「マジか。ミリー代表が、ランク６のビックスを一瞬で沈めたらしいが……」

			「いや、実は、嫁を守るためにユキ参謀がそう見せたって話だぜ」

			　おいおいおい、そんな話になってるんですか。

			「真相はともかく、ユキ参謀もミリー代表と同じぐらい実力があっても不思議じゃない。そして、あの少女、誰かを待っている。昨日は、なんとエリス代表の案内でここに来たらしい」

			「ちょっと待て、ということは……」

			「多分、ユキ参さん謀ぼうを待っているんだろう」

			「マジか、助かった。恩に着るぜ」

			　ひぃぃぃ、フラグが折れた!?

			　祭りのときの行動で、フラグが折れたよ!?

			　お前ら男だろ、女が欲しいなら頑張れよ!!

			「しっかし、うらやましい話だよな。見たか、あの結婚式」

			「ああ、凄すごい美人揃いだったな」

			「しかも、10人以上だぜ。男としては憧れるが、女としてはどうなんだろうな？」

			「それは女じゃないからわからんが、あんまり気分は良くないだろう。好きな男が他の女に手を出してるんだから」

			　ぎゃー!?

			　結婚式の話が、今になって最大の障害になってる。

			　わかる、わかるよ。ハーレム氏ねっていうのは。

			　でも、今ココでその話しなくていいじゃん。

			　まずい、リーアに聞かれたら絶対、不誠実な男だと思われる。

			「と、もうこんな時間か、そろそろ仕事場に行かないとな。話、ありがとう」

			「いえいえ、ナールジアさんによろしく言ってください。ハーゲンダッ○はバニラが至高だって」

			　とりあえず、ここから脱出しなくては。このままでは、リーアの好感度がダダ下がりになってしまう。

			「ごめん、待たせた」

			「いいえ」

			「じゃあ、仕事場に行こうか」

			「はい」

			　まずは、旅館からの脱出に成功。

			　とりあえず、学校に行けばひと息つけるだろう。

			　そうやって、道案内もかねて歩いていると……。

			「あの……」

			「なに？」

			「奥さん、たくさんいるんですか？」

			　聞かれてた!?

			　しかし、ここは嘘を言わず、ちゃんと誠実に答えるべきだよな。

			　えーと、セラリア、シェーラ、ルルア、デリーユ、エリス、ラッツ、ミリー、トーリ、リエル、カヤ、ラビリス、アスリン、フィーリア、キルエの14人。

			　言っていいのか？

			「14人だな」

			「……凄すごいですね」

			　そして、沈ちん黙もくが続く。

			　どう反応すればいい。

			　

			　１、凄いだろう、俺はモテモテなんだぜ!!　→ただのバカ

			　２、いや、凄くないよ。彼女たちがいいって言ってくれたんだ。　→ヘタレ

			　３、……。沈黙を貫く。　→悪いと自覚していることを証明してしまう

			　４、冗談だよ。　→嫁たちに後で怒られる

			　

			　どれだ、いや、どれも正解がねえよ!?

			　選択肢が意味をなさないよ。

			　これ、全部マイナス選択だろ!?

			　ええい、とりあず何かを話すんだ。

			　マイナスになるにしても、比較的マイナスの少ない答えを!!

			「リーアはどう思うかわからないけど。俺は皆を愛しているし、皆も俺を愛してくれる。そして、皆で協力してくれてる。だから、俺には自慢の嫁さんたちだよ」

			「……そうですか」

			　ぎゃー、恥ずかしいことを言った上に、これって、リーアはいらない、隙間なんてねーよって言ってるようなもんじゃね!?

			　たすけてくれー!!

		

	
		
			第１２０掘　学校のお仕事

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　とりあえず、学校に着いた。

			　よし、今までのマイナスは仕方がない。回避しようのない不可抗力というやつだ。

			　まずは、仕事に集中しよう。

			　これで、仕事には誠実だと見せれば、全体的に評価があがるだろう。

			「あら、ユキ先生。おはようございます。今日は遅かったですね」

			「どうも、おはようございます。今日から、私も新人をつけるようになりまして。彼女がそうです」

			「どうも、リーアといいます」

			「はい、よろしくお願いします、リーアさん。私は、この学校で教師を務めているミミアと言います」

			　挨拶はすんなりいったぞ。

			　まあ、ここで躓つまずくようなら、どうしようもないと思うが。

			「ユキ先生の新人といいますと、学校のみならず、色々お仕事をされる予定で？」

			「あー、そうですね。ゆくゆくはという感じです。いい加減、妻たちも多忙すぎて心配だと言われてまして」

			「それはそうですね。今までのユキ先生のお仕事を考えると、とてもじゃありませんが１人でこなすには無理ですからね」

			「それがわかってるから、ミミア先生たちに頼んで授業をお願いしているんですが……」

			「学校だけですからね。他は、ほとんどユキ先生の手腕ですよね？　正直、無理をして倒れられると生徒も心配しますから、無理はしないでくださいね」

			「肝に銘じておきます」

			　過労で倒れるようなことはないようにスケジュールを組んでるつもりだが、やっぱり周りから見れば忙しく見えるんだろうな。

			「と、こんな感じでユキ先生は無理をする方なんです。私は学校という場所でしか支えられませんが、リーアさんはこれからユキ先生のお付きになるみたいですから、どうかユキ先生をお願いします。彼は、ウィードの柱なんです」

			「は、はい」

			　お、なんかミミアさんの怒ど涛とうの攻めで、リーアが初めて動揺してる感じだな。

			「ミミア先生、今日はリーアに１日先生を務めてもらおうかと思っているんです。さすがに自分に合わせて、軍部に商業区にと行ったり来たりを初日からさせるのは忍びないですから。私がいない間、リーアのことをよろしくお願いできますか？」

			「はい、大丈夫ですよ。しかし、ウィードに来て初日ですよね？　訓練所が終わるのは、まだ２日ほど先では？」

			「ああ、彼女は、以前から検討してた奴ど隷れい商人の誘致で来たんです。まだ２日目ですが、算術や話術などのスキルを持つ有能な子でして、訓練所に預けるよりは、代表たちで直接指導をした方がいいのではという話になりましてね」

			「なるほど。すでに算術を。それは、代表たちのような立場にするのが適切かもですね」

			「ですが、訓練所に行ってない分、ウィードの常識に疎うといこともありますから、そこら辺もよろしくお願いします」

			「はい、わかりました」

			　ミミア先生に話を通して、他の先生にも一応、同じように通知する。

			　学校と銘打っているが、実際は、生徒はそこまで多くない。

			　２００人後半ほど。３００人にはぎり届かないぐらい。

			　しかも、まだ小学生４・５年生ぐらいの授業までしか教えていない。

			　で、リーアに簡単に授業内容をまとめた紙を渡して、確認してもらう。

			　内容は以下の通り。

			　

			・ウィードの授業

			　ウィードの成り立ち、独自のルール、ダンジョンコアの説明など

			・算術の授業

			　掛け算、割り算、分数、面積計算など

			・国語の授業

			　文字を教える、本を読めるように、契約関連の文面説明を読めるようになるなど

			・魔術の授業

			　魔術の説明、魔術の基礎、適正属性を調べる、初級魔術を覚えるなど

			・冒険者の授業

			　体力作り、武器の扱い、魔物の知識、トラップの判断、ギルドの説明、野営の説明など

			・歴史の授業

			　各国の歴史、村や街の位置を確認するなど

			・科学の授業

			　基礎的なことを教える、電気について、酸素などの元素についてなど

			　

			　これに加えて先生たちのほとんどは、宿舎でも生徒の面倒を見てもらっていて、いわば保護者代わりをしてもらっている。

			　子供たちが、ほとんど孤児なためだ。

			「というわけで、これだけ勉強ができれば、将来、仕事には困らないだろう」

			「そ、そうですね」

			　ありゃ、こっちの内容も驚いているのかな？

			「リーアさん、大丈夫ですよ。ゆっくり教えればいいですし、私たち大人も学ぶことができるんです」

			「どういうことでしょうか？」

			「大抵の人が文字を読めなかったり、計算ができなかったりするからな。一般住民にも教えてるんだよ」

			「はい、ユキ先生の考案で、学校は広く人々に開かれている場所なんです。おかげで、この３か月で文字を読める人がちゃんと増えて、計算も簡単なものならできるようになっています」

			「す、凄すごい」

			「そうか？」

			「ユキ先生は、こんな感じで色々考え方が突飛ですからついて行くのは大変かもしれません。ですが、必ずリーアさんのためになりますから頑張ってください。あ、無理はダメですよ？」

			「はい、わかりました」

			　正直、俺の好感度よりも、ミミア先生の好感度の方が上がってね？

			　しかし、仕事の話だしな。

			　現場にあまりいない俺が口出しするより、ミミア先生の方がいいだろうし。

			　ま、焦あせらなくても、リーアとはこれから基本一緒なんだからいいか。

			　そうだよ。セラリアやエリスにせっつかれて行動したけど、さすがに今日明日でいきなり恋人になれるわけもない。じっくり行くべきだよな。

			「さてと、空いてる机は……と」

			「それでしたら、ユキ先生の横につけるべきでは？」

			「でもな。空いてないし、無理に頼むのもな……」

			　断ろうと思っていると、ライヤが声をかけて来た。

			「別に、俺は移動して構わんぞ」

			　そう、ライヤとカースは冒険者の授業と魔術の授業の担当だったりする。

			　ちなみにモーブは、冒険者ギルドで新人の担当。

			　ライヤが傍そばによって来て、こそっと話しかけた。

			「勇者の件は聞いた。ウィードの人々のためだ。頑張れ。協力は惜しまん」

			「替わる気は？」

			「ない」

			　コノヤロー。

			　そのまま俺の横を通りすぎて、リーアに声をかける。

			「この学校で冒険者の授業を担当しているライヤだ。現役の冒険者でもある。冒険者関連で聞きたいことがあれば聞いてくれ。お互い同じ仕事場だしな、頑張ろう」

			「はい、よろしくお願いします」

			　そう言ってさりげなく机の上の物を片付けて、空いている席へ移動する。

			　クソ、俺の胃に穴を開けたいのか。

			　リーアに机の使い方を説明し、授業に必要なものを揃えていると、チャイムが響いた。

			「と、この音が授業開始の合図だ。ちょっと遅れてるな。ついてきてくれ、今日は何も持ってこなくていいから」

			「はい」

			　俺が担当している教室にリーアも連れて行く。

			　ここ最近、祭りや会議で学校には顔を出してない日が多いから、行ける日はしっかり顔を見せて皆を安心させないとな。

			　さすがに、リーアのためだけに子供たちを蔑ないがしろにはできない。

			　未来のウィードを作るのは、子供たちなのだから。

			「おはよー。皆元気か」

			「「「おはようございます!!」」」

			「ひゃっ!?」

			　おう、朝からビリビリくるな。

			　子供はこれぐらいがいい。

			　リーアは驚いたみたいだが。

			「今日は、新しい先生を紹介します」

			「「「わーわー!!」」」

			「算術を教えてくれるリーア先生だ。挨拶をするぞ」

			「「「よろしくお願いします」」」

			「はい、よ、よろしくお願いします!!」

			　うむ、子供の勢いに押されてるな。

			　無反応でいるのもつらいよな。子供ってのはそういう力がある。

			　恋人はともかく、少しでもリーアの心が安らげばいいと思う。

			「リーア先生、この子たちは３年生１組の生徒たちだ。子供たちの中で一番授業が進んでるクラスで、この学校ができた時からいる子たちだ」

			「ユキお兄様、いえユキ先生の言う通り、授業はどうかわかりませんが学校ができた時からいるのは本当です。このクラスの委員長をしているヴィリアです。よろしくお願いします、リーア先生」

			「えっと、はい。よろしくお願いします」

			　ヴィリアは歳の割にしっかりしてるからな。だからリーアをここに連れて来たんだが、何か問題があっても対応してくれるだろう。アスリンたちもいることだし。

			　そう思ってアスリンたちに目をやると、わかっていると頷いてくれる。

			「さあ、今日はリーア先生も初めてですから、私の授業を生徒と一緒に聞いて参考にしてください」

			「あ、はい」

			「リーア先生ー、私のよこがあいてます～」

			　アスリンが手を振って横の机を指さす。

			　うん、ナイスだ、アスリン。

			　今日は家でなでなでしてやろう。

			「今日は、俺からの授業は算術だ。ちゃんと勉強できてるか、基礎からいくぞ」

			「「「はーい」」」

			　元気な声に頷いて、わざと足し算、引き算からやって皆が怒ったのは内緒だ。

			　それで子供たちが笑うと、つられてリーアも笑っている。

			　うん、焦あせる必要ねえよな。

			　いいか、決して俺が爆死したくないとかが原因ではない。

		

	
		
			第１２１掘　壊れた少女

			　

			　ｓｉｄｅ　リーア　未覚醒の愛の勇者

			「はぁはぁ。いいか、お前たち。今から君たちの主になる人の所へ連れて行く。くれぐれも失礼のないようにな」

			「はい。ってアスさん、『君たち』って呼んじゃってますよ」

			「おっと、すまん。しかし、安心してくれ、彼ならばお前たちを粗雑には決して扱わない」

			　今、私の前には、私を助けてくれた奴ど隷れい商人のアスさんが、他の３人と一緒に私たちのご主人様の所へと案内するためにいた。

			　多分、私は幸運なんだろう。

			　奴隷に落ちたとは言え、ちゃんと食べ物や着る物も与えられて、世間一般で言う酷ひどい扱いは受けていない。

			　性奴隷の調教もなかった。

			　女はすべからく、奴隷に落ちたら、ただの性欲のはけ口として扱われると村に住んでいた頃聞いていたのだ。

			　だから、売る相手をしっかり選んでくれるアスさんに引き取られたのは幸運なんだろう。

			「アスさん、今までありがとうございます。このご恩、忘れません」

			　１人が代表してそう言うと、他の皆も頭を下げる。

			　私も、遅れて頭を下げる。

			　すると、私を見ていたのかアスさんが、こちらに近寄ってきて話しかけてくる。

			「……リーアちゃん。君は、まだここに来てから日が浅いかもしれないが、これ以上ないぐらいのお相手だ。だから、頑張るんだよ。村があんなふうになっても君は生きていた。きっと、村の皆も君が幸せになってくれることを望んでいるはずだ。今すぐでなくてもいい。いつか、笑えるようになってくれ」

			「……はい」

			「どうなるかわからないが、きっとこの３人と離れ離れにして、会えないような状況にするような人じゃない。だから、先輩たちを頼りなさい。お前たちも頼むぞ」

			「ええ、大丈夫です。リーアのことは任せてください」

			　一緒にいる３人も、いい人たちだ。

			　こんな受け答えしかできない私に、ちゃんと声をかけて気遣ってくれる。

			　でも、心が、体が反応しない。

			　私の村は、ロシュールとガルツの境にひっそりとある村だった。

			　裕福でもなかったが、食べるのにもそこまで困らない。

			　村人全員が助け合って生きていた。

			　アスさんも行商で来てくれていたし、珍しい他国の服や物に触れる機会もあった。

			　私は、こんな暮らしがきっと自分の命が尽つきるその時まで続くと思っていた。

			　でも、それはあっさりと終わった。

			　ロシュールとガルツの戦争勃発。

			　魔王の策謀。

			　それが、この争いの原因。

			　でも、私には関係のないことだ。

			　結果だけが残った。

			　村がなくなった。

			　それが、私に残された真実だ。

			　どちらの兵士だったのかはわからない。

			　ただ、私たちの村は略りやく奪だつされた。

			　必死に抵抗したけどダメだった。

			　どんどん村の皆は捕らえられ、遊びのように殺されていく。

			　女性も若い子は組み敷かれて、慰なぐさみ者になったあげく殺された。

			　私も、その１人になるはずだった。

			　目の前で父と母、妹を殺され、茫然自失になり、男に服を破られても反応できなかった。

			　しかし、気が付けば部屋は何かが暴れまわったように散乱し、父や母、妹の遺体も変な形で壁や窓にはりついていた。

			　無論、兵士たちも全員死んでいた。

			　そのあと、アスさんが行商に訪れた際、村の状態に驚きつつも生存者を探してくれて、唯一残っていたのが私だったという。

			「ごめん、なさい」

			　皆の優しさに反応できない。

			　皆だって、同じようにつらいはずなのに。

			「大丈夫。わかってるから」

			「ああ、あんなことがあったんだ。何も気にしなくていい。さあ、行くぞ」

			　奴ど隷れいにされたことを恨んではいない。

			　だって、これは奴隷というより、ちゃんとした引き取り相手を探してくれているようなもの。

			　何もできない私を養い続けるのは難しいし、売られる理由もわかってる。

			　アスさんには感謝の言葉しかない。

			　でも、反応できない。

			　私は何も返事を返せないまま、ダンジョンの中にある不思議な街の変な建物に入っていく。

			　ここはとても不思議な場所。

			　奴ど隷れいの私たちに向けられる視線は、憐あわれみでも、物を見る視線とも違った。

			　同じ人として扱ってくれる。

			　それだけでも凄すごいことなのに、ここではトイレなど、聞いたことも見たこともないものがたくさんある。

			　そんな街の代表に、私たちを引き渡すそうだ。

			　私は反応ができないせいで、皆の足を引っ張らないかとても心配だった。

			「今回のお礼でもあります。遠慮せず、使ってやってください」

			　アスさんがそう言って、私たちを１人の男性へ見せる。

			「はぁ、どうもありがとうございます」

			　そこには、黒髪の平凡な男の人が立っていた。

			　いえ、むしろ体の線は細い。

			　見た目で判断するのはよくないけど、レベルが上の人は魔物と必死に戦いを繰り広げた人物と決まっている。

			　なので、必然的に体ががっしりするはずだが、この人はまったくそんな感じがない。

			　そして、先ほどの受け答え。

			　何か困った様子だった。

			　なんというか、こんな凄すごい街を作った代表には見えない。

			　と、私がそう思っていた時、目が合った。

			　真剣に私を見つめるその目は、今までの姿は仮の姿だと言わんばかりに鋭いモノだった。

			「ごほっ、げほっ、気管に茶が入った」

			　いや、気のせいかも。

			　飲んでるお茶で、１人でむせてる。

			　が、結構大事だったみたいで、いきなり扉から３人の綺き麗れいな女性たちが飛び出てきて、男の人を守るように囲んで、アスさんを睨にらみ付けた。

			　いえ、１人でむせただけですよ。

			「誤解だ。お茶を飲み損ねただけだ。すいません。妻たちがお騒がせしました」

			　と、代表の方がその女の人たちに言い聞かせる。

			　え、妻たち!?

			　こんな美人さんたちが？

			　この人はどういう人なんだろうか？

			　そのあと簡単に交こう渉しようを終え、アスさんは帰ってしまった。

			　私たちはその場に残された。

			「とりあえず、そこのソファーに皆座ろう」

			「い、いえっ!?　そんな恐れ多いことを!?」

			　簡単にそんなことを言われても困る。

			　先ほど代表の方とアスさんが交こう渉しようの話をしていた席に、奴ど隷れいが座るわけにはいかない。

			　私も他の３人と一緒に、とんでもないと首を横に振った。

			　そんな私たちを見て、後ろにいた３人の女性が前に出てきて安心するように言ってくれる。

			「いいんですよ。ここは奴隷だからと言って、虐しいたげることはしません。１人の人として扱うんです」

			「……だから、心配しなくていい」

			「ここには、奴隷に振るうための鞭むちなんぞありはせん。叱しかることはあるがのう」

			　多分、護ご衛えいも兼ねているこの人たちが言うなら大丈夫なんだろう。

			　その言葉に促うながされて、私たちはソファーに恐る恐る腰かけた。

			　凄すごいソファーだ。

			　今まで座ったことのない柔らかさと座り心地だった。

			「さて、人数も増えたことだし、お茶でも準備するわ。でだ、■■■。その子たち、話によれば算術とかのスキルを持ってるらしい。訓練所に回すより、直接指導した方が即戦力になると思うんだ。話をとりあえず聞いてくれ」

			「なるほど。すでに算術を取得しているのなら、訓練所は飛ばしてもいいかもしれませんね」

			　代表の方がわざわざお茶を入れてくれるみたいだが、私はそんなことより、１つのことで頭がいっぱいだった。

			　まだ、名前が聞こえない。

			　そう、私はあの日以来、それまで知っていた人たち以外の人の名前が聞き取れなくなった。

			　いったい、私の中の何が壊れたんだろう。

			「さてと、ようこそウィードへ。私は、このウィードで娯楽区代表を務めています■■■といいます。少し皆のお話を聞かせてもらっていいでしょうか？」

			　聞こえない。

			　そう、だから私は下手に受け答えをすることができない。

			　心も体も壊れて、耳も聞こえない。

			　もう１人の代表の質問を前に、なんとか受け答えをしつつ。

			　私は生きていていいのだろうか。

			　もう、何度も考えた問いかけを自分にしていた。

			　気を使ってくれたのか、男の代表がお茶を配って、優しく説明をしてくれた。

			　そして、雰囲気を紛らわせようとしたのだろうか。

			　お茶を飲みながら３人の女性は、さっきの代表と同じように噴き出していた。

			　その日は軽く雑談をした後、旅館に案内されて明日また来るということになった。

			「あの、■■■代表。少しお聞きしたいことがあるのですが」

			「はい、何でしょうか？」

			　旅館という所に向かう時、１人が女性の代表に質問をしていた。

			「えーと、私たちのご主人様ですが、先ほど妻たちとおっしゃっていましたが、■■■代表以外がそうなのですか？」

			「あら？」

			　質問に驚いたのか、女性の代表が目を丸くしている。

			「す、すいません!?　不ぶ躾しつけなことを聞いてしまいましたでしょうか!?」

			「いえいえ、そうですよね。妻たちと言っても、２人ぐらいと思いますよね」

			「え？　ということは……」

			「ええ、あの場にいた私を含めた３人ですが、全員■■さんの妻ですよ」

			「ええっ――!?　あ、すいません。決して悪い意味ではなく……」

			「大丈夫ですよ。で、あなたたちからは■■さんはどう見えました？」

			「えーと……」

			「気にしないで、率直な感想を言ってください。罰したりはしませんよ」

			　そう言われて、私たちは思ったことを言う。

			　普通の人にしか見えない。

			　気が少し弱くないか。

			　お茶を自ら入れる統治者がいるのか。

			　変な人だと。

			　そんな自分の夫を軽んずるような感想を聞いても、女性の代表は笑顔でこう答えた。

			「いい男でしょう。こんな争いの絶えない日々で、あんなふうに人に優しくできるんだから」

			　そう言われて納得してしまった。

			　そして、この人がどれだけの愛情をもって、あの人を見ているのかも。

			　きっと勇者と呼ばれる人がいれば、あんな人なんだろう。

			　周りの人々全員を亡くして、自分だけ助けてもらって、まともに返事もできないような私とは違う。

			　だからこそ、思ってしまう。

			　こんなお荷物の私が、生きていていいのかと。

			「なんて言うんだろう。２文字かな？　３文字かな？　もしかして１文字かも」

			　その日の夜、私は月を見ながら、彼に勝手に勇者の姿を重ねた。

			　彼の名前を考えていた。

		

	
		
			第１２２掘　相談

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　ふう、やってしまった。

			　結局、リーアと一緒に最後まで先生を務めてしまった。

			　まあ、どこかに影響があるわけじゃないし、アスさんの奴ど隷れい商誘致に関してはエリスがやってくれたからいいんだけど。

			　久々に子供たちと過ごして楽しかったからな。

			　本当はカヤが言っていたリーアの心の傷が、どれほどのものか知りたかったのだが。

			　まだ、１日目だからなんとも言えないが、多分、彼女は身体に影響が出るぐらい心にダメージを負っている気がする。

			　だって、学校で一度も、誰の名前も呼ばなかったんだから。

			　意図的に言わないのか、言えないのかはわからんが、どっちにしてもかなり重症だ。

			　俺は心理学とかカウンセリングとかはできないが、あそこまで露骨だと、まずいとわかる。

			　これは、リーアを嫁さんにする以前の問題だ。

			　というか、これを改善しないとそのうち自殺でもしそうな気がする。

			　まずは、情報収集だな。

			　一緒に来た３人に話を聞くしかないな。

			　アスさんに聞いたら、恐縮してしまいそうだし。

			　俺から聞くのもアレだし、夕飯時にでもエリスたちに相談してみるか。

			「リーア、今日はどうだった？」

			「はい、とても、楽しかった、です」

			「そうか、よかった。何かさ、緊張してるみたいだったけど、学校に来てから笑ってたし、これからも大丈夫そうか？」

			「え、笑って、ました？」

			「ああ、気が付いてなかったのか？　まあ、それはそれでいいことだ、自然に笑えるなら、子供のいる学校は適任かもな。作り笑いだったら少し心配だが」

			「そう、でしょうか」

			「一番はリーアといて子供たちが喜んでたことだよ。それ以上の答えはないわな」

			「はい」

			　学校という環境は、リーアにとっては少なからず影響がありそうだ。

			　まあ、良い影響かは判断しづらいが、どのみち何とかしないといけないんだから、反応が出ている学校を使わない手はないだろう。

			　さすがに生徒に手て籠ごめにされたりしないだろうから、爆発する心配もないだろうしな。

			　下手な職場よりは安心か。

			　クソ、部下の職場状況も考慮しないといけないとは……いや、前から考慮してたけど、今回は人一倍考慮してるよ。

			　大変だね、管理職って。

			　普通の社長なら資金をかき集めるのが先なんだろうけど、立場上、俺は社長でもないからな。

			　とりあえず、今日は子供たちをもう寮に帰したし、俺たちも家に戻るだけか。

			　あ、そういえばリーアたちの寝床はどうするつもりなんだろうか？

			　また、同じ旅館でいいのか？

			　そんなことを考えていると、エリスからコールがかかってきた。

			「はいよ」

			『どうも、お仕事終わりましたか？』

			「ああ、今帰ろうと思ったんだけど、リーアはどうすればいい？　同じ旅館か？」

			『そのことで相談です。とりあえず、４人と直接話をしましょう。どこかで晩ご飯ということで集まりませんか？』

			「そうだな、リーアも含めて４人の意向も大事だよな。家で食べる組は、自分たちでどうにかしてもらうか」

			『そうですね。とりあえず、私からラッツたちに連絡を入れておきますので、場所はどこにしますか？』

			「実験堂がいいだろう。あそこなら希望の個室がとれるだろうし」

			『わかりました。では、後ほど』

			　エリスからのコールが切れて、リーアを連れて実験堂へと向かう。

			「何か好物とかある？」

			「特には」

			　うーん、奴ど隷れいだった人ってこういう反応が多いんだよな。

			　自分の希望を言わないというより、言えないに近いが。

			「遠慮しなくていいぞ、まあ、好物はいいとして、食べられない物は無理に食べるな。食事なんだし、楽しくいこう」

			「はい」

			　運がいいのか悪いのか、実験堂に着くまでにエリスたちには出くわさなかった。

			　その間、適当に話をしたが、なんというか相変わらず俺が質問をしてリーアが答える形だ。

			　俺、なんか必死すぎね？

			　こう、ガツガツいくのは趣味じゃないんだよな。

			　友人で、「合コン合コン」って連呼する奴が１人はいるだろう？

			　それを見てげんなりする感じというか、なんというか。

			「へい、いらっしゃい。あ、大将」

			「よう、今日はここで晩飯食わせてもらうわ。あと６人ほど来るから、俺の部屋に通してくれ。あ、個室空いてるか？」

			「ういっす。空いてますよ」

			　軽く店主と話して、個室に入って座敷に腰を下ろす。

			「リーアも、旅館と同じように靴くつを脱いで座ってくれ」

			「はい」

			「さて、何か食べたい物あるか？　これ、メニューな」

			　そうやって、メニューをリーアに渡す。

			「ええっと、ほとんどよくわからない名前の料理なんですが……」

			「あ、そりゃそうか。ふむ、適当に頼むか。他の皆も来るし、残すことはないだろう」

			　ということで、焼き鳥やグラタンなどなど、適当に頼む。

			　ラッツやミリーは焼き鳥好きだし、エリスはサラダ系が好きだからっと……。

			「お兄さーん!!　愛しのラッツが来ましたよ!!」

			「うおっ」

			「へぅ!?」

			　注文をしたあと、ラッツが来てリーアごと俺に抱き着いた。

			　わざとだろ、ピンクうさぎめ。

			「こら、ラッツなにしてるのよ。さあ、ユキさん、貴方のミリーが来ましたよ!!」

			「って、反対側から抱き着かれてもな……」

			「うぐぐ」

			「まあまあ、お兄さん。美人２人に抱き着かれて、おっぱいの感触も楽しめて嬉しいでしょう？」

			「そりゃ、嬉しいが、２人とも揉ませてくれって言ったら……」

			「「存分に揉んでください!!」」

			「って言うだろ。希少価値がな」

			　しかも、店内で揉めって難易度が高すぎるわ。

			　俺は変態じゃない。

			　それに、夜はもうこれでもかってぐらい揉み放題だしな。

			「なにやってるのよ、２人とも。連れて来た子たちが唖あ然ぜんとしてるじゃない」

			「い、いえっ」

			「と、とても夫婦仲がよろしいのですね!?」

			「あの、エリスさんはしないんですか？」

			「それは、夜にね」

			「「「きゃ～～!!」」」

			　嬉しそうだな、おい。

			　まあ、嫁さんの中で一番激しいのは誰かと言われれば、なんとエリスだ。
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			　普段、真面目なせいか、夜は反動で凄すごい。

			　もう、何というか凄い。

			　だって真面目に寝ないもん。

			　俺だって精力増強されてるけど、眠気は別だし、やれば疲れる。

			　が、エリスは完全に永久機関のごとく夜通しして寝なくても、朝はツヤツヤになっている。

			　俺はきつかった。と、それはいいとして。

			「リーアが挟はさまってるから、どいてくれ」

			「はいはい」

			「わかりました」

			　あっさり、離れる２人。

			　多分示し合わせたな。

			　リーアの情報を少しは聞いてる感じか。

			「大丈夫か？」

			「は、はい」

			　よし、驚いてはいるが、無事みたいだな。

			　まったく、リーアの状況を詳しく知らないのに、アグレッシブな行動とるなよ。

			「皆席についてくれ。注文は適当にしてる。飲み物を決めるだけだな」

			「「「はーい」」」

			　皆でメニューを回し見て、各々飲み物を決めていく。

			　ここに初めて来た４人はわからないだろうから、色々頼んで味見をさせてみるという方針で決まった。

			「うわー、美お味いしい!!」

			「ねえ、コレも美味しいよ!!」

			「本当だ!!」

			「うん、美味しい」

			　まだ２日目なのに、それなりにこの子たちは楽しんでいるようだ。

			　俺なんか、２日目はまだダンジョン作ってひーひー言ってたんだがな。

			　この世界の住人はたくましいわ。

			「はい、お兄さん、あーん」

			「こっちもどうぞ」

			「こっちのサラダも美お味いしいですよ」

			　それで、俺の方は嫁さんたちから甲か斐い甲が斐いしく世話されている。

			　いや、俺１人で食えますからね。

			　多分、３人だけで食事ってのが珍しいからだろう。

			　普段、食事のときはアスリンたちの世話してるからな俺は。

			　邪険にするわけにもいかないし、嫌いでもないから食べさせてもらう。

			「さて、３人の方はどうだ？　俺の方は順調だけど」

			「そうですね。こっちも問題ありませんよ」

			「私の方も問題ありませんね」

			「まあ、私もですが、まだ１日目ですからね」

			「判断するのは早すぎるか」

			「ですね。ま、長い目で見ていきましょう」

			「別に合わないなら、別の職場を紹介すればいいだけですし」

			　お互いビールを飲んでひと息入れる。

			「いやー、お兄さん、仕事の後の１杯は美味しいですね」

			「うん、このために生きてるって感じ」

			「私はワインがいいですが、ビールも悪くないですね」

			　焼き鳥を食べつつのんびりする。

			　ある程度食べて、手が止まってきたのを見計らって次の話を振る。

			「彼女たちの住む場所だけど、どうする？」

			　俺が聞くと、エリスに視線が集まる。

			　エリスが大体考えてくれたのか。

			「ありきたりな回答ですが、訓練所の独立棟の４人部屋に入れるか、こちらで新居を用意するのが適当かと」

			「エリスの言う通りですね。それぐらいしかないですね」

			「はい、彼女たちはウィードのルールに疎うといだけで、そのほかはしっかり及第点ですから。訓練所でやることはないでしょうから、お金を溜めて独立棟に入ってもらうか、私たちで新居を用意してそこに住まわせるかですね」

			「でもね～。冒険者区代表の私や、商業区代表のラッツ、娯楽区代表のエリスが新居を用意したとなると、その子たちは特別扱いしたことになるのよね」

			「そうですね。お兄さん的には、どう思いますか？」

			「俺も、ミリーの意見には同意だな。完全に特別扱いだよな。でも、今さらでもある」

			「今さら？」

			「もう、４人を俺たちが引っ張り回してるだろ」

			「「「ああー」」」

			　つまり、今日１日新人を引き抜いて連れ回しているから、特別扱いには変わりないのだ。

			　勇者が混じっているという事情があるとはいえ、他の人たちには関係のないこと。

			　これを波風立てずに収めるには、どうしたものか。

			「さらに、リーアの件もある」

			　声を小さくして、現在４人で楽しそうに話しているリーアをチラ見する。

			　彼女を１人にしていいものか、悩みものだ。

			　下手すれば、ドカーンだから。

			　朝のニュースで「マンション１棟が崩壊!?」なんて聞いた日には堪たまらんわ。

			「じゃあ、こんなのはどうでしょうか？　２人１室ということで新居を用意して、お金が稼げるまで、お互い一緒に住むことにすれば。今さら訓練所に放り込むのは、ユキさんの話を聞くかぎり、変な噂が付きかねないと思いましたし」

			「そうですね。今日１日、代表の傍そばにつけて行動していたのに、明日から訓練所では、他の住人にどう見られるか心配ですね」

			「うーん、リーアについてはユキさんがしっかり面倒見て欲しいんですけど、過度な特別扱いはあれですしね。とりあえず、リーアにはユキさんと一緒に住まないか聞いてから、それが嫌なら新居を案内してみましょうか」

			「俺と一緒に住む可能性は低いと思うけどな。なにせ、出会ってまだ１日だけだぞ？」

			「それはわかってますがね。危険は減らさないといけないでしょう？」

			　俺もわかってるけどな。

			　今日、万が一、リーアを連れて帰れば嫁さんたちがどう反応するのやら。

		

	
		
			第１２３掘　やっぱり面倒事はまとめてやってくる

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　世の中って、やっぱりこんなもんだよな。

			　いや、忙しいときに限ってってあるだろう？

			　タイキ君こと異世界勇者のランクス問題。

			　魔王の動向。

			　そして、純国産の勇者の保護？

			　ＯＫ、わかった、お前ら示し合わせてるな。

			　問題があるのはいいんだ。ひとつずつ解決していけばいいだけだから。

			　でもさー。

			「今日からよろしくお願いします」

			　と、リーアがなぜかノリノリで我が家に住むことになり、

			『外から報告です。魔族と名乗る女性が面会を求めております』

			　と、ウィード外の村警備から連絡。

			『あのー、思ったよりバカクソ姫がお冠らしくて、現在、すでにガルツ領内に進軍中です』

			　と、タイキ君から、騎馬隊だけで編成したランクス軍が急ピッチで進行中と連絡が来た。

			　だから、それで頭に来た俺は悪くない。

			「セラリア、軍の編成を頼む。予定交戦地域で迫撃砲の準備を開始。ゴブリン２個大隊、オーク１個大隊。装備は４式」

			「は？」

			「人族の部隊はセラリアの直ちよつ轄かつ軍のみ動かして、生存者の救護を。敵の総数は５０００。キルゾーンですべて片が付く予定だ。残った人間には降伏勧告をして、従わないものは銃撃で手足を撃ち抜け。その後、捕縛」

			「ちょ、ちょっと!?」

			「騎馬のみの部隊なので、進軍速度が異常に速い。すぐに取り掛かってくれ」

			「ええい、もうわかったわよ!!」

			　よし、これでランクス勢の対応はよし。

			　タイキ君には迫撃砲がある件を伝えているから、勇者パワーで頑張ってもらおう。

			　もう忙しすぎて、口上なんて聞いてやらねー。

			「次、エリスは魔族の案内を。多分、話し合いに来たってことだ。情報収集を」

			「はい」

			「場所は総合庁舎の会議室。あそこならスキル、魔術封じがあるから物理的な攻撃しかできん。デリーユは護ご衛えいを頼む」

			「任せておけ」

			「トーリにリエル。きっと、他にも魔族がいるはずだ。そこ掘れわんわんを使って、詳しよう細さいに調べてくれ。そいつらを捕縛して、そっちからも情報を聞く。合わせて、戦争が起ころうとしているから、治安が悪化する可能性がある、警察の巡回強化、呼びかけを徹底してくれ」

			「「わかりました」」

			　これで、魔族関連は準備ができ次第、向かえばいい。

			「ミリー、カヤは住人たちにランクスが攻めて来たと報告して、騒ぎ立てないようにしてくれ。隠すことも考えたが、軍が出動するから隠すにしても無理がある。事前に報告しておく方がいいだろう。なお、軍に志願する住民には、この街に敵が迫ったときに徴兵するから、それまで我慢をと伝えてくれ。あと、物資に関しては、貯蓄してある第１倉庫を開放し、使ってくれ」

			「「了解」」

			　これで、住人たちへの対応は良し。

			「シェーラ、ルルア、ナールジアさんは、各国へランクスの進軍および、魔族の訪問の件を通達。直接、王族へ伝えるように。３日後から交易の一時停止を宣言。ランクスへの圧力強化をするよう伝えてくれ」

			「「「はい」」」

			　３国への通達は、これでいいか。

			　あとは各々の判断でどうにかしてくれるだろう。

			「アスリン、フィーリアは、学校の皆にしばらく先生は来れないって言って宥なだめておいてくれ。あと、家のご飯を頼む。これからは作れそうにないしな」

			「「がんばります!!」」

			　まったく、久々に一日中学校ですごしたと思ったらこれだ。

			「ラッツ、ラビリスは総合庁舎で待機。問題が起きたら対応に回れるようにしてくれ。あと、戦争に対する不安から、物資が変に枯こ渇かつする可能性がある。ラッツは、その分をＤＰ貯蓄から補い、スーパーラッツは通常通り営業すると伝えて住人を安心させてやってくれ。物資の枯渇はないと」

			「わかったわ」

			「任せてくださいな」

			　さっさと対応策を考えといてよかったわ。

			　下手したらゴダゴダしてたところだ。

			　それにしても、３つ同時に来るなよな。

			「え、え、え？　ランクス？　戦争？　魔族？　え？」

			　リーアは予想通り、混乱してるな。

			　まあ、寛くつろげる場所に来た途端、いきなりわけのわからない話を聞かされたんだからな。

			「あの、いったい、何が？」

			　そして、皆に指示を出し終えた俺は何をするのか？

			　決まっている。残る問題はリーアの勇者の件。

			　ここまで聞かれた以上、リーアを放っておくわけにもいかない。

			　ならば……。

			「聞いての通りだ。ランクスが建国祭のときに、ウィードには魔王がいて魔族と手を組んでいると触れ回った」

			「うそ」

			「ランクスの本音は、侵略戦争をするための物資が欲しいだけだがな。おかげで、魔族の密偵がウィードに入り込んでるようだ。それで、当のランクスがウィードの利権を欲してここに攻め込んできているというのが現在の状況だな」

			「む、ちゃくちゃ」

			「ああ、だから俺たちはそれに対抗しないといけない。大丈夫、こういうことを考えて色々準備してたからな。そして、一番の問題は君だ」

			「わ、たし？」

			「そう、リーアはここでウィードの機密を知ってしまったことになるんだ」

			「え？」

			「リーアに何かをしようとは思わないが、外の誰かがリーアに変な価値を見出す可能性がある。だから、俺と嫁さんたちは全会一致でリーアを保護したいと思っている。どうだろう？」

			「な、んで、私を守ってくれるんですか？　わ、たしに、時間と、労力を割さくのは、非効率です。この、事態なら、とくに」

			　リーアは、差し伸べられた手を取るのを怖がっているように見える。

			　彼女がいったいどれだけの目にあって、こうなったのかもまだ知らない。

			　なにせ、彼女と出会ってまだ２日目だ。

			　お互いわからないことだらけだ。

			　唯一、彼女が信じられる点は、俺がウィードの代表ということだけだろう。

			「まだ来たばかりだからな。そこら辺はわからないと思うが、リーアみたいな人たちを守って育はぐくんでいくのが、このウィードのあり方なんだ。だから、俺についてこいなんて言わない。だけど、ここにいれば安全だから、アスリンたちと待っててくれないか？」

			「リーアお姉ちゃんも、一緒にお留守番ですか？」

			「ご飯作るんですか？」

			　アスリンとフィーリアの２人が、小首を傾げながらリーアを見つめる。

			　リーアも２人を見つめて考えている。

			「俺と来ても、さらに問題に首を突っ込むことになるからな。おすすめはしない。と、そろそろ行くわ。魔族の事情聴取をしないといけないから」

			　そう言って、俺は玄関へと向かう。

			　他の嫁さんたちは、すでに各所に散らばっている。

			　ランクスのバカ姫が戻ったのは、祭りの初日。

			　あれから２週間弱。早馬で先に連絡して軍備を進めておいて、自身は国に戻ってすぐ取って返してきた感じか。

			　いい具合に、タイキ君の予定通りだな。

			　魔族の方は、まさか対策会議をして１日後に引っかかるとか、バカだろ。

			　いや、表から堂々と来たんだから、また理由が違うか。

			「じゃあ、家は頼んだよ」

			　そう言って振り返ると、リーアもいそいそと靴くつを履いていた。

			「わた、しも、行きます。また、自分だけ、なにも、しないなんて、できない」

			　リーアの目には、しっかり力がこもっていた。

			　いや、俺の目から見ればね。

			　そんなことわかるほど、天才じゃねーし。

			「わかった。でも、俺の傍そばから離れるな。一応、リーアは俺の傍付きってことになるから。いいな」

			「はい」

			　さーて、リーアの決心もよくわからんが、これで一緒にいることに問題がなくなったわけだ。

			　昨日みたいな、焦あせったアプローチは仕掛けなくていい。

			　彼女と仲良くなるのは、面倒事を済ませてからにするか。

			　よし、決めた。

			　もう決めたぞ。

			　のんびりさせてくれないなら、一気に来るつもりなら……。

			「こっちも畳みかけてやる」

			　実力でのんびりできる時間を作ってやる。

			　いいか、特に面倒事をもってきたランクス。

			　予定通りだとはいえ、許さん。

			　こうやって、ランクスの落日は始まった。

		

	
		
			第１２４掘　事情聴取でさらに噴く

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			「さてと、リーアが付いてくるのはいい。だけど守ってもらわないといけないことがある」

			「はい、離れないことですね」

			「そうだ。だが、それだけじゃ心もとない。この指輪と、この短剣を身に着けているように」

			「えーと、どんな意味があるのですか？」

			　まあ、ただの指輪とただの短剣にしか見えないからな。

			　嫁さんたちのもそう。

			　ダミーで豪華な指輪と短剣を持たせてるけどな。

			　本命はこっちで、だーいぶ前に渡した転送の指輪だ。いつでも転移可能で、危険時には自動転移が発動する。

			　短剣は、持ってるだけでステータスＵＰの超絶品。

			　ナールジアの趣味の極みである。

			　と、渡した品の説明を歩きながらしていく。

			「す、凄すごいんですね」

			　リーアはステータスを確認して引いている。

			　そりゃ、装備するだけで基礎ステータス全部が２００もＵＰだからな。

			　素材はオリハルコンを高純度で抽出して、さらにマジックメタル、精霊鉱石も同じように抽出して合成。

			　刀の質の違う金属を重ねる方法に、幾重にも折って叩いてを繰り返す鍛たん造ぞう技術。

			　ＤＰで取り寄せた、こちらも高純度のエリクサーを冷却用に使うという。

			　バカの極みの末の武器だ。

			　１万人を超える住人がいるからこそできる、荒業と言えよう。

			　それでも、材料費だけで30日分のＤＰがふっとんだと言えば、どれだけの無駄使いかわかるだろう。

			　こんなもの作るぐらいなら、現代火器を揃えた方が安いし。

			　でも、色々可能性を調べたいこともあるから、俺からもエリスやラッツに頼み込んでＤＰ使用を許可してもらった。

			　まあ、今までの話から想像つくかと思うが、現在の嫁さんたちの装備品はナールジアさんの一品で大体毎月更新されている。

			　ラビリスは俺から譲り受けた刀を大事にしているが、もうあれも時代遅れの性能と化している。

			　技術革新って怖いよね。

			　パソコンだって、半年もすれば新型出るし。

			「これで驚くなよ。代表の俺と一緒にいることになると、色々危険もあるから専用の装備を作ってもらうことになる」

			「専用!?」

			「ああ、一応、俺の付き人だから護ご衛えいも兼ねてもらう。今は逆だけど、将来的には頑張らないと、他から文句が出る可能性がある」

			「……がん、ばります」

			「言っといてなんだが、そこまで気にしなくてもいいけどな」

			　強制レベルアップ祭りするし。

			　さて、あとは指定保護をかけるか。

			「最後に、俺たち代表やそれなりの地位にいる人には、いつでも連絡ができるようにダンジョンの加護を与えることになっている。その加護で、いつでも連絡できるコールスキルが手に入る。見たことがあるからわかると思うが」

			「はい」

			「条件は加護を受け入れること。心の底からね。今まで何人か弾かれたりしたから、そこら辺は気を付けて」

			「だい、じょうぶです」

			　あっさり、指定保護は効いた。

			　ちなみに、以前、弾かれた奴は、厳重に取調べたところ横領しようと計画していたことがあっさりばれた。

			　実行まではしなかったのでお咎とがめはないが、こちらを欺あざむこうとした事実は残っているので、重要職への昇格はなし。

			「準備は整ったな。歩いていくには遠いから、指輪を使って飛ぶぞ。使い方は行きたい場所を言って『転送』ということ。とりあえずは、『総合庁舎へ転送』って言ってくれ」

			「はい。総合庁舎へ転送」

			　言うなり、消えた。

			　よし、個人認証も上手くいったか。

			　勿論、この手の指輪とか短剣は個人の魔力に合わせて鍵かぎをかけているので、奪われても相手は使用できない。

			　厳密にいえば魔力と指紋の科学と魔術の合わせ技だから、鍵を外すことは可能だが、俺みたいに、どっちの知識も知っていない限り不可能だ。

			　俺も追いかけますか。

			「あ、よかった」

			「ユキ参さん謀ぼう、お待ちしておりました」

			　転送場所にいた護ご衛えいが、こちらへ敬礼してくる。

			　リーアは、俺がいつ来るか心配してたみたいだな。

			「お疲れさん。指輪と短剣で重役というのはわかるだろうが、紹介しておく。俺専属の付き人のリーアだ。色々よろしくしてやってくれ」

			「はっ!!　リーア様、よろしくお願い致します」

			「ひゃ、ひゃい」

			「ようやく、護衛を決めたのですね。ユキ参謀の奥様方は皆多忙。我々兵が護衛をしてもプライベートまではできません。どうか、ユキ参謀をお願いいたします」

			　リーアに対して、護衛兵たちが一斉に頭を下げる。

			　って、おい、俺の護衛問題のことを、なんでお前らが知ってるんだよ。

			「我々の警護関連で、常々問題になっていたのです。ユキ参謀が変な女にかどわかされないかと、奥様方から前に相談を受け、どうしようか悩んでいたところです。ひとつ間違えば、ウィードが混乱の渦中になりますから」

			「うおい、まだ何も言ってないぞ」

			「では、普段からふらふらするのをやめていただきたい」

			「ぐっ」

			　さすがに迷惑をかけておいて、ふんぞり返る根性はない。

			「まあ、参さん謀ぼうが色々我々のために骨を折ってくれているのは知っていますからね。こちらも止めにくいんですよ。ですが、奥様たちの不安、ウィードが不安定化する可能性、どちらも見逃せません。だからリーア様、どうかユキ参さん謀ぼうをお願いします」

			「はい、任せてください!!」

			　なんで元気よく返事するかね。

			　……ん？　ちょっと待て。

			　今の話からすると、リーアは四六時中、俺と一緒ってことになるのかね？

			　あれ、リーアを任されたのは勇者の関係でだよな。

			　勇者を永久護ご衛えい兼監視にするつもりじゃねえよな？

			　まさかな。

			　そんな無駄使いするわけがない。

			　……そもそも人族の魔王は特務でのんびりしてるけど、これは無駄遣いじゃねえよな？

			「と、話が長引きましたね。魔族との面会の件は第３会議室で行っております。エリス代表とデリーユ特務が対応されています」

			「なにか、情報は聞いたか？」

			「いえ、まだ聴取を始めたばかりでして」

			「そうか、ありがとう。引き続き転送場所の護ご衛えいを頼む。各国の王にも報告してあるから、集まってくるはずだ。対応を間違えないように」

			「はっ!!　参さん謀ぼうもお気をつけて!!」

			　リーアを引き連れて、会議室へ歩いて行く。

			　第３会議室前を通り過ぎ、横の目立たない方の扉へ入る。

			「よう」

			「これは参謀」

			「どうだ？」

			「いえ、今はとりあえずお茶を飲んで落ち着いてもらっているところです」

			　勿論、事情聴取のために設置した会議室だから、マジックミラー完備の場所だ。

			　監視側の部屋に入って聞いてみるが、進展なしね。

			「と、この子はリーアな」

			「はい、奥様方から聞きおよんでおります。どうか、ユキ参謀をよろしくおねがいします」

			「はい、任せてください」

			　なんだ、俺は子供か。

			「で、落ち着いてもらってるっていうのは？」

			「はい、来た時の状態は息もかなり上がって、体も傷だらけでした。致ち命めい傷しようはないものの骨折している場所もあり、危ない状態でした」

			「は？　ちょい待て。その状態で、今事情聴取してるのか？　休ませた方がいいだろう？」

			「私たちも、エリス様、デリーユ様も共にそう提案しましたが、軽い治療をしたところで、本人がすぐに話さないといけないことがあると」

			「そこまで、重要な案件か」

			「本人にとっておそらくそうなのでしょう。なので、ポーションを混ぜたお茶で回復しながら話を聞いているところですね」

			「ああ、ルルアやエルジュが出払ってるからな」

			「はい、ランクスがガルツ領に侵入したのでしょう？　なればそちらの対応の方が優先ですから。人命がかかっているならともかく、こちらは死ぬような傷ではなく、私たちで対応できるレベルでしたから」

			　ちなみに、エルジュは今回の話を聞いて、病院の勤務体制と医療品の発注に忙しい。

			　ルルアが外交で出なければいけない分、エルジュの仕事はかなり多い。

			　このウィードで最大の回復術師は、俺を除けばルルアとエルジュだけ。

			　下手に動けないので、ルルアとエルジュは病院で24時間勤務を交代で務めている。

			　指輪の機能で簡単に行き来できるが、本人たちはなるべく素早く対応したいといってその体制をとっている。

			　今のところダンジョン内では重傷者はそうそう運ばれてこないし、病院で仮眠をとれるし、お肌の心配はないらしい。

			　そのせいか知らないが、ルルアは俺に会うと抱き着きたがる癖がある。

			　他の皆よりは、確実に一緒にいる時間が短いからな。

			　それを皆もわかっているのか、文句は言わない。

			　できた嫁さんたちと言うべきか、連携が恐ろしいと言うべきか。

			「それなら、俺が行って治してこよう。リーアは、ここで留守番な」

			「え、でも」

			「心配するな。というか、仮に魔族が抵抗して俺がやられるようなら、ここはどうにもならん。逃げろ」

			「そ、んな」

			「はぁー。参さん謀ぼう、なにおっそろしいこと言ってるんですか。いいですか、リーアさん。あの魔族の方は、お話があって来てるのです。害をなすことは、ほぼありません。というか、力業でどうにかなるなら話すらしないでしょう。だから心配はいりません」

			「よ、かった」

			「あのなー、俺は万が一を思って……」

			「それはわかりますが、リーアさんは、こちらに来てまだ２日目と聞いています。ユキ参さん謀ぼうの実力もご存じではないのです。怖がらせるようなことは、やめていただきたい」

			「ごめんなさい」

			　そう言われるとどうしようもない。

			「強い、んですか？」

			「ええ、ウィードでは最強でしょう。奥様の中で随一と言われるデリーユ特務にも勝ったと聞きます。が、これは内密に。わざと情報を秘ひ匿とくされているのです。表向きには、強いことは強いですが、代表の中では中間くらいの実力ということになっております」

			「わかり、ました」

			　なんか、リーアの目がキラキラして、眩まぶしいモノを見るように俺を見つめている。

			　なにかと勘違いしてないか？

			　俺はヒーローじゃないからね。

			　表をほっつき歩きにくくなるから、情報を隠してるのよ？

			　リーアの様子が気になるが、今はそこに時間をかけているわけにはいかない。

			　すぐに会議室に入る。

			「お、ユキ、来たか」

			「あ、ユキさん」

			　デリーユとエリスがこちらに振り返る。

			　魔族の女性はエリスにコップを支えられながら、ポーション入りのお茶をゆっくり飲んでいる。

			「どうだ？」

			「どうもこうも、強情な奴じゃよ。死にはしないと言っても、顎あごにも強烈な一撃をもらっておっての、顎が砕けておる。それでも、筆談で治療をそこそこにと言ってきおった」

			「そこまで、急ぎか」

			「じゃろうな。敵対意思は認められん。エリスも、あのように手厚く治療の助けをしておるしのう」

			「そうか。なら、エリス、少し離れてろ。エクストラヒールをかける」

			「はい、お願いします」

			　回復呪文を無む詠えい唱しようで素早くかける。

			　普通なら隠すところだが、向こうの急ぎようが気になる。

			　エクストラヒール特有の派手なエフェクトが派生する。

			　今思ったが、攻撃はともかく回復にこの表現はいらなくね。

			　今度、エフェクトをなくす方法を考えよう。

			　それはともかく、魔族の女性は体を確かめるように動かした。

			「凄すごい、このレベルのエクストラヒールを無詠唱で……。あ、顎も治ってる」

			　自分が喋しやべれたことで顎が治ったことに気が付いたのか、顔に手を当てて確かめている。

			「お体の方に問題はありませんか？」

			「あ、はい。完全に治ったようです」

			「いえ、流した血は戻りませんし、体力もなくなっている。普通なら、すぐにご飯を食べて寝てもらう方がいいのですが」

			「そんな時間はないのです!!」

			「ええ、そのようですね。とりあえず、お茶を飲んでください。聞いたと思いますが、ポーション入りですから体力が回復します。落ち着いて順立ててお話ししていただかないと、私たちも混乱しますから」

			「あ、はい」

			　そう言って、魔族の女性は大人しく席に着いた。

			　こういうときはいくら急ぎであろうが、最初から説明してもらうしかない。

			　魔物の大群が向かってると言われれば対応するが、もしそんな事態なら、外の見張りが見つけて報告してくれる。

			　だから、俺たちがするべきことは、情報を正しく聞いて判断を誤らないことだ。

			「とりあえず急いで欲しいのは、このウィードへ、私に暴行を働いた者たちが来ているのです。どうにかして対策をたてていただかなければ、住人に被害が出ます」

			「わかりました。デリーユ、連絡を」

			「わかった」

			　と言っても、ダンジョン内の警備の件はトーリとリエルに話しているからな。

			　エリスが俺の分のお茶を入れてくれて、横に座る。

			　俺は、お茶を飲みながら彼女に話の続きを促うながした。

			　まずは、自己紹介が必要だな。

			「まずは、自己紹介からいきましょう。私はこのダンジョンの街、ウィードで軍の参さん謀ぼうを務めています、ユキと申します」

			「先ほど言いましたが、改めて。私は、このウィードで娯楽区の代表を務めているエリスと言います」

			「ご丁寧な挨拶をありがとうございます。私は、リリアーナ・レストンと言います」

			　ん？

			　リリアーナ・レストン？

			　なんか聞き覚えがあるぞ？

			　隣のエリスも首を傾げている。

			「ラスト国の、いえ、わかりませんね。魔族の国で魔王を務めておりました」

			　２人して盛大に噴いた。

			　大物どころか、ラスボスが来ましたよ!?

			　勇者はどこだ!!

			　あ、隣の部屋にいたね!!

			　でも、弱いね。

			　でもさ、この魔王、デリーユより弱いのよ。

			　エリスでも戦えるレベル。

			　あれ、ふっしぎー!!

			　俺、大混乱。

		

	
		
			第１２５掘　大体俺のせい

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　落ち着け、落ち着くんだ。

			　冷静にならなくては。

			「驚きなのも無理はありません。ですが、私は本当に魔王だったのです。その証明のしようはありませんが」

			　いえ、俺、鑑定できますから魔王ってわかりますよ。

			　でも、なんで？

			　いや、それより真面目に間違いじゃないか、確認させよう。

			「デリーユ。レーイアとザーギス呼んでくれ。大至急」

			「そうじゃのう、わかった」

			　デリーユも驚いていたのだろう。

			　しかし、俺の指示をすんなり聞いているあたり、俺たちより冷静だろう。

			「レーイア!?　ザーギス!?　２人はここにいるのですか!?」

			　さすがに２人が生きているとは思わなかったのか、驚いて声を上げている。

			「ええ、リリアーナ・レストン殿。２人はこちらで……束縛？」

			「いや、どうでしょう、農業指導と技術開発でしょうか？」

			「え？　拷ごう問もんとかは？」

			「特には、してないですね。魔族と事を構えたくありませんでしたし、ウィードのことも知られたくありませんでしたから」

			「どういうことでしょうか？」

			　うん、なんと言っていいのかわからん。

			　とりあえず、なぜ２人をここに連れて来たのか経緯を話すことにする。

			　

			・妖精族の里をザーギスが潰した

			・妖精たちから助けを求められた俺たちが捕縛した

			・レーイアが来て、ザーギスごと殺そうとした

			・まとめて捕縛した

			・逃がすのも殺すのもあれなので、無駄飯食わせるより働かせた

			　

			　以上。

			　素晴らしい、簡かん潔けつな説明だな。

			　というより、随分前の話だから、俺自身も思い出すのに多少時間がかかった。

			　なんでまた、今頃、魔王本人が来てるんだ？

			　……あ、もしかして魔族の強硬派に追い落とされたか？

			　でも、なんでこんなタイミングなんだ？

			　聞いてみるか、と思ったその時。

			「リリアーナ様!!」

			「魔王様が来られたと聞きましたが」

			　２人がちょうど入ってきた。

			「レーイア、ザーギス!!　無事だったのですね!!」

			　リリアーナは、感極まった顔で２人に怪け我ががないか確認している。

			　２人も、リリアーナに心配かけていたことに自覚があるのか、申し訳なさそうな感じだ。

			「どうやら、間違いなく魔王のようですね」

			「ああ、間違いない。リリアーナ様だ。今代の魔王様だ!!」

			「ええ、これは間違いありません」

			「２人には申し訳ありませんが、私はすでに先代になりますが」

			「どういうことですか!?」

			　レーイアが驚いて、魔王に尋ねる。

			「落ち着け、レーイア。簡単だ、強硬派が台頭してきたのですね？」

			「ええ、ザーギスの言う通りです。今まで何とか抑えていましたが、貴方たち２人が行方不明になって、さらに、人族の国々でロシュールの姫が魔王に暗殺されたという話が広まり、結果、魔族の中で私が突き上げを喰らいました」

			　あ、ちょっと待て。

			　嫌な予感がするぞ。

			「なぜだ、リリアーナ様がそんなことをするわけない!!　誰よりも和平を望んでいるのに!!」

			「なるほど、魔王様。私たちが戻らないことを利用されたのですね？」

			「はい、私があなたたち２人に姫の暗殺を指示し、証拠隠滅のために暗殺後に２人を殺したと言われてしまいました」

			「そういうことか。和平を押す魔王様が、裏では私たち四天王を利用していたと、強硬派が適当に因縁をつけてきたんですね」

			「ええ、ロシュール姫の暗殺は、彼らが私を嵌はめるために実行したのでしょうが、まったく証拠が挙がらず、貴方たち四天王の２人も行方不明。完全に流れは強硬派が持っていきました」

			　まずい。

			　これ、大体俺のせいじゃねーか？

			　レーイアとザーギスには、エルジュにまつわる話はまったくしていない。

			　いちいち国際問題の機密を、関係のない人に話す理由はないしな。

			　まあ、さっきの話を纏まとめてみよう。

			　リリアーナは、魔族の国で魔王の座を追われた。

			　ウィードに逃げ込んだ理由と、なぜ逃げなければいけなかったのかについては、たぶん、政治的に邪魔者になったからだろう。

			　ここは、あとで詳しく聞けばいい。

			　問題は、強硬派が台頭してきた理由。

			　リリアーナ魔王が、和平にふさわしくない行動をとったということを理由に追い落とされたという話だ。

			　主な理由は、ロシュール姫の暗殺。

			　四天王２名の行方不明。

			　結果、魔族に対する各国の同盟が結ばれたこと。

			　一つ一つ解き明かそう。

			　ロシュール姫の暗殺について。

			　エルジュのことで間違いないだろう。だが、本当の原因はリテア。

			　魔王は強硬派が自分を嵌はめるために暗躍したと思っているが、証拠が出るわけがない。

			　強硬派は、ただ、結果を利用しただけなのだから。

			　四天王２名の行方不明について。

			　こちらは、俺たちが捕縛したのが原因。

			　まあ、妖精族の里をダンゴムシ改が襲ったのが悪い。

			　これも強硬派にとっては都合がよかった。

			　魔王を追い落とすいい材料になったわけだ。

			　魔族に対する同盟について。

			　これは、俺が三大国が国力を削り合うのを避けるため、ウィードが発展するために提案したことだ。

			　魔王が悪いと言えば、まとまりやすかったからな。

			　これも魔王を追い落とすのに十分というか、一番の原因だろうな。

			　表向きには、エルジュ暗殺を魔王が暗躍した、三国を陥おとしいれようとしたのも魔王だと触れ回ったわけだからな。

			　それが、和平を押す魔王には痛手だったわけだ。

			　結論。

			　ほぼ俺が原因。

			　元をたどればリテアが原因。

			　やっべー、色々な意味でやべーよ。

			「私が邪魔になったのか、魔王の座を降ろされたあと暗殺されかけまして、命からがら一部の魔族とも結んでいるという噂のあるウィードへ来た次第です」

			　なるほど、ある意味でランクスのバカ姫は役に立ったわけか。あの宣言がなければ、リリアーナ魔王はどこに逃げればいいのかもわからず殺されたのかもしれない。

			　そう考えていると、リリアーナ魔王は居住まいを正し……。

			「ウィードは、元ロシュールの姫、セラリア様が治めていると聞きます。謝って済む問題ではありませんが、国の宝、妹君のエルジュ様を奪ってしまったことを、ここに深くお詫びいたします。本当に申し訳ございませんでした」

			　深々と頭を下げて謝罪するリリアーナ魔王。

			　……やっべー、罪悪感でいっぱいになるんですが。

			　エリスとデリーユも顔をひきつらせつつ、俺と同じようにやっべーって顔をしている。

			「ですが、私の首を落とすのは、まだやめていただきたいのです。私には、まだ伝えるべきことがあるのです」

			　ひぃぃぃぃ。彼女、殺されることを前提に話してる。

			「私がここに来た理由は、ルーメル国への援助をお願いするためです。私を代表とする和平派を追い落とした強硬派は、ロシュール、リテア、ガルツの三国同盟が結成されたのを知り焦あせりました。それで、少しでも敵勢力を減らそうと、つい１か月前にルーメル国へ進軍したのです。なんとか、ルーメルへ援軍を。そして、各国へ通達をお願いしたいのです!!」

			「「「なんだってー!?」」」

			　まずい、そうか、そういうことか!!

			　ウィード建国に際してルーメル国にも使いを出したが、返答がなかった。

			　ルーメルと連絡が取れなかったのは、伝令兵を暗殺されていたからか。

			　ウィードの価値を聞いていながら動かないのはなにか変だと思っていたが、それが理由か。

			「彼らは、国々が同盟するのを恐れ、各個撃破を狙っていました。にもかかわらず、三国が一気に同盟を結んでしまったので焦あせりを感じ、ルーメルを孤立させて撃破することに決めたんです。私は何とか止めようとしたのですが、すでに権威は地に落ちており……。もう、ルーメルでの戦端は開かれているはずです。私が逃げたこともばれています。今さら、人族が私の話など聞きいれるとは思っていないでしょうが、少なからず進軍を急ぐはずです……」

			　当然だな。少しでも不利になる可能性があるなら、放っておけない。

			　魔族としては早く落とさないと、自分たちが危ないからな。

			「どうか、どうかお願いいたします。少しでも流れる血を減らしてください。私の命ひとつで多くの命が救えるのなら、喜んで断頭台に足を運びましょう。だから、どうか!!」

			　ここでも、魔族のことも救ってくれとは言わないのか。

			　多くの命をね。

			　ある意味、エルジュの完成した姿なのかもな。

			　皮肉すぎるな。

			　聖女が目指した形が魔王だったなんてのは。

			「お話はわかりました。ちょうど、ウィードには現在、交易関連の話し合いで王たちが滞在しております。大至急、呼びかけて対策を練ねり、行動に移しましょう。ウィードに関しては、ご心配なく。私たちは必ず動くと約束しましょう」

			「あ、ありがとうございます!!」

			「では、リリアーナ様はお休みください。聞けば、かなりの旅路だった様子。まだまだ、貴女から聞かなければならないことも多いのです。ですので、少しでも体力を回復してください」

			「で、ですが」

			「これからは、各国の王を交えての話になります。どうなるかもわかりません。リリアーナ様をいきなり出せば、処刑してしまえと言われる可能性もあります。ですが、私たちはリリアーナ様を失うわけにはいきません。だからこそ、今は休んでください」

			「……はい。よろしくお願いします」

			　俺の説明で、何とか気持ちを抑えたようだ。

			　自分がいれば、成せることも成せなくなる。

			　そう思えば、今リリアーナにできることはしっかり休んで、事が動き始めたときにウィードや各国に協力すること。

			　彼女もそれがわかったのだろう。

			　いや、わかっていたが、体が休むことを拒んだってところか。

			「デリーユ、リリアーナ様を庁舎の客室へ。レーイアは付き添いを頼む」

			「わかったのじゃ」

			「任せてくれ」

			　２人はリリアーナの身体を支えながら会議室を出ていく。

			「エリスは大至急、代表に招集をかけてくれ。現在進行中のことは部下に任せて、とにかく来いと。それと、部下に今回のことの箝かん口こう令れいを発令」

			「わかりました」

			「いったん、代表で情報の共有を図る」

			　まずは、嫁さんたちとナールジアさんに話を通しておかないと、大混乱するだろうな。

			「ザーギスは代表の説明に付き合ってくれ、そのあと、各国の王への説明もな」

			「わかりました。面倒ですね」

			　ん、何か忘れてないか？

			　魔王のことは、いったん落ち着いた。

			　……ん？　魔王と関係することがあったような？

			「あ、リーア」

			　勇者様がいたよ。

			　まずい、目の前で魔王が現われたんだ。理性が吹っ飛ぶかもしれん。

			　彼女からすれば、魔王のせいで故郷が滅んだと思っているだろうからな。

			　あわてて、隣の部屋にとびこむ。

			「リーア、大丈夫か？」

			　そう言ってリーアを見ると、マジックミラー越しに向こうの部屋をボーっと見つめていた。

			「リーアはどうしたんだ？　何か問題はなかったか？」

			「いえ、取り乱すようなことはなにも。ただ、黙ってリリアーナ魔王様の話を聞いておられました」

			　一緒にいた部下に話を聞いても、想定外の回答だった。

			　どういうことだ？

			「彼女、は、本当に、魔王なのですか？」

			　そう言ってリーアがようやく振り返った。

			「貴方と同じ温かさを、感じ、ました」

			　へ？

			「ああ、そうですね。あの優しさと、愚直さは参さん謀ぼうに似ているところがありますね」

			　いえ、俺、生物学的に雄です。

			「性別の問題ではありません」

			「何も言ってないぞ」

			「顔を見ればわかります」

			　なんでやねん。

			　と、そこはどうでもいいんだよ。

			　問題はこれからのことにリーアも関わらせるか、それとも旅館に戻って大人しくさせるか。

			　正直、問題が大きくなりすぎている。

			　リーアがどちらを選ぶにしても、俺が彼女に割さく時間は減る。

			　トータル的に、リーアの心が安定しそうな旅館引きこもりをおすすめしたいんだが。

			「どうする、リーア？　一緒に……」

			　最後まで言う前に、リーアにさえぎられる。

			「一緒に、います。私は、貴方の護ご衛えいで付き人、だから」

			「あっはっはっは。参さん謀ぼう、彼女にここまで言わせたのです。最後まで一緒にいてください。これはいい付き人ですよ」

			　そう言って部下が笑う。

			　あーもう、問答は時間の無駄か。

			「わかった。一緒に来てくれ。だけど、絶対無理はするな」

			「はい。いつまでも一緒にいます」

			　……今の言葉、この問題だけのことだよな？

			　そう思いつつも、皆にどう説明しようか悩んで、次の会議室へ足を運んだのだった。

		

	
		
			第１２６掘　嫁さんを虐める奴は許しません

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　まあ、色々急展開だけど、別段問題のある話ではない。

			　寧むしろ、今後の展開を考えればこれ以上の結果はないだろう。

			　無駄にしないように。

			　何事も、長所短所を見極めるように。

			　どちらでも、得になるように。

			　俺のポリシーだ。

			　多少驚いたりはしたが、そんなもんだろうって感じだ。

			　とりあえずは嫁さんたちに説明して、口裏を合わせないとな。

			　特に、ルルアは抱っこでもしてやらないと、飛び出していって自殺しかねん。

			　だって、元を正せば全部リテアが原因だし。

			　当時そこのトップだったルルアからすれば、その心境はあの性格もあるし、もうたまったもんじゃないだろう。

			「皆、集まってるな」

			　会議室に入ると、すでに全員が揃っていた。

			　とりあえず、空いてる席へ足を進める。

			「リーアは俺の隣な」

			「はい」

			「ルルア、こっちこい」

			「え？」

			　ルルアにこいこいと手招きする。

			　こういう会議のときは、放っておくと俺の隣の席の奪い合いになるから、基本ローテーションで隣に座ってもらっている。

			　今日は、ルルアの番ではなく、結構離れて座っていた。

			　ちなみに、リーアは特別に折り畳み椅子を俺の横に置いて座らせてやる。

			　リーアの扱いに全員、視線をきつくするが、名目は俺の付き人、文句は言えない。

			　ましてや、自分たちが率先してリーアを付き人にしろと言ったんだから。

			「どうしたんですか？」

			　ルルアが隣に来て首を傾げる。

			「ここ、座れ」

			　ポンポンと膝の上を叩く。

			「え？」

			「今日のルルアの座る場所は、俺の膝の上」

			「いいんですか!!」

			「おう」

			「やったー、旦那様、愛してます!!」

			　喜んで正面から飛び込んできた。

			　おっきいおっぱいが潰れる。

			　うん、いつもながら凄すごいボリュームだ。
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			「ねえ、貴方。何がしたいのかしら、この緊急事態に？」

			　あ、セラリアがぴくぴくしてる。

			　しゃーないじゃん。

			　これからのこと考えると、ルルアを１人で座らせておくとか、おっそろしくてできない。

			「異議を申し立てます!!　お兄さんの膝上を私も所望します!!」

			「僕も僕も!!」

			　ラッツとリエルを始め他の全員が――事情を知っているエリスとデリーユは除くが――ブーイングをしている。

			「とりあえずだ」

			　ルルアのおっぱいを鷲わし掴みにし、その場で反転させて、正面を向かせる。

			「あんっ、もっと優しくお願いします」

			「あん、じゃねーよ。とりあえず、皆膝上がいいなら、後でいくらでもしてやるから。ルルア、よく聞け。これから話すことは、とっても辛いことだ。だけど、俺という夫もいるし他の嫁さんたちもいる。だから、落ち着いて聞いてくれ。いいな？」

			「はい？」

			　わかってないよな。

			　わかるわけないが、皆も俺の発言と行動を不思議に思っていたのか、神妙な顔つきになる。

			　ルルアを抱えながらで不格好だが、リリアーナから聞いた情報を皆に話す。

			　

			・リリアーナが魔王の座を追われたこと

			・ウィードへ亡命（？）してきたこと

			・エルジュの暗殺が利用されたこと

			・四天王２名の捕縛が後押ししたこと

			・三国同盟が魔族のルーメルへの攻撃を早めたこと

			・主な原因は俺であるということ

			　

			　ここまで話すと、皆顔を青ざめ始める。

			「なるほどね。とてもまずいわね。ルーメルが落ちれば……って貴方!!　ルルアを抱きしめてあげなさい!!」

			　セラリアの叫ぶような声を聞き、すぐにルルアを強く抱きしめる。

			　間に合ったようだ。

			　ルルアは、俺から離れるつもりだったのだろう。浮きかけた腰が再び俺の上に戻り、胸の感触が戻る。

			「離してください!!　旦那様は何も悪くありません。この度の咎とがは、私がリテアを抑えられなかったことが原因です!!」

			「落ち着け。頼むから落ち着け!!」

			「ルルア、落ち着きなさい!!」

			「私のせいで、ルーメルが!!　多くの命が!!　ああっ!!」

			　近場のセラリアやカヤが、慌ててルルアを押しとどめる。

			　錯さく乱らんしかけてる。

			　仕方ないよな。

			　一国が落ちる原因を作ってしまったんだから。

			「ルルア。いいか、さっきも言った通り俺もいる、皆もいる。お腹に子供もいるかもしれない。だから、落ち着いてくれ」

			「うあぁああぁ!!」

			「ルルアを誰も責めやしない。起こるべくして起こったことだ。大丈夫だから。俺が何とかするから、そんなことで泣かないでくれ」

			　セラリアもルルアを必死で宥なだめる。

			「そうよ、ルルア落ち着きなさい。今までも乗り越えてきたでしょう。夫の子供がお腹にいるかもしれない。そんな時にルルアがそんなんじゃ、子供が出てきにくくなるわよ」

			「だ、んな様の子供？」

			「ええ、生まれてくる子に何も罪はないわ。勿論、ルルアにも何も咎はないわ。夫や私たちが何とかするから、ルルアもしっかり自分を保って」

			「わたし、は、生きて、いていいのでしょうか？」

			「勿論だ。お母さんになるんだろう」

			「は、い。旦那様の子供を産んで、いい、母親になるんです」

			「そうよ。ルルアは、私たちと一緒にいい母親にならないといけないの。だから、こんなことで死んではダメよ」

			「あ、りがとう」

			　そう言い残すとルルアは、かくんと頭を俺に預けて、気絶した。

			「ふう、眠ったみたいね。病院の夜勤明けでこの騒動、さらに一国がなくなるかもしれない重圧。よくこれぐらいで済んだわね」

			「お兄さんはこれを予見していたんですね」

			「ルルア様は大丈夫でしょうか？」

			　シェーラがルルアを心配そうにのぞき込んでいる。

			　他の皆も同じように、ルルアを見つめている。

			「とりあえず、今は大丈夫でしょう。貴方、ルルアと一緒にいるつもりよね？」

			「ああ」

			「ならよし。私たちがなんとかするから、指示だけ頂戴。代わりに、絶対ルルアを死なせないで」

			「無論、嫁さんを大事にするのが、俺の主義なんで」

			　皆が、そろって頷く。

			　ルルアを抱きすくめたまま、俺は話を続ける。

			「では、今の問題を上げていくぞ。そして、俺たちが取るべき行動だ」

			　俺がそう言うと、ささっと席に着く。

			「まず、ランクスの進軍に関してだ。これは当初の予定通り迎げい撃げきする。これはいいな？」

			　皆頷く。

			　これは論議しつくした。

			　殲せん滅めつと。

			「次に、魔族が侵入してくる可能性。これは警備を増強してるよな？」

			「はい、もう準備は整っています」

			「僕たちが全力で見張るよ」

			　トーリとリエルが言う。

			　これも、これ以上手の打ちようがない。

			「各国の王への通達はどうなった？」

			「はい、情報を通達して対応してもらっています」

			「しかし、魔族の件に関しては、こちらから情報開示をする必要があるのでは？」

			「そうだな。それに関して、２時間後、各国を集めて会議をしたい。なんとか王たちを集めてくれ」

			「「はい」」

			　外交担当のシェーラとナールジアさんが、きちんと答えてくれる。

			　ルルアが抜けて、その分忙しいだろうが、やる気は満ちている。

			「ミリーにカヤ、住人への通達準備は？」

			「完了しています」

			「……明日には、住人に伝えられる」

			　こっちも問題なさそうだな。

			「ラッツ、商店の件は」

			「こちらも問題なく、各店舗の店長に任せています」

			「よし」

			　最後に……。

			「セラリア」

			「もう準備はできているわ」

			「よし、ならキユに軍の指揮を取らせて明日には出発。さらに、残った部隊でルーメルへの支援のための部隊と、もう１つ、攻めるための部隊を作る」

			「２つも？」

			「ああ、ルーメルへ派遣する軍は支援が目的だが、他の国、リテアかガルツの軍に従軍することになるだろう。多分、リテアになると思うが」

			「それはそうね。今、ガルツ国内はランクス軍が移動しているはずだし、国防の観点からすると大軍を国外には出しにくい。支援や援軍を出すなら、リテアしかないでしょう。で、もう１つの部隊の目的はなにかしら？」

			　セラリアの質問へ笑って答える。

			「そもそもリテアが原因というが、それを利用して攻め込んだ魔族が悪くないわけがない」

			「当然ね。ルルアは何も悪くないわ。というか、その魔族の強硬派が一番の原因でしょう」

			「ああ、だから、ルルアを泣かせたそいつらを叩き潰す」

			「どうやって？　まさか、私たちだけで行くつもりかしら？　できなくはないけど、それでは魔族がこれからも人族の敵という立ち位置は変わらないわよ？」

			　そう、俺たちがこっそり首をとれば、相手は動けない。

			　だが、それは根本的な解決にはならない。

			　歴史が繰り返されるだけだ。魔王を倒したのが勇者か、暗殺者かの違いだ。

			　いや、この場合は夫と妻たちになるわけか。

			　だが、ここで妙手がある。

			　ある事柄を使えば、魔族の大半を無実だと王族が声を上げて言えて、強硬派だけを駆逐する方法が。

			「エルジュの復活の舞台が整った。と言えばわかるか？」

			「……まさか。なるほど、それはいいわね」

			　俺の意図に気付いたセラリアとともに、２人で悪い笑顔を浮かべる。

			　それを見た皆の反応は、それぞれだ。

			　シェーラ、エリス、ラッツ、ミリー、トーリ、キルエは予想が付いたのか、顔が凍り付いている。

			　デリーユ、リエル、カヤ、ナールジアさんはイマイチわかっていないのか、首を傾げている。

			　ラビリスは俺の心の中をよく見ているので、俺やセラリアと同じように笑っている。

			　当事者のエルジュは、不思議そうに首を傾げている。

			　さて、嫁さんを虐いじめてくれたんだ。

			　強硬派、覚悟はいいだろうな。

		

	
		
			第１２７掘　大宣言

			　

			　ｓｉｄｅ　セラリア

			「私たちは、今、時代の節目にいる。長らく続いた魔王と決着をつける時が来た」

			　私は今、各国の王が横に控えるなか、ウィードの闘技場で緊急会議を行っている。

			　いえ、出陣式を行っている。

			　目の前の闘技場には建前上の３国の精鋭が並び、そこの前に我らがウィードの精鋭が並んでいる。

			　客席では、３国の重鎮、およびウィードの国民が固かた唾ずをのんで私の言葉を聞いている。

			「魔王は、卑劣にもルーメルを孤立させ、各国を撃破しようと企んでいる。今ルーメルは魔族の、いや、魔王の猛攻にさらされている!!」

			　私の宣言で周りが騒ぎだす。

			　そういえばルーメルと連絡がつかなかったが、そういうことだったのか、といった声が口々に漏もれる。

			「しかし、神は、いや、我々は我々を見捨てなかった!!　確かに神はいるだろう。しかし、自らを助けるのは、また自分たちなのだ!!」

			　発言の意味がわからないのか、首を傾げているものが多数いる。

			　仕方ないことだ。これから、その疑問に答えよう。

			「ある者が、ある人を助けてウィードへ来た。そして、こう言った。『自分の首はどうなっても構いません。ですから、何とか魔族を助けてください』と。私は訝いぶかしんだ、魔族は魔王の手下。なぜ、それを助けねばならないのかと!!　しかし、真実は違った。魔族は魔王に虐しいたげられた奴ど隷れいであった!!　彼らは機会を狙っており、いつか魔王の手から逃れるつもりであった。だが、此こ度たびのルーメルの襲撃に際して、優しい魔族たちは自分たちが脱出できただろう機会をふいにしてまで、我々にルーメルが危機だと伝えてくれた!!」

			　聴衆から驚きの声が上がるが、ほとんどが私の発言内容が本当なのか半信半疑の様子だ。

			　よし、切り札を切る舞台は整った。

			「なぜ、私が魔族の言を信じたのか!!　そう不思議に思う方々も大勢いると思う。だから、私は私が信じた証拠を見せよう!!　来なさい」

			　そう言うと、リリアーナとともに１人のローブを被った人が進み出てきた。

			「彼女が、今回私たちにこの危機を伝えてくれた魔族の女性、リリアーナ殿だ。見れば、まったく人族や獣人族と変わらない。魔族とは、おぞましい姿と伝えられていたが、それは魔王の陰いん謀ぼうであった。魔族を外に逃がさないための。しかし、見よ、彼女はどこからどう見ても普通の人だ。むしろ美人だと言っていいだろう。そして見よ、この痛ましい包帯からにじみ出る血を!!　彼女は魔族の追っ手に追われながら、ここまでになって危機を伝えてくれた!!　そして、私の大切なモノを助けてくれた」

			　勿論、リリアーナの包帯や血は演技である。

			　もともとの傷は、夫がすべて治した。

			　だが、傷ついたリリアーナの姿は効果絶大だった。

			　皆、ここに来るまでどれほど痛ましい時を過ごしてきたのか想像しているようだ。

			　そこで、おもむろにリリアーナの隣の人物がローブを脱いだ。

			「皆も良く知っていると思う。私の大切な妹、エルジュだ」

			　そして、決め手のエルジュ。

			　各国にも頻ひん繁ぱんに足を運んでいたエルジュは、王族や貴族、多くの民にも知られており、信頼されていた。

			　だから、その姿を見た誰もがエルジュ本人だと気付いたようだ。

			「皆さん、聞いてください!!　私は、リリアーナさんによって魔王の生いけ贄にえになるところを救われました!!　そんな彼女のことを、私は疑うことなんてできません!!　そして、自らが危険なのにもかかわらず、ルーメルに迫る危機を教えてくれて、私をここまで連れてきてくれました。彼女は、いえ、魔族は私たちと変わらない人々です。今なお、魔王の手によって苦しめられながらも、私たちに被害が及ばぬよう必死に戦っています!!」

			　そう言って、エルジュが横にいるリリアーナの手を取る。

			「私は、私を救ってくれた魔族の人々を救いたい!!　エクストラヒール!!」

			　本物のエルジュだと聴衆に認識させるため、エルジュは予定通り、この大陸で５人と使い手がいないエクストラヒールを使い、リリアーナの傷を癒いやす。

			　それを見た騎士団、ウィードの民たちはエルジュが本物であると認識を深めたようだ。

			　いえ、元から本物ですけどね。

			　その姿と声を聴いて、立ち上がった王が１人。

			　私とエルジュのクソ親父、ロシュール王だ。

			「我が精鋭たちよ、其方そなたらの剣は何のためにある!!」

			「「「我が剣は、国と民を傷つける者を撃ち倒すため!!」」」

			　さらに、ガルツの王が立って吠ほえる。

			「我が精鋭たちよ、己らが持つ盾は何のためにある!!」

			「「「我が盾は、国と民を傷つける者から守るため!!」」」

			　最後に、リテアの聖女が立ち上がる。

			「我が精鋭たちよ、己が捧ささげた祈りは何のためにある!!」

			「「「我が祈りは神と国と民の安全のため!!」」」

			　さて、次は私の番ね。

			「我が精鋭たちよ、ウィードは何のためにある!!」

			「「「我がウィードは民のため!!」」」

			　その宣言のあと、私はひと息入れて最後のとどめをさす。

			「各国の精鋭よ、我がウィードの民よ!!　今なお戦い続けている魔族は、我らの敵か!!」

			「「「否!!」」」

			「ならば、魔族は私たちの何だ!!」

			「「「誇ほこり高い民族、そして我らが救うべき友人!!」」」

			　よし、打ち合わせしていた各国の精鋭の隊長が宣言をしていく。

			　これで準備は整った。

			　後は、最後の言葉を告げるだけ。

			「今ここに、魔王との因縁を終わらせる!!　魔王大征せい伐ばつをここに宣言する!!　我らに従う者は声を上げよ!!」

			　オオォォォッォォォオオオオオ！！！！

			　闘技場を突き抜け、大歓声がウィードに広がる。

			「我が精鋭たちよ、民にかわり、魔族を救い、魔王を討ち倒す勇気はあるか!!」

			　オオオォォォォォオオ!!

			　先ほどではないが、確かに力強い雄お叫たけびが返ってくる。

			「ならば、我らに敵はなし!!　全軍出立準備を!!　目標は魔王の首ただひとつ!!」

			　ここに、魔王を討ち、魔族を助ける思想が生まれた。

			　とりあえず、私が今できるのはここまで。細かい作戦などは、またあとで伝える必要はあるが、今は予定通り部下たちに出陣の準備をしてもらう。
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			「お疲れ、セラリア」

			「あら、ありがとう、貴方。ルルアも大丈夫かしら？」

			「はい。もう大丈夫です。あれから３日間も旦那様に優しくしていただきましたし、これ以上は他の奥様たちに申しわけないです」

			「ああ、心配しなくて結構よ。その分、今後、しばらくルルアなしのローテーションだから」

			「え、ひ、ひどい!?」

			　ルルアの調子が戻ったのを確かめて雑談していると、エルジュとリリアーナがこちらに歩いてきた。

			「エルジュ、お疲れ様」

			「はい、ちぃ姉様も見事な演説でした」

			「ありがとう。そして、リリアーナ、もう後戻りはできないわよ？」

			「はい、元より覚悟の上です。これが私も最善の策だと思います。もう、綺き麗れいな和平は望めません。それならば、より多くの命を救うために私は尽力します」

			　この大茶番につきあったリリアーナに迷いはない。

			　さすが、魔王を務めていたというべきか。

			「さて、大号令を発したとはいえ、さすがにこのままでは被害が甚大になるわ。それをどうにかできるのは私たち。わかってるわね？」

			　そう言うと、ユキや頼もしい妻たちが頷く。

			「当初の予定通り、リリアーナの案内で魔王の首をとる。だが、敵は多いし、魔族特有の種族の強さ。それを突破するのは、私たちの役目よ」

			　私は腰に下げている刀をチンと鳴らす。

			「私たちで魔王の首を取るわ」

			　そう、表向きは、各国の精鋭たちに魔王の首を取らせるつもりだが、それは本物の魔王でなくても構わない。

			　私たちが先に回って、魔王を見た目だけの奴に挿すげ替えて本物の首を落とす。

			「まったく、何がどうなって商業区代表が魔王退治とは。まあ、お兄さんのためですし、労は惜しみませんが」

			「私もびっくりよ。何がどうなって、ギルドの受付が魔王退治なんて。依頼料っていくらになるのかしら？」

			「私も同じですよ。エルフ族にとっては名誉ですが、自分が当事者になるとは」

			「リエル、私たち、凄すごいところまできたんだね」

			「だね。トーリと一緒にここまでやってきたけど、魔王退治なんてね。ワクワクするよ」

			「……全力で潰す。それが平和に繋がるなら」

			「お兄ちゃん、お姉ちゃん、悪い魔王さんを倒すんだね!!　私も頑張る!!」

			「です!!　アスリンと一緒に頑張ります!!」

			「……任せなさい、ユキ」

			「私も姫ですが、いえ、姫だからこそ、魔王を討たなければ!!」

			「さすがです。シェーラ様!!　このキルエもお供します!!」

			　さあ、魔王、待っていなさい。

			　でも、ここまで準備をするのは骨が折れたわ。

			　３日しか経っていないけどね。

		

	
		
			第１２８掘　説得の状況

			　

			　ｓｉｄｅ　ラッツ

			　さてさて、何がどうして、お兄さんの愛しい妻であるこの私、ラッツが魔王退治などする羽目になったのでしょう。

			　いえ、嫌ではないのですよ。

			　お兄さんのためです。これから生まれてくる私たちの子供のためです。何も否はありません。

			　可愛かわいい兎人族で、スタイルもそれなりに自信はあります。

			　ですが、生まれは普通の村人。小さい頃に珍しい物を通じて外の世界を見せてくれた商人に憧れて冒険者兼商人になり、大陸を渡り歩きました。

			　まあ、可愛いので変な男どもに襲われたり、一緒に寝ろと言われたことも多々あります。

			　全部跳ね除けましたが。

			　お兄さんに会うまでに花を散らしてなくて、本当によかったですよ。

			　と、そんな感じで特別凄すごい戦果を上げてきたわけでもないのですが、平々凡々のお兄さん大好きの可愛い兎人族のラッツが、この度、魔王退治のメンバーに選出されました。

			　まあ、理由を言われれば納得なのですが。

			　決まった時の各国の王様たちの反応は面白かったですね。

			　武器の手入れをしながら、その時のことを思い出します。

			　えーと、確か３日前でしたっけ。

			　リリアーナさんがやってきて、そのあと私たちが事情を聞いて、お兄さんがあくどい作戦を練ねった後のお話。

			　セラリアが３国の王を説得したんですよね。

			「さて、今から私たちが聞いた情報を開示いたします。内容は非常に急務です。落ち着いて最後まで聞いてください」

			　セラリアが招集すると、ウィード内の旅館に泊まっていた３国の王は、すぐに集まってくれました。

			　まあ、２人の親父は酒を飲んでるところで、リテアの聖女様は三度目の露天風呂中でした。

			　のんびりしてたところに、あの説明はないですよね～。

			「魔族からの事情聴取内容を簡かん潔けつに言います。魔族の強硬派によるルーメルへの進攻が確認されました。進軍を開始したのが１か月前だそうですから、各国がルーメルとの連絡が取れなくなった時期とも一致します」

			「「「なっ!?」」」

			「それが罠わなとは言えなくもないのですが、私の妹を救ってくれた相手を信じないわけにはいきません。状況を考えても、魔族としてはルーメルの孤立化を促うながしたのに、こちらに情報を流す意味もありません」

			　面白かったですよ。

			　セラリアは事情を知っている各国の王に妹、つまりエルジュ様を救ってもらったと言っているのですから。

			「セ、セラリア、どういうことじゃ？」

			　セラリアの御父上は事情を知ってはいますが、表立ってエルジュ様が生きているとは言えません。

			「セラリア、本当か!!　エルジュは無事なのか!!」

			　ガルツ国の面々の中では、周りが困惑してるのをよそに、ローエル様が花が咲いたように嬉しそうでした。

			　エルジュ様を溺愛していたみたいですから。

			「あ、あの。その」

			　そして、一番意味不明なのはエルジュ様を暗殺したリテアの代表、聖女アルシュテール様。

			「エルジュ、入ってきなさい」

			「はい、ちぃ姉様」

			　そう言われて、エルジュ様が入ってきます。

			　もう、皆の顔と言ったら、ロシュール勢はともかく他の２国は口をあんぐりあけてお化けでも見たような顔です。

			「さて、混乱中かと思いますが、この説明でわかっていただけると思います。これで、手筈が整いました」

			「「「……」」」

			　さすが国を纏まとめているだけはあるのでしょう。

			　そのひと言で大体のことを察して、皆、真剣な顔つきに戻りました。

			「そういうことですね、セラリア。ここでエルジュを出せば見事な復活劇になり、そして、そこのリリアーナさんを筆頭にした強硬派以外の魔族勢力と手を組むのですね？」

			「だろうな。それならば、エルジュ殿を助けたからルーメルを救ってくれというより、情報の真実性が増す」

			「迷い込んだ１人がもたらした情報提供。普通なら蹴けって捨てる話ですが、その人が魔族なら別ですね。そんなことをしても、まったく魔族に利点がない」

			　アーリア様、ガルツ王、聖女が確認するように、言葉を繋いでいきます。

			　その言葉を聞いて、各国の王のお付きの重鎮も頷きます。

			「詳しよう細さいを説明します。ルーメルへ進軍しているのは強硬派を中心に、和平派だった者を先兵として使っています。和平派の実行戦力を潰してしまおうとしているのでしょう」

			「……当然だな。今まで敵対していた派閥の主力を国に残して戦争に出るなんて、ただの自殺行為だ」

			　あの超シスコンのヒギルさんが冷静になっています。

			　いや、お兄さんと同じく参さん謀ぼうとしては優秀だったんでしたっけ？

			　シェーラに土下座をしてたシーンが、インパクトが強くて忘れられませんが。

			「ですが、それでもルーメルへ侵攻した魔王軍の和平派を見張るためにも、それなりの数を投入せざるを得ない。そこを突くというわけですね、セラリア様」

			「ええ、シャールの言う通りよ。この度の魔王のルーメルへの進軍は、私たちのゴダゴダを利用したのだけれど、逆に見れば、同盟を組んだ私たちに時間を与えたくないのよ」

			　そういうこと。強硬派としてはルーメルをさっさと落として、３国が行動を起こす前に頭を押さえつけるのが目的だったはずです。

			　そうしなければ、多方面から同時に攻撃を喰らう羽目になりますから。

			　一度先んじられてしまえば、私たちは防衛に回らざるを得なかったでしょう。

			「このチャンス、逃す手はないですね。しかし、ルーメルへの援軍はどうします？　ひと月前からなら、下手をすれば戦端が開かれていて、すでに王都まで敵が迫っていてもおかしくないのですが」

			　ガルツの跡取り、ティーク様が冷静に判断します。

			「ルーメルへの援軍は出しますが、もう間に合わないでしょう。夫が偵てい察さつの空飛ぶ魔物を使いにやったわ」

			「どういうことですか？　まさか、ルーメルは!!」

			　私もセラリアのこの言い回しには、最初、ルーメルが落ちたと思いました。

			　しかし、現実は違いました。

			「貴方、あの映像を」

			「わかった」

			　セラリアがお兄さんに頼んで、映像が会議室の真ん中に投影されます。

			　映ったのは、魔族の国と国境を接しているルーメルの街を上空からとらえた映像。

			「これは、ルーメルの国境に位置する、最前線の街アスタリか？」

			「はい」

			「しかし、こ、これは……」

			　そう、上空から見るに、街の前には３万人にも及ぶ兵士が並んでいます。

			　いや、鎧よろいが統一されていないから、冒険者も混じっているのでしょう。

			　が、その向かいには、それを遥かに超える軍勢が地面を埋め尽つくしています。

			「リリアーナの情報によれば、ルーメルへ寄せた魔族の軍勢は30万。そのうち９割が魔物を使役して兵に当てています」

			「30万!?」

			「なら、これでは、ルーメルはもう……」

			　そう、アルシュテール様が言いかけた時、映像から轟音が響きます。

			　そして、街を囲んでいた魔物の軍勢が瞬またたく間に消し飛びます。

			「「「なっ!?」」」

			　ついで光の剣らしきものや、大規模な術式でさらに魔物の軍勢が削り取られます。

			「これが、ルーメルへの援軍が要らないわけです。ルーメルが呼び寄せた勇者様たちが、しっかり戦線を抑えています。下手に援軍を送れば、指令系統や、戦果の横取りなどの問題が出てくるのでお勧めしません」

			「な、なるほど。これを踏まえて、今は魔王の首を取るべきだと言ったのだな」

			「はい、このままでは、逆にルーメルが押し返して魔族の国へ攻め入り、魔王の首とともに魔族を殲せん滅めつしかねません。知っての通り、魔族が友好な民族だと知っているのは、３国とウィードのみです。有用な人材を失う愚は、犯すべきではないかと」

			　そうやって、セラリアが王様たちを説得していきます。

			　私は、お兄さんの言葉を思い出しながら、映像を見つめていました。

			　今なお、画面上で軍勢を消し飛ばす光の矢。

			　アレは戦車だ。

			　お兄さんの世界の陸戦兵器。

			　それが、ずらりと２０００台は並んでいます。

			　絶え間なく撃ち続けられる点など、私たちウィードが所有する戦車よりも高性能です。

			　あの性能の戦車をあれほどの数、運用している勇者とはいったい誰なのでしょうか？

			　ルルアが、ルーメルの勇者たちとは私たちと会う前に聖女の立場で面会をしたことがあると言って、名前を教えてくれました。

			　１人は男でアキラ・ユウキ。

			　１人は女でヒカリ・アールス・ルクセン。

			　１人は女でナデシコ・ヤマト。

			　これが、ルーメルに呼ばれた３人の勇者です。

			　ですが、もう１人、彼らの召しよう喚かんに巻き込まれたただの一般人がいたそうです。

			　タダノリ・タナカ。

			　お兄さんのご友人で、現代戦の、いえ、異世界の戦闘のエキスパートだそうです。

			　そして、お兄さん曰いわく、映像に映る兵器群はタナカが関わっていると断言しました。

			　30万もの軍勢を遠距離で一方的に殲せん滅めつしうる力。

			　あたかも、３万の軍が戦っているように見えますが、まばらな敵を殲滅しているだけで、ほとんどは戦車からの砲撃で死んでいっているのです。

			　残りの３人の勇者たちですら前に出ず、戦車砲を潜り抜けた集団を殲せん滅めつすることに専念しているのです。

			　今、私たちウィードが一番警戒しなければいけないのが、お兄さんの同郷の人で、友人だとは……。

			　世界は、厳しいのですね。

			　私がお兄さんを慰なぐさめてあげないと。

		

	
		
			第１２９掘　ルート確認

			　

			　ｓｉｄｅ　セラリア

			「さて、ウィードから精鋭が魔王の居城に行くには、どのルートが最適かしら？」

			「それは、えーと。地図はありませんか？」

			　リリアーナを筆頭にレーイア、ザーギスに情報を求める。

			　現在、夫と身内だけで、進軍ルートを選んでいる。

			「ほい、地図」

			　リリアーナの希望で……夫お手製の地図が渡される。

			　ダンジョンで掌しよう握あくしている地形を、パソコンに落として精密に書き上げたものだ。

			　この世界からすれば、異常な精密度を誇ほこる地図になる。

			「え？」

			　リリアーナは絶句している。

			　……私たちの大陸の地図と言えば、位置関係と川、森などが適当に記載されていればいいものだ。

			　この地図が、支配者や商人にとってどれだけ価値のある物なのか、それはリリアーナの顔を見ればわかる。

			　これは、ルール違反だ。

			　さすが異世界から来た夫。私の自慢である。

			「とりあえず、皆。今まで集めたデータで、できうる限り精密な地図を作った。地名がわからないので、それも聞きながら、ルートを教えて欲しいんだが。いいかな？」

			　ほぼ三大国の領土と魔族の住む中央の魔の山の地図が完成している。

			　……この夫、私たちが知らないうちに、とりあえず土地の地上げをしていったらしい。

			　１万人がウィードに来て３か月とちょっと、といったところ。

			　いえ、１万人を超えてからの計測だからそれ以前のＤＰもあるのだけれど、１時間で１万ＤＰ、24時間で24万ＤＰ溜まる計算になる。それが３か月、つまり約90日。

			　少なく見積もっても、２１６０万ＤＰ。

			　貯蓄もしなければならないけど、それでも使えるＤＰは膨大だ。

			　１㎢につき１００ＤＰ、年維い持じ費は１㎢につき10ＤＰ――それが土地をダンジョンの支配下に置くために必要なＤＰだ。

			　維い持じ費を考えるとアレなのだが、地図だけを作るために、一時的に各地の土地を掌しよう握あくして回ったのだ。

			　まったく発想が突飛だ。

			　でも結果を見れば、これ以上の使い方はないだろう。

			　詳しよう細さいな地図は、この大陸では機密とされている。

			　地形の把は握あく、資源の位置、自国の村や街の位置。

			　これらすべてが敵に把握されれば、相当な痛手になる。

			　詳細に記された地図が１枚あるだけで、攻められる方は非常に守りにくいのだ。

			　戦う上でも地形は重要で、迎え撃つのに有利な場所や迂う回かいするルートなどがわかる地図の価値は計り知れない。

			「リリアーナ、落ち着きなさい。これがダンジョンの、ウィードの力の一端よ」

			「こ、この詳細な地図が一端ですか……。ダンジョンマスターとは、やはり天災とも言うべき存在なのですね」

			　そうね。リリアーナの言う通り、このダンジョンの力を上手く使えればね。

			　しかし、それも誰でもできるわけではない。

			　デリーユの弟の件で聞いたが、ルナは夫を呼ぶ以前、才能がありそうな人々にダンジョンマスターの力を与えて大陸を救う術を探していたのだが、そのすべてが失敗。

			　デリーユの弟には悪いが、彼も失敗だった。

			　２００年ものあいだ、ずっと１つのダンジョンに籠こもっていたのだから。

			　それに比べて、私の夫の素晴らしいこと。

			　たった８か月程で三大国をまとめ上げ、魔王へ止めの一撃を放つ一歩手前まで来ている。

			　安全のため、夫がダンジョンマスターであるとは公表できないが、それでも誇ほこらしく思うわ。

			　今日はベッドでうんと優しくしてあげよう。あ、布団か。

			「と、とりあえず。こ、これがウィードで合っていますか？」

			「ああ。で、ここがロシュールの王都、こっちがリテア、こっちがガルツ」

			　夫がそう言って指を差していく。わかっている場所には、すでに地名や街の名前が書きこまれている。

			　それとは別に、他の妻たちはもう１枚の地図に村や街の名前を記入していっている。

			　あとで２枚を突き合わせて修正すれば、より正確な地図になるだろう。

			　これは、諸国には絶対見せられないわね。

			「ということは、この城が魔王城ですね。いえ、ラーイエト城と私たちは呼んでいますが」

			　魔の山のほぼ中央の窪地に城らしき大きな建造物がある。

			　周りには多分魔族が住んでいるであろう、民家が立ち並んでいる。

			「やっぱり、ここが魔王城か。なら、ルートはここからか」

			　夫がウィードから一番近いルートを指差します。

			「そ、そんなことまでわかるんですね」

			「まあ、ルートの入口、ある程度の道のりは多少カモフラージュしているみたいだけど、道が続いているからな」

			　なるほど。よく見れば、魔王城から各国に延びるルートが途中で見えなくなっている。

			　逆側の私たちからすれば、道がないのと一緒か。

			　でも、それが判明しているなら問題はない。

			「しかし、こうやって見てると厄やつ介かいすぎるな」

			　夫は地図を見て顔をしかめている。

			　何が問題なのだろう？

			　魔王城からは、４か国に延びるルートが１つずつの計４つだけ。

			　細かい道はあるが、それは多分、農地などや村落の人々の生活道だろう。建物群などに繋がってるだけで、それ以降は道が延びていない。

			「ねえ、何が問題なの？」

			　リエルが首を傾げて夫に聞く。

			「道が４つ。これは、軍が通るルートを制限されてるってことだ。ウィードから、いや、ロシュールからの進軍路には、確実に防衛の軍がいるだろうな。いや、どの道にも防衛がいるだろう。なにせ、守る場所が４つだけでいいんだから」

			「ああ、そういうことか。うん、僕でもわかるよ。これは、守るために道を少なくしてるんだね、リリアーナさん？」

			「……はい、ユキさんの言う通りです。ロシュールへのルートは、関所を起点に１万の魔物が詰めています。これは関所にいる軍に率いられてるだけの数です。道すがら、野生の魔物も数多あまたいます」

			「うわー、厄やつ介かいすぎるよ。というか、まずくないかな。いくら精鋭でも、保たないと思うんだけど」

			　リエルの言う通り、いくら精鋭でもキツイものがある。

			　時間があるなら数を集めるところだが、ルーメルが魔王軍を殲せん滅めつする前に抑えないと、魔族が皆殺しにされる可能性がある。

			　私たちだけが暗躍して占領するだけでは信用されにくいから、表向きは軍を必ず魔王城へ入れる必要がある。

			「各国の今回の征せい伐ばつ動員数は？」

			　私がルルアとシェーラを見る。

			「リテアは魔族の進軍を警戒していますので、今回来たのは５０００ほどですね。内乱の後処理でいまだに、結構ゴダゴダしているみたいです」

			「ガルツは魔族への警戒に加えてランクスの件もあり、４０００といったところです。しかし、ローエル姉さまが指揮を執とるので、そうそう後れは取らないと思いますが。あ、ヒギル兄さんもいます」

			　可哀想かわいそうに、ついで扱いされるヒギル。

			「ロシュールはロワールのせいで精鋭がガクンと減っているわ。３０００といったところね」

			　まったくロワールの奴、死んでなお、私たちの足を引っ張るか。

			　私が眉間に皺をよせていると、トーリがウィードの報告をする。

			「ウィードからは……すいません。ランクスの支援に魔物３００名を取られていまして、魔物が出せて２００名ほどです。その、治安維い持じや防衛用にも残さないといけないので……」

			「さらに、その数の１割は輜し重ちよう隊ね」

			「ですね。食料や物資を運ぶ部隊は絶対いりますし。このウィードへ集まった各国総勢１万２０００人という、ウィードの人口を超える人数の食糧供給にも人手を取られています」

			「そうなのよね。なるべく早く各国の精鋭部隊には出て行ってもらわないと、ウィードの国民の生活を圧迫するわ」

			　そう、戦時下ということもあって、経済活動は止まり気味なのだ。

			　鍛か冶じの縮小、農作業の停てい滞たい、ＤＰで出した商品の備蓄が減る。

			　まあ、これだけでも色々問題だ。

			「といっても、このまま進軍すれば待ち構えた敵と正面からぶつかるしかない……か」

			「気休めかもしれませんが、私から魔王の座を奪った男――デキラという名です――は、私が人から援軍を得られるとは思わないはずです。私を追ってきた敵も、ウィードに捕らえられましたし」

			　リリアーナがそう進言する。

			　魔王は油断しているわね。

			　警戒をしている防衛軍に気がつかれず、あっさり倒す方法はないものか……。

			「……少し話がずれるけど、このルートで行くと行軍にどのぐらい日数がかかると思う？」

			　夫が、ふいにそんなことを聞く。

			「そうですね。私が逃げて来たときは、１人で道のない森を抜けて……15日と言ったところでしょうか」

			「その約２倍はかかるとみていいわね」

			　１か月か。時間的にぎりぎりだと思う。

			　ルーメル進行部隊が反攻作戦に出ても、魔王の国まで１か月はかかる。

			　また、追撃をかけて魔王の首を取ろうとしても、軍を再編して遠征物資を集める時間がいる。

			「で、貴方、どうしてそんなこと聞いたのかしら？」

			「いや、それだけ時間がかかるなら、いい手がある」

			　夫の目は笑っていた。

			　きっとまた、とんでもない作戦を思いついたわね。

			　私は、かつてロシュールの精鋭たちを翻ほん弄ろうした落とし穴のことを思い出していた。

		

	
		
			第１３０掘　作戦説明

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　皆の視線が集まったな。

			「よし、じゃ、俺の作戦を説明するぞ。問題点があったら言ってくれ」

			　地図を中心に集まっている皆を正面のホワイトボードの周りに集めて、いつものモニターを出す。

			　会議室には、このモニターがどこにもつけられている。

			　もっとも、俺たちにしか使えないが。物理的にも、操作的にも。

			「これは机の上に置いてある地図と変わりはない。まあ、拡大縮小はできるが」

			　そう言ってウィードの入口を拡大して、村の一つ一つの家の並びが確認できるぐらいにする。

			　それを見たリリアーナさんは、顔を青ざめさせている。

			　そりゃな。

			　為政者や支配者にとって、ここまで簡単に内情を探られることは脅威であり恐怖だろう。

			　まあ、現代の地球では、衛星で常にお互い監視状態だけどな。

			　一方的に監視される方としては面白くないだろう。

			「さて、俺の作戦はこうだ」

			　モニターの地図上のウィードを授業用の指示棒でさして、そこからロシュール、ラスト、魔王の居城へと指示棒を進め、教えてもらった最短ルートをなぞっていく。

			「これは、さっきの話の通り軍の進軍路だ。他のルートを開拓しようとなると、それが難しいのはわかるな？」

			　皆、そこで頷く。

			「だが、ダンジョンマスターの権限を行使すれば、ウィードからラストへ一直線に道を作ることができる。そのために必要なＤＰも問題はない」

			　おおっ、と皆名案と言わんばかりに目を見開く。

			「しかし、この作戦は使えない。軍の被害は少なくなるだろうが、戦なく城を落としても色々と評判が悪い。箝かん口こう令れいを敷いても、今回の作戦の件は、どこからか必ず漏もれる。そうすると、いきなり道を簡単に作ってしまったウィードは危険視されることになる」

			「えーと、どういうことかな？」

			　リエルが首を傾げながら質問をしてくる。

			　いつもながら、わからないことは素直に聞く良い子だ。

			「つまりだ。魔王を倒すまではいいが、その後、各国でこう囁ささやかれるわけだ。『ウィードは敵対国には、そのダンジョンの力を存分に使って容よう赦しやなく叩きのめす』と」

			「それの何が問題なの？」

			「これは、後々の反発に繋がるってことだよ。今はウィードと結ぶ利益が大きいから問題点を気にしないでいるが、一般人に、あからさまにダンジョンの力を見せつけると恐怖を呼ぶわけだ。ウィードは倒さないと危険だと、いや違うな、敵に回る前に倒してしまおうと考える」

			　俺がそう言うと、皆が一様に沈ちん黙もくする。

			「なるほどね。確かに力を誇示するのは大事だけど、こうも簡単に、他国の領土をどうにでもできると触れ回るようなことをすれば、確実に反発する相手が出てくるわね」

			　セラリアは理解が早い。

			　確かにチートは便利だ。

			　しかし、チートを持っていない相手にとっては脅威にしかならない。

			　何事もバランスが大事というわけだ。

			「じゃあ、軍隊を直接魔王城に送り込むのは無理なんですね」

			　トーリがしゅんと犬耳を垂たれる。

			「そうだな、地下ルートでも同様だ。いや、地下ルートの方が深刻だろうな。いつのまにか侵略されてましたってことになるしな」

			「ユキさんの言う通りだと思います。私もガルツのゲート敷設会議には参加しましたが、どこに地下を作るか、随分揉めましたから」

			　トーリも納得してくれたようだ。

			　そう、俺たちが交こう渉しようで設置したゲートですら、揉めに揉めて決めたのだ。

			　それが勝手にポンポン作れると言われれば、各国はいい顔をしないだろう。

			「別の理由もある。今後、魔族が他の種族と手を取り合う上で、今回は必ず連合軍と共闘する必要がある。俺たちだけで魔王を倒して手を結べば軍隊はいらないし、やる気を出した兵に不満がたまる。さらに、各国の兵士たちが魔族の人となりを知る機会が少なくなって、和平への道が難航する」

			「ああ、わかるよ。共闘すれば仲良くなれるよね。仲が悪くても一緒に頑張らざるを得ない機会があったりすると、あとでお酒飲んで騒げたりするんだよね」

			　リエルの言う通り。

			　共闘すれば少なからず連携が生まれて、お互い死線を潜り抜けた戦友という、他の形とは違う関係が生まれる。

			　それに各国の精鋭の兵士たちが関われば、他へ及ぼす影響は計り知れない。

			「そういうことですか。それで各国の精鋭を頼んだのですね」

			　ルルアが俺の意図に気が付いたのか、確認するように言う。

			「ルルアの言う通りだ。各国の精鋭たちが魔族はいい人たちだとかばえば、下手な王の宣言より、確実に国民に伝わる」

			　そう言って確認するようにリリアーナさんを見る。

			「私が皆さんに手伝ってもらって魔王城を開放し、軍隊を迎え入れても……ダメなんですね」

			「俺たちだけで開放するのは、問題が多すぎます。ましてや、自分の配下に噛みつかれて、魔王の座を追われた貴女のその作戦を受け入れる余裕はないです」

			　そう、今回の問題。

			　よくよく考えれば、リリアーナさんが部下を抑えていれば何もなかったのだ。

			　俺としても、こっそりウィードとラストと繋げて、四天王の２人を通じて交易をしようとすら思っていた。

			　だが、現実はリリアーナには和平を押す思いはあっても、すでに信頼が崩れているのだ。

			　簡単にいえば、一度起業に失敗して、それでもまた起業するからお金を貸してって言うような話だ。厚かましいにもほどがある、とすら言える。

			「……わかりました。で、作戦は？　今までのは問題点の洗い出しですよね？」

			「はい、その通りです。したがって、この問題点をクリアしつつ、魔王城を攻略しないといけない」

			「ふむふむ、さっきのお話からすると……」

			　ラッツがホワイトボードに歩いていって書き出していく。

			　

			・陸路で魔王城に向かう連合軍の損害を抑えること

			・連合軍の障害は、道のりに出る野生の魔物と関所

			・どうやって魔族と共闘を謀はかるのか

			・魔王城の攻略方法

			・時間制限があること（ルーメルが現在進行している魔王の軍を壊滅ないし敗走させる前に決着をつけないといけない）

			　

			「ラッツが書いてくれたけど、これは……」

			「無理難題ね」

			　エリスとミリーが、ホワイトボードに書かれている問題を見て呆れている。

			「とりあえず、一つ一つ解決方法を言おう」

			　そう言って、皆の目をホワイトボードから俺に集める。

			「まず、前提としてこの道のりの土地を掌しよう握あくして、情報を集める。掌握してしまえば、どこに何が何人いるのかはっきりわかるからな」

			　何事も情報が一番である。

			　ルーメル国のタナカの件は気になるが、今回の一連の動きにあいつが裏で手を引いていることはないだろう。

			　メリットもクソもないし、ルーメルの最前線で今戦ってる以上、タナカ自身がそこで足止めくらってるからな。

			　向こうも落ち着くまで俺のことは知らないふりを決め込むだろうから、俺もそうさせてもらう。お互い状況がわからんから、下手に顔を合わせるわけにもいかん。

			「次に、道のりに出る野生の魔物だが、ここはスライムとゴブリンの２個小隊を使って数を減らす。すべて殲せん滅めつするようなことはしない。道々にまったく魔物が出なかったら、正規軍の兵士たちがさすがに不思議がるだろうし、罠わなと勘違いしたりして進軍が遅くなる可能性がある。指揮はスラきちさんに任せるから、魔物にやられるようなことはないだろう。こっちからの情報提供もあるしな」

			「そりゃのう。妾わらわは、いまだにダンジョン内ではスラきちに勝てんからのう」

			　なんだ、デリーユはまだ負けてたのか。

			「関所に関してはリリアーナさんを使って内応し、反乱を起こさせる。それで、関所の中から連合軍へ伝令を出して、『援軍無用、力を温存してください。関所は私たちが何とかします。どうか魔族の皆を頼みます』と言えばどうなるかな？」

			「えげつないわね。そんなこと言えば、私の宣言を聞いて魔族を助けることを決意している兵士たちに発はつ破ぱをかけることになるわ。伝令内容とは真逆に、兵士たちは関所にいる魔族を助けるために躍起になるわ」

			　セラリアの言うように、そういうこと。

			　文言は同じでなくてもいいが、連合軍を奮起させる内容にすればいい。

			「ちょっと待ってください。私はラストでは手配中の身。確かに私に協力してくれる人たちはいるでしょうが、勝てるかもわからない、本当かどうかもわからないことに手を貸してくれるとは……」

			　リリアーナさんは、自分の価値が今ではほとんどないことを自ら認めているようで悔しそうだ。

			「ああ、大丈夫。リリアーナさんは、魔王の首をもって内応してくれる人を集めてもらう予定だから、言うことは絶対に聞くと思うよ」

			「へ？」

			「つまり、関所の攻略が俺たちは一番最後になるわけだ。連合軍としては一番最初だけど」

			「どういうことですか？」

			　さすがにまだわからないか。

			「いいか、皆、この関所を魔族と共闘して落とせたなら、魔王城攻略は楽になるのはわかるな？」

			　全員が頷く。

			「だから、関所での共闘を実行するために、俺たちだけは、地下ルートを作って魔王城を先に攻略して魔王の首を取る。それをリリアーナさんに渡して、内応を持ちかけてもらう」

			　そう言うと、皆目を丸くする。

			「な、なるほど。関所の攻略、魔王城の攻略を演技にするわけですね」

			　エリスが俺の作戦に気が付いて、顔を引きつらせている。

			「ま、演技といっても、ちゃんと死人が出るようにするけどな、双方」

			「そこまでする必要があるの、ですか？」

			　今まで黙っていたエルジュが口を開く。

			　前みたいに頭ごなしに否定するよりはマシか。

			　俺が答えようとすると、リリアーナさんが進み出てエルジュに説明をする。

			「私が魔王の首を持っていけば無血開城もできるでしょう。しかし、それでは私を裏切った、魔族以外を滅ぼすべしと皆を煽あおった愚おろか者たちも見逃すことになるのです。内応は、そのための選別ですね？」

			「そういうこと」

			「それと、魔族と多種族が手を取り合う切っ掛けになるのです。裏切り者のために、その機会をつぶす気はありません」

			　リリアーナさんにそう言われて、エルジュはまだ納得はいかないみたいだが引き下がる。

			「ということは、後の問題は私たちが先んじて向かう魔王城攻略と、どうやってその後くる連合軍を迎え入れるかですね」

			　ラッツが残る問題を指摘した。

			　だが、それはもっと簡単だ。

			「それは、まず魔王城をダンジョン化して掌しよう握あくする。適当に魔物を召しよう喚かんして、敵対勢力を排除。上手くいくのであれば、魔王本人も魔物に倒してもらおう」

			「うげー、お兄さん、本当にやり方があくどいですね……」

			「リリアーナさんに協力している勢力はすでに地下牢にいるだろうし、使用人たちは逃げ惑うだけだろうし、抵抗してくる奴らを徹底的に倒せばいいだけだ。無理に俺たちが出て危険な目に遭う必要はないけど、万が一に備えて近場で動けるようにしとかないといけない」

			「確かにそうですね」

			　その説明で、皆納得して頷く。

			　魔王さん、悪いけどどこかの物語みたいに勇者と華々しい一騎打ちをやれると思うなよ。

			　くっくっく……。

			　あれ？

			　俺、悪者に見える気がするんだが？

		

	
		
			第１３１掘　配置発表

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　さて、あらかたの作戦概要は説明したし、残るは誰をどこに配置するかだ。

			　配置をミスれば、手痛い被害に繋がるだろう。

			　まあ、レベル的には全員最強クラスだから、そこまで心配はいらないけど。

			　なるべく死人は減らしたいしな。

			　嫁さんの誰かが死ぬとか、絶対避けたいし。

			「さてと、これからの予定を話す。いいかな？」

			　皆が頷く。

			「とりあえず、今のところ反対意見は出ていないから、私の作戦を軸じくに動くということになります。それでは、詳しよう細さいを詰めていきましょう」

			　そう言って、まずウィードを指す。

			「まずは出発の布陣です。３国の精鋭とウィードの精鋭がウィードを発ちます。ここの指揮官および、付き添いとしてリリアーナさん、ザーギス、レーイア、セラリア、俺、エリスが行きます。そして、大将はエルジュだ」

			　エルジュ以上の大将は、今回あり得ない。

			　エルジュがいることで大義名分ができ、軍の士気が増す。

			　今回の戦争がそれだけ真剣なのだと、兵士に伝えることができる。

			　ホワイトボードに書き込んでいく。

			「このうち、俺、セラリア、エリスはリリアーナさんと一緒に、先んじて魔王城攻略のための工作をします。そこで、俺たちの代理をクアル、リリアーナの代わりをザーギス、レーイアで務めてくれ」

			　名前のあがった６人が頷く。

			「各国の精鋭は、知っての通り。ロシュールからはアレス・レスター。ガルツからはローエルとヒギル。リテアからはクラックとデスト。全員が全員、実力を持った指揮官だ。こっちの裏事情も知っているから、色々と都合がいい」

			　これで、連合軍の進軍には何も問題がない。

			「ちなみに、なるべくこちら側の戦死者を減らすため、各国の精鋭たちにはウィードからナールジアさんお手製の武具を供給している。戦後、これを返却してもらうか、そのまま譲渡もしくは販売するかは、結果次第で考えよう。これでウィード製の武具の宣伝にもなるわけだ」

			「……抜け目ないですね、お兄さん」

			「そりゃ、軍事行動でお金を各所へもっていかれてるんだ。どこかで採算を合わせないとな」

			「そうね。今回の各国からの出兵はこちらから願い出たものだし、支度金でかなりもっていかれてるわ。その分は何とかしないとね」

			「ラッツだって、この兵士が集まる期間に合わせて、武具関連と携帯食料などの仕入れをかなり準備しただろう？」

			「それはそうですよ。商売時は逃がせませんから」

			　そう、今回の素早い各国の派兵は、国々の善意からではない。

			　派兵にかかる費用をこっちが持つと約束したから、速やかに実行できたのだ。

			　呼んだ側が、とりあえずお金を支払うというわけだ。

			　いずれ、支援という形をとってくれるかもしれないが、今はこっちがお金を持たないと、相手国の王はともかく、臣下が納得しないだろう。

			「軍隊の行動は、２日後から進軍を開始。俺たちは、その前に進軍ルートをダンジョンで掌しよう握あくしつつ、スライム、ゴブリンの部隊をスラきちさんに任せて、野生の魔物を排除させる」

			　進軍路の途中を丸で囲む。

			　この地点にスラきちさんを配備する。

			「魔王城攻略は、ラビリスたち待機組のメンバー以外全員で臨む。といっても、移動手段はマローダーだし、運転手を残して、通常通りダンジョンの運営についていてもらって構わない。が、招集には最速で応じること。これは、俺たちが魔王を倒すなどの噂が流れた際の保険でもある」

			「そうすれば、万が一、魔王城で私たちが魔王を倒したと噂が広がっても実際いたのですから、問題ありませんね」

			「そういうことだ。ダミーであるドッペルを置いてはいるが、ドッペルだと情報の交換が完かん璧ぺきじゃない。というより、ウィードの上層部は俺たちが本物か偽者かは見分けがつくからな」

			　そう、今まで影武者としてドッペルを立てていたが、情報の交換が完璧ではない。

			　仕事などの引継ぎは問題ないのだが、誰かとこんな話をしたといったような記憶のあるなしで行き違いがあった。

			　それ以降、判別がつくように、ウィードの上層部にはドッペルと本物のある違いを教えている。

			「距離から考えてマローダーで４日だ。運転は、俺は行軍で無理だから、ラッツとカヤを中心に頼む」

			「「わかりました」」

			　この２人は、ガルツへ行くとき問題なく運転していたしいいだろう。

			「魔王城に乗り込む前に、城まで１キロの地点で停止してダンジョン機能で転送装置を設置してくれ、それで一気に魔王城を攻略する」

			　そうやって魔王城を指す。

			　ここでようやく半分だ。

			「リリアーナさん、ザーギス、レーイアに魔王城内部の地図を描いてもらっている。万が一に備えて、これは全員頭に入れておいてくれ」

			　皆は俺が取り出した魔王城内地図を、食い入るように見ている。

			「コピーは後でまわすから。魔王城攻略後、リリアーナさんを守りながら、関所の相手と交こう渉しようして内応させる。これが俺たちの仕事だ」

			「そこまでいって、ようやくひと息ですね」

			「そうだな。それから連合軍が関所に到着して、従軍しているメンバーは一緒に関所、魔王城を攻め落とす。まぁ、魔王城は実質、攻略後だが。残りのメンバーに関しては、その頃にはランクスの騒動も決着がついているだろうから、キユから詳しい話を聞いて対応しよう」

			　俺がそう言って、皆を見つめる。

			　言いたいことは伝わったかな？

			「あーあ、そういえばそうでしたね」

			　とラッツ。

			「ありましたね」

			　とミリー。

			　他の皆も驚いた顔をして、頷いている。

			「どうしたんだ？」

			　俺がそう聞くと、皆がいったん顔を合わせて、同時にこちらを向いて言う。

			「「「ランクスの問題、すっかり忘れてました」」」

			　その返事で、思わずずっこける。

			「おいおい」

			「いや、何というかインパクトがないというか」

			「そうよねぇ」

			「……影が薄い」

			「やってることは内乱だし」

			　そんな軽口を言って、皆笑いだす。

			　おう、ランクス残念だな。

			　嫁さんたちは、もうこぞってランクスはどうでもいいやってなってるぞ。

			　そこで、１人が疑問の声を上げた。

			「あの、すいま、せん。わ、たしが、一緒でいいのでしょうか？」

			　俺の付き人を務めているリーアだ。

			　まだ彼女には自分が勇者だということは伝えていないが、すでにダンジョンでの強制レベリングを行ってレベル１２０まで到達させたから、それなりに戦える。

			　が、彼女的には、魔王城攻略などという大仕事に自分が参加していいのだろうか、と思うはずだ。

			「勿論だ。リーアがいないとダメだ」

			「わ、たしが？」

			「ええ、何かあった時は多分、あなたが切り札よ」

			　俺とセラリアの言葉に、他の皆も頷く。

			「どう、いうことでしょうか？」

			　リーアは首を傾げる。

			　だけど、皆はわかっている。

			　万が一、魔王が手に負えないのなら、リーアという勇者に頼るしかないと。

			　神頼みなようで気持ちは悪いが、魔王は確実に殺さないとまずい。

			　だから、危険を冒して、リーアを戦場に連れていくことになった。

			　そうだった。

			　俺には魔王城攻略までに、もう１つ仕事があるのだ。

			　勇者リーアを覚醒させよ。

			　無理ゲー、正直ほっときたい。

			　あとでゆっくり行きたいが、嫁さんたちが、万が一、魔王に勝てなかった場合に備えるのは当然だという。

			　許可してるんだから、さっさとリーアとにゃんにゃんしろとのことだ。

			　どこの世界に、旦那に他の女を抱けって言う嫁がいるのかね？

			　しかも、しっかり愛し合いなさいとのお達しです。

			　制限時間は魔王城攻略までの、約６日。

			　俺が吹き飛ぶか、リーアと仲良くなるか、デスマッチが始まろうとしていた。

			　魔王より、こっちが怖いわ!!

		

	
		
			第１３２掘　彼女にとっての勇者

			　

			　ｓｉｄｅ　リーア

			　多分、運命というものがあれば、それ以外にあり得ないだろうと私は思う。

			　戦争で壊れた私が、いまだ生き続ける意味。

			　ようやく私は、答えを見つけたのかもしれない。

			　世界を平和へと導く、伝説の勇者様。

			　私はそんな人に出会った。

			　こんな、まともに喋しやべれもしない私に優しくしてくれるだけでなく、多くの人を救おうとし、今は魔族のことまで助けようとしている稀き代だいの人。しかも、ただの考えなしなどではなく、どうやれば悲しむ人が少なくなるかということを常に考えている。

			　その勇者様は、なぜか奥様たちにはダンジョンマスターと言われている。

			　でも、私は違うと思う。

			　あの人の本質は、きっと勇者様なのだ。

			　誰かのためにいつも違う衣ころもをかぶっている。

			　そう、ぽっと出の勇者とは違う。

			　彼こそ本物の勇者だと。

			　いつか、彼の名前を聞ける日が来るといいのだけれど。

			　これほど、名前が聞こえなくなったことを悔しく思ったことはない。

			「そこっ」

			「っつ!?」

			　甲高い音がして、私の手から剣が落ちる。

			「リーア、あなた考え事をしていたわね？」

			「ごめ、んなさい」

			「まあ、まだ数日。色々試行錯誤したくなるのはわかるわ。でも、戦闘時に動きが鈍るほどの考え事をしてはダメよ。格上の相手の時は、特にね」

			「はい」

			　今私は、セラリア様と剣の練習をしている。

			　さすがに、私もこの人の名前は聞いたことがある。

			　ロシュールの戦女神で、今はウィードの女王様で彼の正妻。

			　うらやましい。

			　でも、それに見合う美貌と力、意志もあり、彼に並び立つのに相応しい女性だ。

			「……リーアが頑張っているのはわかるわ。でも、早急すぎるとも私は思う。夫の言う通り、前線から外すべきかしら」

			　セラリア様の何気ないひと言に、私は凍り付いた。

			「いや、です!!　私は、あの人の付き人です!!」

			　そうです。

			　あの人こそ、私の光。

			　いえ、この地で生きる人々の希望。

			　あの人が、万が一でも傷つくことがあってはいけない。

			　億が一にでも殺されれば、世界はきっと崩壊する。

			　落ちた剣を拾い、再び構える。

			　それを見たセラリア様は目を丸くして驚き、嬉しそうに笑って再び剣を構えた。

			「その気持ちは良し。でも、リーア、貴女は夫に何を見ているのかしら？　正直に言えば、貴女に見せている姿は、ほとんど情けないものばかりよ？　ただの頭でっかちで、自ら動こうとしない。どこに貴女が頑張る理由があるのかしら？」

			　セラリア様がそう言いながら、鋭い剣けん戟げきを流れるように放ってくる。

			　私は必死にその剣戟を防ぐ。

			「彼、はっ……確かにっ!?　普通の、人ですっ!!　でも!!」

			　だからこそ、そこに意味がある。

			　普通の人だからこそ、そして私のように奴ど隷れいに落ちたからこそ、今というこの時間がどれほど大事か身に染みている。

			　貴族という身分が悪いわけではない。

			　だが、明確に彼と貴女には差がある。

			「……様は、ありますか？」

			「何かしら？」

			　激しい剣戟の中、私の声は埋もれていく。

			「セラリア様は相手と同じ視点で、いや、相手よりも低い視点で物事を見たことはありますか!!」

			「リーア、貴女、名前を!?」

			　セラリア様が驚いているが、それに耳を貸す余裕はない。

			　必死に剣戟を押し返すことに全神経を使っている。

			　私は思いのままに言葉を口にするだけ。

			「彼は学校では足を曲げて、生徒と同じ視点で話をします!!　職場では、気さくに職員の机に向かってコーヒーを持って行って、一緒に飲みながら仕事の話をします!!　貴女にはそれができますか!!」

			「っつ!?」

			　そう、どこからどう見てもただの人。

			　一般人。

			　私が彼に会ってから感じていた温かさはこれだった。

			　彼は、何も私と変わらない。

			　それを、彼はあの地位にいて保っている。

			　それがどれほど難しいことか、想像を絶する。

			「きっと貴女も彼に言ったんじゃないですか、それは貴族の振る舞い方では、上に立つ者の振る舞い方ではないと!!」

			　セラリア様の目が驚きよう愕がくに見開かれる。

			「でも、あれでいいんですっ!!　あのあり方を誰もまねできないから、ただの人のまま、あそこまでいったんだからっ!!　だから、あの人は勇者様なんです!!　誰が何と言おうと、皆と変わらない、一般人の勇者様なんです!!」

			　そう言って放った一撃が、セラリア様の剣を弾き飛ばします。

			「はあっ、はっ……」

			　まずい、下手に喋しやべったから息が上がっている。

			　その間に落とした剣を拾ったセラリア様が、嬉しそうにこちらを向く。

			「そうね。彼は確かに勇者と呼ばれてもおかしくないわ。でも、伝説の剣や特別なスキル、圧倒的な強さを持っているからではない。でも、彼を慕っている人は大勢いるわ。私を含めてね」

			　セラリア様が自分の剣を眺める。

			　訓練用ではあるが刀身は綺き麗れいに磨かれており、セラリア様の姿がそこに鏡のように映りこんでいる。

			「そうだったわ。私も彼だからこそ惚ほれたんだったわ。全然王者たる風格はないのに、私たちの遥か上を歩く。その根源はリーアの言う通り、一般人なのだからでしょうね。ああ、そうか、彼が前に言っていたわね。貴族なんて、元をたどればただの一般人だったって。なればこそ、ただの人を知らない私たちでは、たどり着けない場所だったのね」

			　セラリア様が、懐かしむように彼との思い出を語る。

			　ムカつく。

			「リーアにはお礼を言わなくちゃね。これで、また夫をさらに愛せるわ。でもね……」

			　いきなりセラリア様が目の前に現れる。

			　咄とつ嗟さに剣を構えたが、そのまま吹き飛ばされた。

			「小娘に夫のいい所を教えてもらうのは、ちょっと癪しやくなのよね！」

			　なんですか、そんな理由で私は吹き飛ばされたんですか!?

			「そう言えば、最近、お風呂もいつも一緒じゃないっ!!」

			　ガキンッ、と大きな音とともに私の体が再び浮く。

			「そうですよ!!　私は付き人ですから!!　ずっと一緒なんですよ!!　っていうか、そっちだって、こっちが布団被って必死に耳ふさいで知らんふりしてるのに、毎晩毎晩、お盛んすぎますよ!!」

			　体勢を立て直して、セラリア様にここ最近の鬱憤をぶつける。

			「あら、夫婦だもの。当然じゃないかしら？」

			「むっかー!!　こっちがどんな思いで我慢してると思ってるんですか!!」

			　そう言って、つば競り合いになる。

			　レベル的にはセラリア様が完全に上なのだが、なぜか筋力は私の方が上で何とか互角に押し合える。

			　でも、筋力以外の能力は圧倒的に下。

			　だから、息切れしている私はどんどん押し込まれていく。

			「だから、お礼をするわ」

			「ど、ういう、ことですかっ？」

			「夫の側室になりなさい。専属護ご衛えいで付き人のまま」

			「え!?」

			　その言葉の瞬間、剣を絡め取られて空に放り上げられる。

			「まあ、夫が気に入らないというなら話は別だけど。あ、他に好きな人がいるとかかしら？」

			「いません!!　彼しかいません!!」

			「ならいいでしょう？　もう、夜は我慢しなくていいわ。混ざりなさいな。今日は……ミリーだし、私から言っておくわ」

			「え、え、いいんですか？」

			「無論。というか、リーアもわかってるでしょう。夫、ユキがふらふらしすぎていることに。こっちも護ご衛えい問題で大変なのよ」

			「あ、はい。だから、専属の人を探していたんですよね？」

			「そういうこと。今日までの訓練で、よほどの相手じゃない限り不覚は取らない実力になっただろうし、側室で護衛なら離れる必要はまったくないわ。私たちも護衛にあたりたいのだけれど、忙しいから」

			　そうですね。

			　ユキさんの妻の方々は、それぞれが代表や重役に就いていて、忙しい毎日を送っている。

			　だから、その反動で夜が激しいのだが。

			「じゃ、私はユキさんの側室になっていいんですね!!」

			「ええ。って、リーア。さっきも思ったけど、名前を言えるようになったみたいね」

			「え、あっ、本当だ!!　と、ミリーさんって誰ですか？　今まで名前が聞こえなかったんです。ミリーさんは、どの方なんでしょうか？　早く今日のことで話さないと!!」

			「わかった、わかったわ。手早くミリー……じゃなくて、皆ともう一度挨拶する場を設けましょう。全員の名前がわからなかったんでしょう？」

			「……はい」

			　そうやってセラリア様に連絡してもらって、奥様方に旅館の方に集まってもらう。

			　そしてセラリア様とともに、旅館へと向かった。

			「そう言えば、夫の名前、ユキのことはすぐにわかったみたいだけど。どうしてかしら？」

			「お仕事でサインがいるときに、ユキと書いていましたので」

			「なるほど。あ、向こうでも言うけど、リーアが孕はらむ順番は一番最後よ。護ご衛えいの貴女が身重になっちゃ、夫が絶対無理をさせないから」

			「え」

			「そうねえ、私たちが役職を終えて、ユキの護衛を代われるようになるまでだから、最低２年は先ね。それまでは、子供は我慢して頂戴」

			「ええっ―――!?」

			　今日一番の酷ひどい宣告を受けた気分でした。

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			『特殊な称号を得ました』

			　そんな特殊なアナウンスが流れる。

			「珍しいな、なんだ特殊な称号って？」

			　また、ルナのいたずらか？

			　そう思ってステータス画面を確認すると……。

			　

			　称号：勇者の勇者　勇者から勇者と呼ばれる異質の存在。

			（何やってんのよ、あんた。面白すぎるんだけど。　Byルナ）

			　

			「は？」

			　とりあえず、俺はルナを呼び出して、抗議することにした。

			　しかし、勇者の師匠とか、父親とか、恋人とかならわかるが……。

			　何だよ、この勇者の勇者って意味不明だぞ。

			　と、勇者ねー。

			　リーアのこと、どうしよう。

			　あと５日ぐらいで何とかしないといけないんだよな？

			　今日はセラリアと訓練で疲れているだろうし、明日からか……。

			　うん、明日から頑張ろう!!

		

	
		
			第１３３掘　経過報告

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			『兄さん、兄さん。聞こえますか？』

			「おう」

			　俺はリーアを何とかして手て籠ごめにしないといけないという、超弩級の難問にぶち当たっている。

			　なにしろ、明確な手応えを感じられないのだ。これほどやりにくいことはない。

			　いいか、ダンジョン運営、街の運営、戦い……どれもがその推移から自ずと、いや、準備が万端なら結果がついてくる。

			　相手がどう思おうと。

			　だが、リーアの件はお互い、いや、リーアが望んでことに及ばなければいけない。

			　心を推測しろなど、不可能だろ。

			　それどころか、仕方なくではなく本当に好きになってもらう方法なんかねーよ!!

			『おい、こらぁ!!　私のキユが声かけてるのに無視すんじゃないわよ!!』

			「うぉ!?」

			　コヴィルの声で現実に引き戻される。

			『人の彼氏を戦場に送っといて、報告も上の空とか、あったまくるんですけど!!』

			『まあまあ、落ち着いて。コヴィル』

			『キユ、ダメよ。あの兄貴にはしっかり言わないと!!』

			『仕方ないだろ。兄さんは、今や多方面の対策と指揮を執る立場なんだし、リーアさんの件もあるから』

			『でも、でも―――!!』

			　いつの間にか、ドッペルで弟役のキユの奴、妖精族のコヴィルとデキてやがった。

			　知ったのは、キユをランクスの迎げい撃げきのために送り出そうと指示を出した時。一緒にいたコヴィルが憤ふん慨がいして、俺に襲い掛かってきた。

			　殺気はなかったので軽く殴られてやったが、それで、この２人の関係を知ったわけだ。

			　その時は、キユが取り押さえたっていうか抱きしめたら大人しくなった。

			　気持ちもわからんでもないので、そのままキユの副官ってことでコヴィルを従軍させたわけだ。コヴィルもダンジョンで鍛きたえて、実力もある程度あるし大丈夫だろう。

			　ドッペルゲンガーの弟とはいえ、自我はあるし色恋だってするだろう。

			　そういうのを否定する気はまったくない。むしろ、俺も喜んだ。

			　まあ、そういった事情を知った以上、俺の影武者として使うわけにはいかないから、今後は他のドッペルを影武者として使うことになるだろうが。

			　そもそも、キユはリテアで暴れて名が売れている。その意味でも、俺の影武者としては使いにくくなっていた。

			『大丈夫だよ、コヴィル。僕はこんなことで死んだりしない。絶対、君の所に帰ってくるから』

			『本当？』

			『ああ、僕はコヴィルと添い遂げるって決めてるんだ』

			『私もキユしか考えられないわ!!』
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			　とりあえず、ウザい。

			　人のいちゃいちゃを見ることほど、ムカつくことはないのではないだろうか？

			　いや、普通のいちゃいちゃならいいとして、この芝居みたいな語らいはやめろ。

			「へいへい。お前らの仲がいいのはわかったから、報告頼むわ」

			『も――っ!!　も―――――っ!!　いい雰囲気だったのに、空気読め、ユキ!!』

			　空気読んだからこそ、口出ししたんだがな。

			　あのコヴィルの性格からして、それを言えばまた話が長引くので我慢するが。

			　ちなみに、やることもやっているらしい、サイズが違いすぎるのではと思ったのだが、妖精族は体のほとんどが魔力によって構成されているので、結構丈夫らしい。

			　無論、人との交配も可能。キユともＯＫというわけだ。

			　まあ、そのせいで人とは違う妊娠期間になるそうだが、そこは今は関係ないか。

			『コヴィル、後でちゃんとしよう。だから我慢してくれ』

			『わかったわ。今日は寝かさないんだから!!』

			　いい加減、コールを切りたくなってきたわ。

			　こっちは、どうやったらリーアとそんなふうになれるのかを悩んでいるのに。

			『すいません、兄さん。改めて報告します』

			「ああ、頼む」

			『予定通り、ロシュール国境に僕たちウィードの部隊を展開。ランクスの部隊を待ち構えました。当初の予定より１時間ほど早く展開が完了したのは、前の報告の通りです』

			「それは聞いたな。で、タイキ君との連携はどうなった？」

			『はい、タイキさんとはこちらもコールで連絡をとり、王族派を残して、勇者派だけが本隊から先行しているという話で、本隊の４０００人ほどが作戦目標となりました』

			　ふむふむ、タイキ君もさすがに砲撃の雨に味方を巻き込むのは忍びなかったらしい。

			　いい手で、味方と敵を分けたな。

			『今日の０マル６ロク０マル０マルに進軍を確認。キルゾーンに敵が入ったため、これを攻撃、殲せん滅めつをすることに成功しました』

			「ま、当然か。４０００人がバラバラならともかく、ひと塊かたまりで移動してるなら、ただの的だしな」

			『ですね。今や、戦車ですらルートを予測してピンポイントで攻撃できるんですから、４０００人の塊かたまりはただの的でしたね。と、使用弾数１３２発での迫撃砲の飽和攻撃、それだけで生き残りはいませんでした』

			「１３２発って……10発も撃ち込めば終わっただろうに」

			『結果だけ見ればそうですが、大隊で30門の迫撃砲をいっせいにやりましたから、各４回ぐらいですよ』

			「あ、そうか」

			　そりゃそうだ。１門だけで１３２発も撃つわきゃねえ。

			　今回の目的は殲せん滅めつだしな。確実にやるには、まだ少ないか。

			『というわけで、僕たちは予定通り、このままタイキさんと一緒にランクスへなだれ込みます』

			「気をつけろよ。イレギュラーってのは、どこにでも起こりうるからな」

			『任せなさい!!　キユに指１本触れさせないんだから!!』

			「おう、コヴィル。そこは任せた。キユの奴は頭固いからな。危ないと思ったら、お前が引っ張ってでもキユを下げてくれ。無論、コヴィルも無事に戻れよ。弟の嫁さんが戦死するとか嫌すぎるからな」

			『うん、わかったわ。えへへ、お嫁さんだって。お兄さんも公認よ!!』

			　こういうときだけお兄さんって呼ぶのな、お前は……。

			「ガルツを通るとき、ティーク王子との合流も忘れるなよ。大義名分の保証人なんだから」

			『わかっています。ガルツとランクスに抑えられた３国がタイキさんの支持を表明し、ランクスの非道を公に認めさせるんですよね』

			「ああ。そうしないと、タイキ君が暴走したってことにされる。ランクス王族にも逃げる時間を与えてしまうしな」

			『確実に潰しますよ』

			「タイキ君で思い出したが、こっちの問題は間違っても彼に伝えるなよ。あの性格だ。こっちに何らかの支援をしたがるはずだ」

			『ですね。言われた通り極秘にしておいて、事が終わってから話します。今言えば、僕たちは引き返すことになりそうですからね』

			「コヴィル、特に、お前は気をつけろよ」

			『なによー』

			「万が一喋しやべれば、キユとの結婚は無期限延期にする」

			『絶対喋らないわ!!』

			　タイキ君の方はこれで大丈夫かな。

			「キユ、予定通りランクスを、タイキ君の敵をできる限り削れ。だけど無理はするな」

			『はい』

			「コヴィル、何度も言うが間違っても無理するな。弟の嫁さんが戦死とか、さすがに笑えないからな」

			『うん、無理はしないよ』

			「じゃ、任せた」

			『了解』

			『りょーかーい』

			　そうやって、キユから報告が終わり、コールが切れる。

			「さて、次の問題はルーメルかね……」

			　偵てい察さつの使い魔からの映像を開く。

			　目の前には、いまだ攻めあぐねている魔王の軍勢。

			　そして、それを防ぐルーメルの３万の義勇兵と正規兵の混合部隊。

			　魔王軍にとっては業腹だろうな。

			　まさか、10分の１の相手にこうも足止めされてるんだから。

			　２週間も戦果をあげられず、被害は30万のうち、10万にも及んでいる。

			　現代地球では、投入戦力の３割喪失は全滅を意味する。

			　この時代は戦力の概念が違うから、引くに引けないんだろうな。

			　ま、実際やられてるのは、魔物が大半。魔物を操っている魔族がごく少数ってところ。

			　先兵が10万やられたからって、魔族たちもそれを何とも思わないんだろうな。

			　実際、まだルーメル軍より数は多いんだし。

			　しかし、戦車部隊が少ないな。撃破されたようでもないし。

			　フム、やっぱり誰かのスキルだったとみるべきか。

			　とりあえず、すぐに全滅させていないところから、ルーメルの戦力は有限なんだろう。

			　これなら、魔王軍がすぐ全滅することはないか。

			　ひとまずは、進軍を早める必要はないと……。

			「次は、トーリとリエルの警察からか……」

			　書類には、リリアーナ以外の魔族の侵入者報告とある。

			　侵入が確認されて捕縛したのは、３人中３人。

			　他にも隠れている可能性があるので、24時間体制で警戒を継続中とのこと。

			　捕縛した３人については、こちらで尋問後、リリアーナさんにも確認を取らせると。

			　問題はないな。

			「住民への対応はと……」

			　ミリーやカヤからの報告では、特に混乱は見られないと。

			　とりあえず警察からの巡回を増やして、冒険者ギルドでは徹底して諍あらそいをしないよう厳重に注意しているらしい。

			　モーブやオーヴィクたちが動いているらしいので、冒険者の荒くれも大人しくしている……というか、むしろ治安維い持じに協力的みたいだ。

			「各国への通達は……」

			　これが一番問題だろう。

			　ルルア、エルジュ、シェーラに任せたが、ルルアは数日動けなくなったし、エルジュに至っては、今、連合軍の大将だ。

			　現在、シェーラとルルアが一手に各国の仲介をしている。

			　とりあえず、リテア、ロシュールは魔王との国境の警戒を限界まで引き上げている。

			　仕方ないよな、ルーメルに敵が進軍してるんだから。

			　ガルツはタイキ君への支援、ランクスの動向調査、諸国との内応とまあ忙しすぎる。その上、国境に対する警戒だ。

			　身動きはどの国も取りにくいが、連絡が簡単につくのは僥ぎよう倖こうか。

			　今のところ平常通り。

			「で、庁舎に残っている待機組」

			　エリス、デリーユ、ラビリス、ラッツだ。

			　ラッツの商店は思ったよりも物資の減りが遅い。住民がそれほど慌てていなかったおかげだろう。

			　ミリーとカヤの手腕に感謝だな。

			　しかし、問題は別にあった。

			　ゲートを繋いで欲しい周辺諸国からの要請、および、物資の輸出を陸路でもいいから始めてくれとの陳情が山ほど来ていたのだ。

			　これは、ランクスの問題が如実に現れていると言っていいだろう。

			　とりあえず、現状、諸国にはランクスに攻められているので身動きが取れないと言っている。

			　そのおかげで、ランクスの周辺国はウィードの味方だらけになっているが。

			　自分の首絞めるの好きだよね、ランクス。

			「最後に、魔王城への進軍の準備は……」

			　指揮を執とっているのは、名目上はエルジュ。

			　ま、軍事は素人しろうとなので、セラリア、ローエル、クラック、アレスと各国の代表に任せている。

			　ナールジアさんたち妖精族によるエンチャント武具は、いきわたっているようだ。

			　輜し重ちよう隊の準備もできている。

			　予定通り明日には出発できそうだな。

			「で、やっぱり俺にとって一番問題なのは……」

			　リーアを手て籠ごめにラブラブしてしまえ作戦――考案者はラビリスとラッツ。

			　無理。

			　どう考えても、気持ちをＬＯＶＥにもっていく方法がわからんわ。

			　あと５日でラブラブになれとか、意識すればするほど無理なんじゃね？

			　そう思いつつ、外でセラリアと稽古をしているリーアを見る。

			　ここ最近、やけに頑張ってるんだよな。

			　レベリングも１２０まで一気にしてたし、何が彼女をあそこまでさせるんだ？

			　わかるのは、その原動力が俺ではないということだ。

			　それだけはわかる。だって、今までリーアの前で見せたのは情けない姿ばかりだからな。

			　あと、ゲスい作戦ばっか。

			「あ、セラリアが剣落とした。珍しい。いや、リーアが頑張ったとみるべきだな」

			　セラリアがミスしたというより、そのミスを手繰り寄せたリーアを褒ほめるべきだろう。

			　これなら、前線に連れて行っても大丈夫かな？

			　そんなことを考えつつ、書類に目を通してはサインをしていく。

			　気が付けば、セラリアとリーアは訓練をやめてどこかに行ったようだ。

			「もうさ、俺じゃなくて、女性同士の方が確率が高そうなんだよな」

			　そう言って、深く椅子に座り直して、お茶を飲むのであった。

		

	
		
			第１３４掘　覗き見

			　

			　ｓｉｄｅ　ラビリス

			　この忙しい時に緊急招集がかけられたわ。

			　ユキに言われた通り、すぐに部下に仕事を丸投げにして、指定された場所に集まったの。

			　そこは女性会議場。

			　旅館の１室を使った、妻たちのためのお部屋。ユキは原則立ち入り禁止。

			　ユキが私たちのために用意してくれた場所だ。

			「で、どうしたんですか？　さすがにこの会議場は私用ですよね？」

			「セラリア、どうしたの？　緊急にしてはアレだと思うのだけれど」

			　私と同じく疑問に思っていたのか、ラッツやエリスが首を傾げて、セラリアに質問をする。

			　他の皆も同じ疑問を感じているようで、招集をかけたセラリアの答えを待っている。

			「ん、あら？　リーアさんはユキさんの付き人のはず。なぜここに？」

			「あー、職務怠慢だぞ!!」

			　エリスが横にいたリーアに気が付くとともに、リエルがそれを非難をする。

			「まあまあ、私が引っ張ってきたのよ。怒らないであげて」

			「ということは、リーアさん絡みのお話ですか？」

			「そうよ、ルルア。正解」

			　そうセラリアが答えて、今度はリーアに視線が集まる。

			　ああ、なるほど。落ちたわね。

			　まったく、さすがはユキね。

			「あ、あのっ、奥様方!!　そ、側室に加えていただきたくっ、あ、あわ、わわわ」

			　今まで見せたことのないリーアの可愛かわいいらしい表情に、皆が唖あ然ぜんとする。

			「というわけよ。それと、彼女が今まで皆の名前を呼ばなかったのは、名前だけが聞こえていなかったかららしいわ。だから、集まって自己紹介をしてもらおうと思ったわけ」

			「……そういうことだったのね。リーア、よく頑張った。私はカヤ、歓迎するわ」

			　カヤが即座に返答する。

			　彼女が一番リーアの動向を心配していたわ。

			　それから皆、続いて自己紹介をしていく。

			「リーア、これからよろしく。エリスよ」

			「私はラッツですよ。お兄さんをしっかり守ってくださいな」

			「私はトーリです。ユキさんの護ご衛えいを、私たちに代わってお願いします」

			「僕はリエルだよ。みんなで頑張ろうね」

			「私はアスリンです!!」

			「フィーリアです!!」

			「……私はラビリスよ」

			「私はルルアと言います。お互い旦那様を支えていきましょう」

			「シェーラと申します。妻同士頑張りましょう」

			「シェーラ様のメイドのキルエと申します。リーア様、よろしくお願いいたします」

			「おう、その心意気じゃ。妾わらわはデリーユじゃ」

			　そこで自己紹介がひと段落すると、リーアが少し首を傾げた。

			「あの、ミリーさんという方がいると聞いたのですが？」

			「ああ、彼女が一番遠いし、忙しいから遅れてるんじゃないですかね？」

			「多分わかると思うけど、ミリーは旅館にあなたを迎えに行った人族の女性よ。冒険者区の代表をしていて、ギルドの仕事で色々と忙しいのよ」

			「なるほど」

			　そうやってラッツとエリスがリーアに説明していると、扉が開かれる。

			「ごめんごめん。遅れちゃった」

			　妻の中で、ルルア＞エリス＞私の次に胸が大きいミリーが来たわ。

			　ちなみにリーアは、ミリーの次ぐらいね。

			「おお、ようやく来ましたか。今、リーアがお兄さんの側室入りを許して欲しいって言ったんですよ」

			「私たちは承しよう諾だく済み。あとはミリーだけよ」

			「本当!?　よかったー。リーア、ユキさんのことお願いね。あの人は本当に大事な人だから」

			「はい!!」

			　ミリーはユキの護ご衛えいができたのが嬉しいのか、キャッキャッとリーアの手を取って喜んでいる。

			　一番ユキさんへの依存度が高いからね、ミリーは。いや、私もかな？

			「あの、そのことで、ミリーさんにお願いがありまして……」

			「何かしら？」

			　ミリーが首を傾げて続きを促うながすが、リーアはなんとなく言いづらそうだ。

			　見かねたセラリアが笑顔で続きを喋しやべる。

			「簡単よ。今日はミリーがユキを独り占めする日でしょ。でも、リーアも混ぜて欲しいのよ」

			「ああ、なるほど。うん、大丈夫よ。でも、リーアって初めてかしら？」

			「あ、はい」

			「うーん、それじゃあいきなり複数プレイはアレよね。そうだ、私と代わりましょう。それがいいわ。ユキさんも驚くわよ」

			「それはいいわね」

			　うん、それは面白いと思うわ。

			「え、え？」

			「ミリーが初めては２人っきりでって譲ってくれたのよ。頑張りなさい」

			　戸惑うリーアにセラリアが促うながす。

			「は、はいっ!!　がんばりましゅ!!」

			　リーアが噛みながら答えるのを、皆嬉しそうに眺めている。

			　うん、私たちの絆は固いわね。

			「そう言えば、リーアってなんて言われてユキさんに惚ほれたのかな？　僕はね、ユキさんの普通に優しいところがいいんだよね。僕ってさ、こんな変な黒と白が混ざってる髪じゃん。ユキさんは、メッシュみたいでカッコイイとか可愛かわいいって言ってくれるけど、村ではいつも１人ぼっちだったんだ。だからさ、ユキさんが普通に接してくれて嬉しかったんだ～」

			　へえ、リエルがなんでユキを好きになったのか知らなかったけど、そういう理由なのね。

			　うん、ユキらしいわね。分け隔てなく接するいいところよ。

			「え、えと。その、まだユキさんとは、ほとんど話せていません。お仕事ばかりで、その、普通に話すことがあまり……」

			「え？　じゃ、どうして惚れたの？」

			「ふふ。リエル、リーアはね、リエルと同じことを言っていたわよ。夫の自然な優しさがいいんですって。勇者様に見えたそうよ」

			　セラリアのその言葉に、皆、目がきょとんとなる。

			「勇者様かー。うん、そうだよね。ユキさんって勇者様に見えるよね」

			　リエルが意外そうに、それでいて今まで何で気が付かなかったのか不思議に思っているような調子で言った。

			　リーアの言葉には、私も納得だ。

			　うん、ユキって皆に優しくて、多くの人を救って、それでもなお頑張っている。

			　これを勇者と言わず、なんと言うのだろう。

			「はい、そうなんです!!　奴ど隷れいだった私にも丁寧に仕事を教えてくれたり、気遣ってくれたり、たくさんたくさん優しいんです。伝説の武器とかスキルとかもないんですけど、きっと勇者様なんです!!」

			　決まりね。

			　リーアはユキの妻に相応しいわ。ユキの勇者の資質に気が付くなんて、凄すごい子だわ。

			「そういえば、ユキさんには告白とかはしてないのよね？」

			「……はい」

			　唐突に、ミリーがリーアにユキとの関係がどこまで進んでいるのか詳しよう細さいを聞く。

			「あー、それはまずいわ。ユキさんも、実はリーアのことが好きなんだけど、あの性格でしょ？」

			「……そうね。ユキのことだから、下手に今日夜よ這ばいでもしたら、心配して逆に手を付けてもらえないわよ」

			「ええ!?」

			　うん、あり得るわ。

			　ユキったら、変に優しいから。無理やり奪う愛だってあるのに。

			　まあ、爆発付きだから仕方ないとは思うけど。

			　全員私と同じ考えに至ったのか、少し遠い目をしている。

			「じゃ、じゃあ、無理やりに既成事実を!!」

			　ミリー、そっち方向はダメよ。きっとユキの寿命が縮むわ。いえ、不老だけど。

			「悪い手ではないと思うけど、それは最終手段にしましょう。リーアの初めてが襲う側なんて……いや、いいかも」

			「はいはい、エリス。変な欲求はユキさん相手に自分自身でやってよ」

			　途中から妄想に浸るエリスに、ミリーが突っ込みを入れる。

			　エリスはエッチに関しては、妻の中で一番とびぬけてるから。

			　ユキが良く持つわ。いえ、大たい概がい気絶してるけど。

			「ともあれ、まずはストレートに告白して夜に持ち込むのが一番だと思うのだけれど？」

			「そうですね、ミリー。お兄さんも正面から好きって言われて手を出さないほど、朴ぼく念ねん仁じんではないですよ」

			「……そうね。じゃ、どうやって告白に持ち込むかね」

			「あ、あの。よろしくお願いします!!」

			「「「任せなさい」」」

			　ユキ、あなたはこんなにも愛されているの。

			　少し面白半分だけど。ごめんね。

			　

			『お、リーア。セラリアとの訓練は終わったか？』

			『は、はい。ユキさん』

			『お、名前で呼んでくれるのは初めてだな。深くは聞かないが、よかったな』

			『はい』

			　あらあら、ユキの名前を呼ぶだけで真っ赤になっちゃって。

			　ちなみに妻たちは、現在覗き見中。

			　こんな面白いことを放っておくなんてできないわ。

			『じゃ、こっちの書類を分けてくれ。各部署に回さないといけないから』

			『わかりました』

			　そして、しばらく仕事が続く。

			　うん、仕事はちゃんとこなしているようだし、こっちの方も問題はなし。

			「さあ、リーア。２人きりのこの間に言ってしまうのよ。外に出ればチャンスは少ないわ」

			　ミリーがそう言って、コール越しに指示を出す。

			『あ、あの、ユキさん!!』

			『ん、何か問題でもあったか？』

			　頑張るのよ、リーア。

			　リーアは声をかけてから一気にユキに詰め寄る。

			　そして、唇を塞ぐ。

			　うん、完かん璧ぺきよ。

			『んっ!?』

			　ユキも驚いてるわ。

			『あの、好きなんです!!　どうか側室に加えてください、奥様方にも許可は取っていますから大丈夫です!!』

			『……お、おう』

			　ふふふ、あまりの急展開についていけてないわね。

			「これなら大丈夫そうね」

			「ええ、ユキさんなら後は上手くやるでしょう」

			「これ以上覗き見るのは無粋ね」

			　そう言って、最後に花が咲いたようなリーアの笑顔を見てからコールを切る。

			　その後、ユキとリーアが旅館に戻ってくると、ユキがゲッソリしていて、リーアがツヤツヤだった。

			　……あら、あそこでやっちゃったのかしら？
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			第１３５掘　嫁さん勇者爆誕

			　

			　ｓｉｄｅ　ユキ

			　はあ、クラクラするわ。

			　まさかリーアの方から来てくれるとは思わなかったし、そのままなだれ込むとも思わなかった。

			　いくら精力強化されてるとはいえ、仕事場でいたす精神力があるわけではない。

			　リーアは場所はあんまり気にならなかったらしく、そのまま３回戦となったわけだが、終わったあと俺は体力とか気力とか色々減りすぎて辛かった。

			　もうさ、俺、絶対表舞台に立たないって決めたわ。

			　俺の足跡が後の世にでも出れば、「ハーレム野郎氏ね！」で決定だ。

			　いや、もし俺がたどってきた道筋を地球の日本にいた頃から仔し細さい書くのなら、きっと同情で仕方ないってなると思うが。

			　でも、異世界だしな。俺が地球云うん々ぬんと書いても、ただの戯ざれ言ごとで終わるだろう。

			「ユキさ～ん」

			　白髪のツインテールが胸の中で揺れている。

			　さすがに全裸にはなれないので、着衣のままだ。

			　リーアのこの仕草を可愛かわいいと思っている事実を考えると、俺はもうリーアに浸食されているんだろうなと思う。

			「リーア、体に違和感はないか？」

			「まだユキさんが入ってるみたいです」

			「……ああ。そこは、まあ仕方ないとして、こう、動けないほどの痛みとかは？」

			「幸せで動けそうにないです」

			　……ダメだこりゃ。

			「ちょっと、真面目な話をするぞ」

			「はい」

			　リーアがその言葉で即座に俺をしっかり見つめてくる。

			「知っての通り、俺たちはかなり危険なことをこれからずっとやっていく。リーアもそれに必然的に巻き込まれることになる。いいのか？」

			「あなたの行く道なら、どこまででも」

			　わかっているとはいえ、こうも命を自分に預ける決断を彼女たちにさせている立場に立って、思わないところがないわけでもない。

			　でも、他人に未来を委ねるぐらいなら自分でやっていく。

			　今も昔もそれは変わらない。

			「ありがとう。だからリーア、俺に嫌気がさしたらすぐに出て行って構わない。そして、俺が死んだら、気にせず次の幸せを探してくれ」

			「嫌です。私は最後まであなたと一緒にいます。これは他の奥様たちも同じ意見です」

			「即座に切り返すんだよな、みんな」

			「当然です。あなたは、きっと勇者様なんですから」

			「勇者？」

			「はい、人々を導き、多くを救い、平和をもたらす。ユキさんは、まさに勇者様です」

			　リーアの自信のこもった目と発言で驚いた。

			　俺が勇者ね～。あり得ないね、世界最強の便利屋なんて。

			　そこで、俺は思い出した。

			　俺が勇者なんてのは戯ざれ言ごとだが、目の前のリーアこそ勇者だった。

			　覚醒条件はエッチすること。無理やりだと爆発します。

			　うおっ、その場の勢いに流されたが、一歩間違えれば執務室ごと吹っ飛んでたな。

			　と、しかしリーアにはいまだ勇者の恩恵が出ていないように見える。どういうことだ？

			「あの、変なこと言いましたか？」

			　沈ちん黙もくを続ける俺を見て不安になったのか、泣きそうな顔をする。

			「いや、俺が勇者なんて似合わないなってな」

			「そんなことはないです!!」

			「リーアの気持ちはありがたいが、勇者の前に旦那さんでいいや」

			「あ、はい。ユキさんは私たちの旦那様です」

			　そうやって暫しばらくハグをしていると、スティーブが入ってきた。

			「お邪魔しますよ、大将。軍備の書類を……」

			「あ」

			「どうしました？」

			　最近、スティーブたちは人語も普通に喋しやべれるようになっている。

			　昔のゴブッて言ってた頃が懐かしいわ。

			　と、そんなことはいいとして、スティーブははらりと書類を床に落として、猛然とダッシュして部屋を出て行った。

			「うらやましくなんかないっす!!　大将のばかやろぉぉぉぉぉおおぉおぉおお!!」

			　いや、うらやましいんだろ、絶対。

			　今度、ゴブリンのメスでも呼んでみるか。

			　というか、いるのかゴブリンのメスって？

			　で、その後、廊下から聞こえてくる他のゴブリンたちの会話。

			「また、スティーブ将軍ですかい？」

			「どうせ、ユキ大将と奥さんの仲なか睦むつまじさに嫉しつ妬としたんだろうよ」

			「おいら、飯食えてるんで、あんまり女性に興味ないですわ」

			「それがいい」

			　なんだ、その、すまんな、スティーブ。

			「とりあえず、仕事するか」

			「はい、スティーブさんには悪いことをしました。今度、友達の女性を紹介してあげた方がよいでしょうか？」

			「やめとけ、きっと血ち反へ吐ど吐く」

			「？」

			　リーアはあんまりわかっていないようだが、スティーブはこのダンジョンでは最古参の１人だ。セラリアよりもな。

			　それでいて、今まで女性関係で浮いた話がないとなると、必然と結果は惨敗というわけだ。

			　まあ、種族の壁の問題もあるにはあるが、このウィードでは比較的皆からゴブリン部隊は受け入れられている。普通に、人と食事をしたりする機会もある。

			　だが、スティーブはそんな機会も作れないのだ。

			　他の奴から話を聞いたが、あからさまにがっつきすぎらしいとのこと。

			「ふう」

			「これで今日は終わりですか？」

			「ああ、帰るか」

			「はい」

			　あの後、スティーブは黄昏たそがれているところをセラリアに見つかり、さぼりだと判定されて――いや間違ってないが――訓練に付き合わされたとかなんとか。

			　なんだかんだで、あのセラリアについていける稀まれな逸材だよな、スティーブって。

			「今日は晩ご飯、どうするんですか？」

			「そうだな～。グラタンとかいいかもな」

			「ぐらたん？」

			「あー、クリームソースをベースに具を入れて、上からチーズを被せて焼くんだ」

			「はぁー、なにか凄すごそうな料理ですね」

			　何度も味わったが、この大陸の食文化は地球の16世紀以前だと実感させられる。

			　なぜ16世紀かというのであれば、その時代がフランス料理の発生時期と言われるからだ。

			　それ以前は、まあうまいモノは地方にそれぞれあっただろうが、それを纏まとめようとはしていなかったのだ。

			　いや、ヨーロッパは群雄割拠の時代だしな。１００年戦争が13世紀ぐらいだっけ？

			　ちなみに香辛料は１世紀頃から存在していたが、長い間、貴族が使う物として貯蔵されていて、それを大衆に振る舞うようなことはめったになかったそうな。

			　と、長くなったな。

			　つまりだ。この大陸の一般人には、香辛料が高すぎて手が出ない。

			　塩が手に入るぐらいだ。胡こ椒しようなんて黒い宝石なんて言われてる。

			　そして、料理と言えば、材料のそのままの味を引き出したもの……そのまま焼いたりして食うだけだ。

			　郷土料理というのも存在するが、存在するだけで、よそにほとんど伝わらない。

			　材料自体が長持ちしないしな。

			　だから、俺が作る料理はリーアたちにとってはご馳走であり、未知の食べ物なんだ。

			「これから色々な美お味いしい物を食べて喜んでくれ」

			「はい」

			　リーアはそう言って笑顔になる。

			　うんうん、あのたどたどしかった言葉もすらすら出ていい感じだ。

			「でも、作ってもらってばっかりでも悪いです。私もいつか、故郷の村の料理を作ってみていいですか？　そんなに美味しくないですけど」

			「楽しみにしてるよ。それと１ついいことを教えてあげよう」

			「いいこと？」

			「リーアって、香辛料をあまり使ったことないだろう？」

			「はい、高いですし」

			「だが、これからは香辛料が好きなだけ使える。だから、村の料理を自分で工夫を加えて美お味いしくしてみるといい。他の皆も、そうやって自分たちの郷土料理を作ってくれているから」

			「凄すごいですね!!」

			　そう、ウィードには多種族が集うということもあって、異文化交流として郷土料理の持ち寄りなんかのイベントや、多種多様の料理店がある。

			　でも、味の方は、皆が食べ慣れていないものもたくさんある。

			　そこを上手く調和するのが、香辛料だ。

			　それで、お互いの料理の美味しさを認め合って仲が良くなったり、多くの人好みの味になるので、いろんな料理店に足を運ぶ人も多くいる。

			　これも、ウィードが上手く回っていくための政策の一環である。

			　腹から侵略すればよいのだよ!!　飯に罪はないからな!!

			　さらには、外の人間も食べに来る。

			　お金が落ちる。お金が増える。ウハウハ。

			「あ、もう旅館に着きましたね」

			「指輪を使わなくても、話してるとあっという間だよな」

			「お話が楽しいですから。ただいま戻りました」

			「「「お帰りなさい」」」

			　なぜか全員に玄関で出迎えられた。

			　ん、ああ。

			　リーアがあんな行動を取ったのは、皆のおかげか。

			　俺が納得したのを直感で悟ったのか、そのまま皆が俺を無視してリーアに話しかける。

			「上手くいったみたいね」

			「はい、ありがとうございます!!」

			「おめでとう。今日から同じ妻よ」

			　などなど、なんでこうも嫁さんたちは仲がいいかね。

			　問題がなくて嬉しい限りだよ。

			　リーアを眺めていると、ラビリスがいつものようによじ登ってきた。

			「もしかしてしちゃった？」

			「ああ。リーアが積極的でな」

			「そう、だからリーアはあんなに嬉しそうなのね」

			　ラビリスが登り終わると、台所へと移動する。

			　皆はリーアとお話し中だし、無理に声をかける必要もないだろう。

			「でだ。やることはやったんだが、変化みたいなものはないんだ」

			「あら？　勇者の恩恵がなかったのかしら？」

			「そこら辺をリリーシュから聞く必要があるだろうな」

			「そうね。私が呼んでおくわ。ところで今日の晩ご飯は何かしら？」

			「グラタンだよ」

			　俺がそう言ってイメージを浮かべると、ラビリスが記憶を覗き見る。

			「ふむふむ、そこまで難しい料理ではないみたいね」

			「材料とソースが問題なだけだからな。いつもラビリスがいてくれて助かるよ」

			「私もユキの妻なんだから当然よ」

			　ラビリスは俺の記憶をイメージで見ることができるので、俺の代わりが務まるし、こういう料理を作る場面でも、そのスキルを遺憾なく発揮してくれる。

			　俺にはもったいないくらいの、おっぱい美幼女だ。

			「……褒ほめても夜が激しくなるだけよ？」

			　ラビリスが嬉しそうに頭にしがみ付く。

			「さて、頑張りますか」

			「そうね、頑張りましょう」

			「あ、こっちです。リーアお姉ちゃん」

			「です。お料理を手伝うです」

			「すいません。皆と話し込んじゃって」

			「キルエ、今日は何を作るのですか？」

			「ユキ様からグラタンと聞き及んでおります」

			　そうやって、今日のお料理メンバーが揃う。

			　いつの間にか、台所も賑にぎやかになったもんだ。

			　

			「ぷはー、いや、手作りのグラタンもいいですねー」

			「え、ラッツはグラタン食べたことあるの？」

			「普通に店に冷凍食品で置いてますよ」

			「うっわー、知らなかったわ」

			「ふっふっふ、お兄さんの世界の美味うまいモノは、結構把は握あくしてますからね」

			「他にも教えなさい。悪いようにはしないわ」

			　グラタンを食べ終わったラッツとミリーが、変な睨にらみ合いをしている。

			「ふわぁ～、ごちそうさまでした。美お味いしいですね～。教会でも作ってみようかしら？」

			「それなら手伝いますよ、司祭様」

			「ありがとう。リーアちゃん」

			　リーアはラビリスが呼んだリリーシュと話をしている。

			　今は肩書きをウィードの教会で司祭を務めるリリシュとしているが、安直すぎんだろ、名前。

			　リリーシュはリーアのいた村の教会でも司祭をやっていたのだが、リーアもそれを覚えていたみたいで、お互い再会を喜んでいた。

			　まあ、その司祭がリーアを勇者にしたんだけどな。

			「よかったわね、リーアちゃん」

			「え？」

			「いい人ができたんでしょう」

			「あ、はい」

			　いい笑顔でリリーシュに答えるリーア。

			「相手はユキさんね」

			「え、なんでわかるんですか？」

			「ふふふ、それはね……リーアちゃんが私の勇者だからよ」

			「はい？」

			　うん、相変わらずいろんなことをすっ飛ばして爆弾発言しかしねーよな、この神様。

			「ステータスを見てみなさい」

			「は、はぁ？」

			　そう言われて、自分のステータスを見たリーアの表情が凍る。

			「え、え!?　愛の勇者？　リリーシュ様の加護!?」

			「そう、私は、実はリリーシュなの。わけあって地上に降りて、勇者となりうる人間を探していたの。それがリーアちゃんなの」

			「わ、私が？　ユキさんではなくて？」

			「ええ、彼はそれよりもずっと凄すごい人。それはリーアちゃんがわかるのではないかしら？」

			「わかります!!　で、でも私が勇者なんて……」

			「大丈夫。そのことは、ここの皆も知っているわ。そして、勇者だからこそ、いや、リーアちゃんだからこそ皆も欲しているの。要かなめである彼を守る盾として」

			「いったい、何がどういう……」

			　リーアが混乱しかけている。

			　とりあえず、必殺技の抱きすくめで落ち着かせよう。

			「あ、あの、ユキさん？」

			「落ち着いて聞いてくれ。リーアが勇者だという話、そして、これからの話を」

			「……はい」

			　皆の視線が集まるなか、ゆっくりとリーアに説明をしていく。

			　初めて会った時に未覚醒勇者のスキルがあったこと。

			　リリーシュに説明を求めたところ、下手すれば爆発するとのこと。

			　覚醒は実質、防げそうにないということ。

			　ウィードのために、俺が意図的にやったということ。

			「ぷっ、嘘です」

			　俺がいたたまれない気持ちで説明していると、リーアが笑いだす。

			「へ？」

			「ユキさんが、最初からウィードのためなんて言ってることです。それなら、なんでここで抱きしめてくれるんですか？」

			「それは……あれだ、リーアを逃がすわけにいかなくて……」

			「それも嘘です。全然強く抱きしめていませんよ？」

			「む、むう」

			「はぁ、わかりました。これじゃ奥様たちが心配するわけです。いえ、もう私は奥さんの１人。あなたの優しさにつけこむ人たちから、私が必ず守ります」

			　リーアにそう言われて、俺は少し混乱していた。

			　こっちは人の気持ちを誘導していたようなものなのに、リーアに映る感情はどう見ても嬉しさだ。

			「私はあなたを心から愛しています。そして、あなたの愛を疑ってはいません。この身に宿る勇者の力は、すべてあなたのために」

			　リーアの宣言で皆が嬉しそうに笑う。

			　やっぱり、俺だけが理解できてないみたいだ。

			「乙女おとめ心は複雑で、単純なのよ」

			　そう、セラリアに言われた。

			　いや、意味わからねーし。

			　そして、今日この日、リーアという嫁さん勇者が誕生したのであった。

		

	
		
			書き下ろし　ハッピーウェディング

			　

			　Ｓｉｄｅ　ユキ

			　結婚式という言葉がある。

			　これは一般的に婚姻を成立させるため、もしくは確認するための儀式である。

			　この結婚式という風習は古くから世界各地にみられて、地域により様々な様式があるが、一様に結婚を祝う、喜びの儀式である。

			　普通ならば一生に一度の儀式であり、当人たちにとっては晴れ舞台である。それに多くの願いや、お金をかけるのは至極当然といえよう。

			　それは、異世界アロウリトでも変わりなかったようだ。文明や魔物の跋ばつ扈こなどによって規模は縮小しているが、祝い事には変わりないようだった。

			「セラリア様とユキ様の結婚式、ばんざーい!!」

			「バカ野郎!!　これは、ルルア様との結婚式でもあるんだぞ!!」

			「ばかね。エリス様やラッツ様とか、代表ほとんど全員よ」

			「そうそう、ここで祝うべきは美人全員と結婚したユキ様だろうよ!!　かぁー、うらやましいね!!」

			「あはは、でも、気が強い女性ばっかりだ。尻にしかれないといいけどな!!」

			「とにかくめでたい。ウィードができて、即座に結婚式ときたもんだ!!」

			「ああ、この幸せに、このウィードに、そして、この結婚式に、乾杯!!」

			「「「乾杯!!」」」

			　……そんな声が、あちこちから聞こえている。

			　ウィードの建国祭に合わせて結婚式をやれば、国民の気分高揚になるかなーと思ってやったのだが、十分に上手くいっているようだ。

			　まあ、うらやましさから逆恨みされて、刺されないか心配だけどな。

			「しかし、結婚式ねー」

			　俺は自分が着ているライトグレーのタキシードを見つめて思う。

			　友人たちが結婚するのはいい。幸せなら、それでいいじゃないかと思っていた。

			　だが、自分がこうやって……複数人を相手に結婚式をやるとは思わなかった。

			　そして、非常に胃が痛い。

			　プロポーズの時もそうだが、こういう経験は何度もしたくない。

			　日本では離婚再婚を何度も繰り返している芸能人も多数いるが、まあ、胃が丈夫なのだろう。

			　まあ、政治的な面を考えると、こうして他国の重鎮たちが集まっているときにやるのは非常に効果的だといえる。

			　セラリアがメインではあるが、実際はエリスたちの元奴ど隷れいメンバーが女王のセラリアと並んで、結婚式に臨むという点が狙いだ。

			　これには、ウィードは女王と奴隷に差などないという意味がある。

			　貴族が絶対だという偏見もちは、この事態を侮蔑するか、あれは建前上、奴隷だったとされているが、元からセラリア女王の側近だったのだと認識する奴もいるだろう。

			　だが、どちらにしろ、今後彼女たちが代表として他国と交こう渉しようする際に、舐めた態度をとられることは少なくなるはずだ。

			　だって、女王本人が自らと同列だと認めた相手を侮辱することは、イコール宣戦布告ととられても仕方ないから。

			　こんな盛大にやって各国の重鎮も招待した結婚式。今後、知らぬ存ぜぬは通じない。

			　無論、各大国の王たちには仲人を頼んでいる。

			　ロシュール王、ガルツ王、リテアの聖女。

			　３人が見届け役なのだが、まあ、その他の諸国としては、ウィードにはこれ以上ないバックがいると思うだろう。

			　なんて政治的な目的を言ったが、そんなことより、俺としては嫁さんたちに晴れ着を着せてやりたいという願いが本音だ。

			　これから皆を盛大にこき使ってやろうと考えている俺にとって、これは罪滅ぼしであり、多分、愛というやつでもあるんだろう。

			　どっちにしても、勝手な自己満足にしか過ぎない。

			　まあ、皆、ウェディングドレスを見て泣くほど喜んでくれたから、自己満足ではないと思いたいけどな。

			　……あ、なんか憂鬱になってきた。

			「失礼いたします。……どうかなさいましたか？　旦那様？」

			　そんなときにキルエがメイド姿で入ってきた。

			　キルエはシェーラのメイドという立場上、同じ舞台で結婚式を挙げるわけにはいかなかったので、こうしてサポート役に回ってもらっている。

			　俺としては、一緒に出てもいいじゃないかと思ったのだが、ガルツの面目の問題とかもあるそうで、キルエはこの結婚式を辞退した。

			　あれだ。

			　お付きのメイドが王女と一緒に結婚式とか、下剋上ととられてもおかしくないからな。

			　実のところ、キルエもシェーラと同様、リリーシュの加護を受けており、立場としてはメイドなんかよりよっぽど上なのだが、そんなことを公表すれば大問題にしかならないので、こういった状態だ。

			　後日、規模は小さいが、ちゃんとキルエにもウェディングドレスを着せてやりたいと思う。

			「いや、あれだよ。緊張しているだけ」

			「そうですか。大丈夫です。旦那様以上のお方は、この世界に存在しません」

			「……ありがとう」

			　やだー、凄すごいプレッシャー。

			　俺が、世界でナンバー１？　やめてー、一般人ですよ!?

			　本人はいたって真面目だから言い返せないという、悪夢。

			　これが友人同士ならバカ笑いとかでいいのだろうが、友人なんていないからそんなことはできるわけがない。

			「と、そういえば、準備の方は？」

			「はい。それを伝えに参りました。会場の方は準備が整いましたので、来らい賓ひんの方々の入場を開始しております。お約束通りリリーシュ様に式をお任せしており、リテアの神官たちが総出で手伝いをしているので、スムーズにすすんでおります。さすが、リリーシュ様ですね。いえ、この場では司祭のリリシュ様でした」

			「そりゃな……」

			　リテアが祭る神様ご本人だからな。

			　リリーシュはアルシュテールともすでに面会を果たし、聖女を譲渡されそうになったそうだが、それを拒否してこうやってウィードで司祭をやっている。

			　そんなわけで、リテアが手伝いをしないわけがないのだ。

			　政治的にも、宗教的にも。

			「式の後、街を回る道の確保は？」

			「すでに馬車が通る道は、軍部が総出で押さえています。警察の方は治安維い持じに全力を挙げていますので、大丈夫です」

			　あ、なんか、仕事の話をしている方が楽だわ。

			　このまま、俺が裏方に戻るってダメかなー？

			　はい、ダメですよね。わかってますって。

			　俺がそんなことを考えているうちに、コールが届いたのか、キルエが耳に手を当てて返事をしている。

			「はい。はい。わかりました。……旦那様、奥様方の準備が整ったようなので、こちらへ」

			「……わかった」

			　……まずい。

			　本当にまずい。

			　えーと、花嫁姿を見て、俺はなんて言えばいいんだ？

			　考えてたはずだ、全員分。

			　ウエディングドレスは俺がナールジアさんとかリリーシュと協力して選んだから、全部どういうものか知っているし、仮かり縫ぬいの時も軽く見ている。

			　だから、この時のために褒ほめ言葉を考えていた……のだが、なんか頭が真っ白になってきた。

			　しかし、世の中は無情だ。

			　思い出す暇などなく、嫁さんたちのいる場所に着いてしまう。

			「旦那様をお連れしました」

			　キルエがそう扉に向かって声をかけると……。

			「入りなさい」

			　セラリアの声がはっきりと聞こえて、扉が開かれる。

			　あー、待ったとかかけられたらなー。なんてくだらないことを考えるが、時間は止まらない。

			　キルエによって、スッと扉が音もなく開かれる。

			　さすがメイドさんだなーとか、本当に関係ないことを考えている自分を客観的に見て、ああこれ、現実逃避ってやつだなーって認識する。

			「こっちよ」

			　幸い、扉を開けてすぐ花嫁姿が見えるような位置にはいなかったようだ。

			　まあ、13人も嫁さんがいれば、そんなに狭せまい部屋でドレスアップやメイクをするわけないだろう。その人数に応じた広さということだ。

			　だからと言って声の近さから考えれば、首を横に向けるだけで花嫁さんたちを見ることになるはずだ。

			「ねえ、どうしたの？　こっちを見ないけど？」

			「……いや、緊張しているだけ」

			「……あなたが？　ふふっ」

			「……じゃ、セラリア。嫁さんが総勢13名もいて、それぞれの褒ほめ言葉を考えて、それを全部言えるか？　この状況の中で」

			「……悪かったわ。で、頭の中は？」

			「ほぼ真っ白。まともに褒め言葉を言える気がしない」

			「思ったことを口にすればいいのよ。一人一人にじゃなくて、全員に素直な感想をね。ああ、毒舌方面はなしよ」

			「それはわかってる」

			「じゃ、そろそろ観念しなさい。引き延ばしても仕方ないのはわかっているでしょう？」

			　ですよねー。

			　いい加減、体を横に向けて、嫁さんたちのウェディングドレス姿を見ねばなるまい。

			「よし。見るぞ」

			　俺は覚悟を決めて体を横に向けると、目を開く。

			　そこには……純白のドレスを身にまとった、美しい女性たちが立っていた。

			　……マジで俺が結婚する相手なの？　俺が釣り合ってねー、というのが本音だ。

			　しかも、本日はキルエを抜いて13人同時とか。

			　今さらながら、俺はモテない男たちにいつ刺されてもおかしくないと思ったね。

			「……ユキ。大丈夫、嫉しつ妬とで襲ってくるやつは私たちが殺すわ」

			　そう言ってくるのは、いつの間にか俺の手を握って心中を見ていたラビリス。

			　相変わらずの紫色のツインテールだが、服がいつものゴスロリ風ではなくウェディングドレスで、胸元も開いているので、色気がいつもよりも凄すごい。

			　ロリ巨乳なのに、しっかりと女を感じる。すげー。

			「……どういう感心の仕方をしているのよ。ほら、みんなにちゃんと声をかけてあげて」

			「……ああ」

			　ラビリスに言われて、しっかりと嫁さんたちを見る。

			　ラビリスもささっと輪の中に戻って、俺に全身が見えるように立つ。

			「……えーと、正直色々考えていたんだが、みんなの姿を見て頭が真っ白になって吹き飛んだ。とにかく綺き麗れいだ」

			　うん。俺ってばダメだわーと自分でも思う。

			　もうちょっと気の利いたことでも言えればと思うが、まあ、そんなことができるなら、すでに日本にいた時に結婚していただろうよ。

			　だが、そんな平凡な俺の回答に満足してくれたのか、全員が嬉しそうな笑顔を浮かべる。

			　よかった……。

			「あなたもかっこいいわよ」

			「そらどうも」

			　セラリアがそう言って俺の服装をほめてくれる。

			　セラリアの髪型は、相変わらず片側ドリルというかロール。

			　彼女にとって外せない髪型なんだろう。

			　で、ウェディングドレスだが、俺には細部が多少違うぐらいで、そこまで大きな差異があるとは思えないので感想を差し控える。

			　なるベく同じ物の方が、見ている方も、俺としても優劣をつけにくいと思ったからだ。

			　違いといえば、多少ではあるがナールジアさんが嫁さんごとに刺し繍しゆうのデザインを変えてくれたぐらいである。

			　ラッツならうさぎさん、エリスなら本、フィーリアならハンマーといった遊び心のある刺繍が密かにしてあるのだ。

			「旦那様。このような日を迎えられたことを、本当に心より嬉しく思います」

			「喜んでくれるなら、よかった」

			　ルルアが目を潤ませ、ほほを染めてそう言ってくれる。

			　政治的な意味があることは理解しているだろうから、それでも喜んでくれているのだ。俺にとってはその気持ちが嬉しい。

			　あと、相変わらず胸がでかい。

			　ラビリスのように露出させてないだけましだが、でかいのはまるわかりというレベルだ。

			「ユキさん。私はどこまでもついていきます」

			「ありがとう」

			　シェーラが決意を秘めた目でそう言う。

			　リリーシュの後先考えない加護のせいで当初は大混乱だったが、今ではすっかり俺たちの仲間だ。ああ、いや嫁さんか。

			　アスリンやフィーリアとまでは言わないが、まだ幼さが残っているから、俺としては罪悪感がある。だが、あの時の決意を拒否するのは政治的に、男としてもダメだろう。

			　ま……がんばろう。

			　ドレスについては、さすがに王族なだけあって着慣れている感じがする。

			　セラリア、ルルアも同様だが、シェーラは幼い分、その着慣れている感じが強く出ている。

			「……もうちょっと、軽く着れるドレスがいいのじゃがな」

			「お前の素のドレスは、胸が見えそうなんだよ。よくあれで旅をしていたな。まあ、綺き麗れいなんだから今日は我慢してくれ」

			「むう。仕方がない。ユキからの嘆願じゃ。妻として我慢するかのう」

			　もともと魔王として全国行脚をしていたデリーユは、ウェディングドレスという魅せるためのドレスがあまりお気に召さないらしい。

			　まあ、格闘タイプだからなー。

			　だが、そこは元お姫様。ドレスをしっかり着こなしている。

			　そして、俺は次の嫁さんたちを見つめて、口を恐る恐る開く。

			「えーと、ごめんな。こんな感じで結婚式を挙げるのは、嫌じゃなかったか？」

			「いえ。政治的理由もわかりますし。私としては、妾めかけとして扱われて式すらないと思っていましたから。十分嬉しいです。こんなドレスまでもらいましたし」

			「はい。私はエリスと同様、何も不満はないです。これからもよろしくお願いします」

			　そう言ってくれるのは、エリスとミリー。

			　そう、あとの嫁さんたちは、元奴ど隷れいだ。

			　この結婚式においては、どうやってもおまけにみられる可能性が非常に高い。

			　それは、本人たちにとってはつらいことだろうが、怒っているようには見えない。

			　理解はしてくれても不満は残るだろうと思っていたから、思ったより驚いた。

			「ぬっふっふ……。お兄さんの優しさなんて、お見通しですよ。私たちのドレスがほぼ一緒なのは優劣をつけたくないからでしょう？　まあ、実際の式では立場上、セラリア、ルルア、シェーラが壇上の中心に立つのでしょうが、それでも私たちが見劣りしないような服装をっていうのはよほどですよ」

			「ユキさん。僕はよくわからないけど、みんなと一緒で嬉しいよ。ねえ、トーリ、カヤ」

			「はい。こんな素敵なドレスを着せてもらって、一生の思い出です」

			「……ドレス凄すごい。嬉しいから大丈夫」

			　ラッツは俺が無理をして、セラリアたち王族と同じドレスを用意したんだと思っている。

			　それも間違いじゃない。こういうところで差別するつもりはないから。

			　しかし、ラッツ、リエル、トーリ、カヤはドレスがよほどお気に召しているのか、くるくると回ってはしゃいでいる。

			　喜んでくれてなにより。

			　そして、最後の花嫁グループは……。

			「兄様ー!!」

			「お兄ちゃーん!!」

			　そう言って俺に飛び込んでくるのは、ちびっこ２人。

			　……正直、ここが日本、いや地球なら俺はお縄を頂戴しているだろう。

			　まあ、異世界だし、地球の常識とか無効だし。そういうふうに思わないと、俺は２人を拒否しなくてはならない。

			　というか、俺の故郷の常識で２人を泣かせるというのは、ただの言い訳にしかならない。

			「こら、２人とも嬉しいのはわかるけど、しわになるわよ」

			「そうですね。もうちょっと我慢しましょう。結婚式が終わるまで」

			「わかったのです。兄様との結婚式に、よれよれのドレスなんて恥ずかしいのです」

			「うん。お兄ちゃんと結婚式だもんね」

			　……そういう意識はあるのね。

			　女性というのは、こういうものなのだろうか……。

			　だが、２人もみんなに負けず劣らず綺き麗れいでかわいい。

			　幼さがしっかり残っている分、同じ女性から嫉しつ妬とという目を向けられない分、ある意味で最強かもしれないな。

			「あとは、キルエ」

			「はい、旦那様。準備の方はもう整っております。予定の時間がくれば……」

			「いや、違う」

			「はい？　なんでございましょうか」

			「口にはしてなかったが、ちゃんと後日、キルエにもドレスは着せるからな。拒否はなし」

			「……ありがとうございます」

			　キルエはシェーラとの主従関係上、この場は裏方に徹してもらっているが、結婚式が終われば自由だ。

			　キルエだって俺の嫁さんだ。

			　煩わずらわしいことが終わったら、ちゃんと綺き麗れいなドレスを着てもらおうと思う。

			「そうね。こんなと言ってはなんだけど、人前で疲れるような行事としてやるより、身内でわいわいやった方が楽しいわよ」

			　セラリアがそう言って、クスクス笑いながらこう続ける。

			「さぁ、さっさと面倒なことは済ませて、夫婦水入らずでイチャイチャしましょう」

			「「「はい」」」

			　セラリアの言葉に嫁さん全員が頷いて、式場の方へ向かう。

			　いやー、面倒なのは同意だけど、俺が一番疲れるんだよな。色々な意味で。

			　で、気が付けば式場でセラリアを隣に、一段後方に嫁さんたちを従えて、リリーシュの前で誓いの言葉を言う場面になっている。

			　もう頭が真っ白すぎるんですけど。

			　辺りの喧騒とかも気にならない、というか余裕がない。どうすればいいですかね？

			「リリーシュの名に誓って、ユキさんと生きていくことを誓いますか？」

			「「「誓います」」」

			　嫁さんたちが先に言って、俺が何を言えばいいのかなんとか理解できた。

			　リリーシュが俺の緊張した姿を見て、少し微ほほ笑えみ口を開く。

			「では、ユキさんは、あなたを慕って妻となるみんなと生きていくことを誓いますか？」

			「はい。誓います」

			　俺がそう言うと、リリーシュがしばし瞑めい目もくして、わずかな祈りをささげ……。

			「誓いの言葉、確かに聞き届けました。ここに、結婚はなされました。新たな夫婦に幸さち多からんことを」

			　リリーシュがそう宣言すると、ウィード中は最大の歓声に包まれる。

			　そして、建国祭はまだまだ続く。

			　色々な意味で。

		

	
		
			雪だるま（ゆきだるま）

			ついに五巻が出ました。そして冬が到来。風邪気味なんですが、みんなは風邪などひかないよう体調管理にお気をつけて。（二〇一六年十二月現在）

			　

			イラストレーション

			ファルまろ

			はじめまして、ファルまろと申します。五月十六日生まれ、豆腐が美味しいところに住んでいます。お茶とコーヒーが好きです。どうぞよろしくお願いいたします！（二〇一六年十二月現在）
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